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＝ 二

呂二、

会 員と共に
＝

皇，

昌一昭和34年の年頭に当って－言
三
＝

三
三

二

石 呑憲男皇
皇

三長かった役人生活に終止符を打ち皆様の御厚意で本会の顧問になった。この間沢山の先輩の御皇
言 冒
言指導を受け,友人同僚諸賢の絶大な御厚誼を得て,大過もなく努め終うしたことを何より先に御言

言

冒礼申上げなければならな#､｡そして本会の顧問となり,会員の皆様と共に今後も林業の道一筋に言
＝

二句

言
冒生き抜くことを決意し余生を面白く有意義に過させて頂き度いと考えている。＝
二 二＝

言日林協の前身である興林会が大正10年頃に孤凌の声を上げて以来，すでにi30数年を経過し，星
言 三

三その間本会にも幾多の変遷ばあったが，終戦後会員並びに会団当事者の熱心な努力と関係者の格言
＝ 三

曼別な支援によって，見事に立ち直り今日においては我国における林業技術者の唯一一の職能組織とぎ

鑿:鑿鑿蹴壽菫難麓濃鴛密撫撫琵‘"亨
号＝ 言

言当時の記録で明･らかである。その頃の日本の林業は，第一期の治水事業を終え，ようやく安定林冒
？ニ

ー

臺政の方向も明らかになった時で，あたかも第一次世界戦争の終末期を受けて，世情はすべて革新三
三 二
？=

薑の気運にあって，林業経営においても，大いに欧州先進国の主張を取り入れようとして活溌な論曼
冒 皇

言議が戦わされていた。このよ･う態環境の中に在って若い林業技術者の日本林業の発展を希う心が言
皇 喜

暑その同志の結合を図る動機となりその熱情の発露が,本会の発端となったことは何等異とするに§喧
二

夏足らないことである。
言

言かくして発足した興林会が，その後きわめて地味な縁の下の力持ちのような活動を続け，我国昌
三 菖

言林政の真の推進となり林業技術の振興に尽した功績は知る人ぞ知るである。
三

冒

号今日の日林協は必ずしも当時の興林会とその規を一にするものではないが,それにしてもその言
三 ＝

舅精神だけは何らのかわりがあってもならないと思う。当時の興林会の主力は林業分野における内与
言

耆面的な革新や作興に向けられたのに対し，今日の日林協はむしろ外に向う組織として活動の主点皇
三

号が此処に置かれているといえよう。しかし興林会から日林協に一貫する精神は,今日の日林協の冒

量礎であり，今後厳として継承されなければならないものであることを確信するものである。

冒日林協の歩むべき道は決して易凌なるものとは思われないが，あくまで林業技術者の中核的組言
三

言織として，林野行政の遂行に協力し，我が国林業の発展に寄与する所がなければならない。 言
言

言私は会員緒賢と共に日林協にあって，松川理事長を扶け，微力を尽してその発展に努める覚悟言

皇である。（本会顧問･前林野庁長官）言
三

二

号
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己批判しているように，組合活動は概して不活発であ

る。その根本的な原因ほ，組合員である森林所有者の大

多数が単なる所有者にとどまり，林業経営者として成熟

していないところ､にあるとされている。そこで前記の森

林組合振興対策ほ，33年を初年度とする3カ年計画で，
これが振興をはかることになったのである。その重点目

標は，組識面での充実と，事業内容面での活動の積極化

に向けられている。前者に属するものは，(1)組合合併

の促進，②常勤役職員の充実，⑬)出盗の増強であり，

後者に属するもの億，偽林業経営指導の徹底，(5)種

苗生産事業の推進．(6)苗木の系統全利用購買の実施，

(7)素材生産事業の推進，(8)パルプ材の系統全利用販売

の実施，(9)受託造紘事業の推進の緒項目である。

1．森林組合の舞伏

それならば，この振興対策の対象となっている森林組

合の現状はどうであるのか。これを31年の林野庁によ

る実態調査により総括的に承ると次のごとくである。

重ず固定資産の総額を象ると120億円であるが，その

なかで通り抜け勘定である伐採調整盗金貸付が102億円

を占めているので，実質的に嫁18億円にすぎない。

これに対して自己資本はどのくらいあるかというと，

これが充実渡ついて行政庁の指導もあり，相当の努力が

されているにかかわらず，いまなお依然として過少であ

る。すなわち，出資総額は23億円であって，その71％

にあたる16億円が払込済出盗額なのである。これを1

組合平均について承ると，弘込済出費金は35万門とな

り，60万円以上のものほ全組合の僅か16％にすぎない。

損益勘定をゑると，利益剰余組合は全体の66％，反

対に損失組合は28％であって，利益剰余をあげている

組合の方が多い。しかし利益剰余金ば総額9千万円，損

失金総額は2億2千万円であって，利益剰余組合の利益

金の規模臓小さく，損失組合の損失規模ほ犬きいことを

示している。さらに，その内容に立入って承ると，剰余

金を出す組合ほ，経済事業をほとんど行わずに，市町村

からの補助金によって運営されているいわば睡眠組合が

多いのである。これに対して赤字組合は，大半が経済事

業を積極的におこなった結果である。問題はここにある

のである。黒字組合が多いからといって，決して安閑と

してはいられないのである。

この問題である経済事業は，しかしながら，徐灸なが

ら事業趾および実施組合数ともに増加してきた。かつ，

これら事業の運営が系統利用の線に移行しつつあること

が指摘されている。事業別に承ると，利用事業が減少

し，反面，他の経済事業が進展を承ている。組合が協同

組合本来の事業分野を開拓する方向にすすんでいるわけ

である。これを29年と31年で比較すると，林産事業

25％，販売事業15％，購買事業17％の伸びである。
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島 田錦蔵

塞璽の「1959年の朴敏の方向」なる課題は，林政担

当の局にある者にしてはじめて，舌準的な今後の展望を

なしうる性質のものである。局外にあるわたくしの到底

なしうるところでばない。そこでわたくしは1958年に

課題にのぽつた詠政問題について，それの舞菱階と今後

の発展方向に対する注文を開陳して，その受任を果した

い。すなわち，私有林については森林組合振興対策，公

有林については分収造林法の運営，国有林についてば民

有林に対する協力施策の3者を問題として採りあげるゆ

えんである。

エ森林組合の振興

森糊組合誰職の普及状況では，わが国はスウェーデ

ン，フィンランドとともに，世界の3大森林組合王国に

算えられている。もつとも，わが国とスウェーデンと

は，政府の林業技術普及行政粗織の存在を前提としての

森柵且合であり，フインフンドは,林業技術普及ももっ
ぱら森林組合の活動に負荷されている相違がある。

ところで，わが国の組合数は，昭和26年の改正森林

法によって自由加入制の協同組合に改組されて以来も，

順調に増加の道をあゆゑ，29年末には5,289組合と最

高に達した。その後は「町村合併促進法」による町村合

併を契機として，都道府県の指導による組合の合併がす

すめられ，33年3月末に4,636組合となった。地区内

の民有林面積の8割，森林所有者数の6割が加入してい

る。しかし，32年の森林組合振興対策要綱で卒直に自
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島田：本年の林政の方向

初年以来の最も永い歴史をもつ仕事の種類である。

(7)施業受託事業は，組合員が森林の施業を粗合に委託

することによって行われる経営行為である。委託の仕

方によって，包括的施業受託と事項別の個別作業受託

と力§ある。現在行われているのは主として後者であっ

て,植栽,保育,間伐,主伐がその都度の契約によって委

託により行われている。なお面積調査や凋積調査など

の調査事業読よび造林補助金の申請の代行なども施業

受託の事業に含まれているが，これらは施業受託とい

うよりもむしろ指導事業の性格に近いものであろう。

2．振興対策の計画目標

前述のような現状を出発点にし，それの停淵状態から

の脱却を期するのが振興対策である。県段階で作成され

た計画目標によると，組合の合併促進により3カ年後に

3,068組合に統合し，払込出資額を1組合平均100万円

に引上げることが想定されている。経済事業の振興目標

では，種苗生産事業と林産事業およびパルプ材の共販が

重点的に取上げられ，それぞれが現在規模の2～3倍に

拡大される。振興計画の実施初年度たる33年度も終ろ

うとしているのに，まだデスクプランの域にとどまり，

進行は遅々としている。甲府で開かれたすぐる第2回森

組大会での発言でも，国有林間伐材の払下のごとき要望

が強く出されている現状では，組合理念いずれにありや

が疑われる。他力本願でなく自主的振興の糖神の徹底こ

そが錘務である。

なお，日本の森林組合の特質として，指導事業と経済

事業の調整の在り方を究めることが今後に課せられた課

題である。スウェーデンの森林組合は，政府による技術

指導普及業務が良く普及しているために，経済事業だけ

に専念し，指導事業は行政庁に委せている。フィンラン

ドでは，政府による技術普及業務が発達していないため

に，森称組合が指導事業を担当しなければならないが，

そのたあには指導組合と経済組合とを別建とし，前者は

町村区域を単位に設立し，賦課金によって運営されてし、

るのに対し，後者は全国1円を単位とする共販組織をと

っている。日本では政府による技術普及組織を有つ点で

スウェーデンに似ているが，それを補う意味での指導事

業が経済事業のぼかに森林組合に課せられている。そこ

に協同組合としての活動の不徹底を生ずる一因がある。
協同組合としてばやはり経済事業に重点がおかれねばな

らないであろう。行政庁の指導普及がゆきわたっていな

いにしても，それはそれとしての充実を別途に要請すべ

きであり，純技術面での指導はこれに委ねて，より経済

的な指導,例えば，造林を欲しながらも土地を得られな
いためにこれを実行できないでいるものに土地を斜旗す

るとか，また経営の改善を諦望しながらも資本欠乏のた

だが，生産物および生産資材の地区流通量に対して，

組合の取扱数量は決して高いものではなく，山行苗ほ全

需要量の50％程度，生産木炭の坂扱堂ば10％以下，

用材はさらに低位である。これを農業協同組合力叛売事

業において全量の90％程度（木炭については30%),

購買事業において全量の60%程度を取扱っているのに

賭すると格段の遜色がある。もっとも農協の販売事業は

統制品である米麦の集荷によって，この高率が維持され

ているものであることを無視してはいけない。事業部門

別の概況を承ると次のようである。

(1)種苗生産事業は，地区内の種苗の自給自足体制を確

立する見地から，組合の直営生産，連合会からの受託

生産，または組合員その他の者への委託生産によって

実施している。組合のなかの約1/4が実施しており，

山行苗の取扱数選は全国生産量の約10%に相当する。

(2)林業事業は，組合員その他から立木の頁坂または委

託により，素材，薪炭等の林産物を生産する事業であ

る。素材生産聯業が最も普遍的であり，その販売全量

は約100万石である。しかしこれは純粋の組合事業と

いうよりも，組合経費稼ぎのために国有林などの立木

充払をうけて伐採事業を実行しているものの多いのは

好ましい現象ではない。

(3)販売事業は，組合員の生産した林産物を受託または

買坂によって販売する事業である。森林所有者が自伐

しないで立木売りしている日本の現状では，前記の林

産事業と重膜する性質のものである。31年度の取扱

総額ば35億円，そのうち受託によるもの54％，買暇

によるもの46％である。系統的に連合会へ出荷され

るものは，これらのうち11％である。買坂がまだ半

分を占めているのは，組合員が即金受領を希望するの

象ならず，堂だ訓練されていないために仕卸値段に不

安を持っているからである。

(4)購買事業は，苗木，固形肥料その他林業経営に必要

な資材を受託または買坂により組合員に供給する事業

である。特に苗木購買についてば，大多数の組合が実

行しており，総組合数の70％がやっている。

(5)加工製造事業は，その主体は製材事業にあり，木材

の受託加工および責坂加工を内容としている。これの

の実行組合数は漸減して395組合となり，その製材石

数も.平均2千石にすぎない。一般の製材業者が過剰設

備に苦悩している時代に，組合直営の製材が不安定に

さらされていることを物語っている。

(6)利用事業は，地区内の林道工事及び林業用援械や倉

庫などの共同施設を組合員に利用させる事業である。

上記の諸施設のうち，大部分の仕事ば林道工事の施工

であって，森林組合にとっては大正年代の末から昭和
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1 959の林業の方向

めにこれを実施に移せないものに盗金面の世話をすると

いうような面での指導をすべきであろう。森林組合の振

興は，単なる量的な拡大だけでなく，根本的な質の面で

の検討が残されている。

立分収造林と公有林

日本で森林生産力の増強が要望されること久しい。木

材需要が燃料材から用材へ，用材のなかでも構造材から

原料材への構造変化が革命的にすすんでいるときに，森

林状態は依然として針葉樹林よりも広葉樹林，人工林よ

りも天然林力按配的である。これでは前述の木材需要の
構造変化に適応する生産体制をとることはできまい。政

府朧昭和70年までに人工林を国有林300万町歩，民有

林800万町歩，あわせて1,100万町歩とし，日本の森林

の半分を人工林に転換することを一応の計画目標として

いると聞く。これは言葉を換えていえば，現在の人工造

林面蹟の倍加運動といえる。分収造林の推進もこの造林

倍加運動の一環なのである。そして，この分収造林は特

に公有林に重点をおいている。

公有林250万町歩のなかで,現在,人工林になってい

るものは50万町歩である。ところが，そのなかの35万

町歩は官行造林と県行造林の形をとる分収造林である。

それならば残りの15万町歩は自営造林であるかという

と，このなかにも町村と部落との分収造林や，農民個人

を相手とする分収造林が相当の面積を占めていると推定

されるのである．

われわれは分収造林というと，吉野の借地林業をよく

引合いにだすのであるが，これを地主個人と造林鐙本家

との土地貸借関係による造林と理解すると誤りなのであ

る。これは区有地の利用方法として，区と区内住民との

分収契約による造林に発祥し，のちに造林者の権利縦渡

によって村外の造林資本家の手爬落営ていったものなの

である。このよ司な形の分収造林は吉野のほかに三重県

下にも多く，概して近畿型のものといえよう。関東の東

京近傍にも同様の分収造林はかなり普及しているが，こ

こでは多くは村外者に対する分収契約や権利の譲渡を制

限して，一見，部落内の割山利用のような形態を呈して
いるものが多い。

公有林と一口にいっても，都道府県有は別として，こ

こで問題となる市町村有以下の序列では，市町村有，財

産区有，部落有，記名共有などの幾多の形態があり，そ

のどれまでを公有林と考えるかは，時と場合とによって

一様でないが，その歴史的沿革はいずれも旧時の村持地

にまでさかのぼることのできるものである。しかるかぎ

り,そこには入会権が存在し，これが今もなお存するか，

あるいはある機会に整理されたものである。入会権がい

つでも旧態のま童の入組承による原始的掠奪のままで残

存すると考えることは速断であって，営農経済や営農技

術の推移に伴って自発的に整理の方向に向ったもののあ

ることを見逃してはいけない。この整理の最初の形態が

割地個別利用（割山）であって，この割地が用材生産淀

充当されるにいたると，個別利用が固定化し，分収林業

に発展してくるのである。公有林の分収獄業はかかる来

歴をもつものである。したがって，端緒的造林者は村内

居住者に限定されていた．ものなのである。

このように見てくると，公有林の人工造林は種盈の形

態での分収林業が主体をなしていることがわかるが，こ

の場合に次の2つの動機に分類できることを指摘してお

く必要がある。1つは，土地を有するが造林資本を有し

ない場合の町村法人の財政事信からできる分収林業であ

って，官行造林や県行造林はこれに属する。他朧村民の

自家労力を利用し村民に育林収益を収得せしめるために

土地を提供する形の村内政策的な分収林業である。

32年制定の分収造林特別措置法の意図は前者にある

ようである。官行造林や県行造林によることのできない

公有林で，造林盗本を持たないものに造林者または造林

費用負担者をあっせんして，分収造林を推進してゆこう

というのである。もちろん法文上ほ公有林には限定して

いない。私有林もその対象になるのである。しかし実質

的には公有林が主対象である。政府は50万町歩を分収

造紘の予定目標としている。

分収造林は造林盗本を欠く所有者の土地生産力を活用

する施策ではあるが，土地所有権の収利の上に惰眠をむ

さぼる分収林地主の温床となってはならない。その意味

で特に土地所有者の分収率を優遇する必要はない。分収

歩合が魅力的でないならば，恐らくは町村は分収造林で

なくて直営造林に進む意欲をもつにいたるであろう。こ

れを助成するために，地方自治法を改正して収益事業の

ための起債緩和を計ることが,この面での喫緊事である。

土地所有者を特に優遇する必要がないといっても，政

府の発表している標準率の地主4分，造林者6分が造林

者に酷だというのもあたらない。分収造林には造林補助

金が交付されるので，造林者の実質投盗は節約され，分

収率は官行造林に比すれば3分7分，またほそれ以上に

相当するからである。

この法律は，パルプ資本の導入:を1つのねらいにする

といわれる。しかし斯業不況の現況では多きを翔待でき

ない。また森林組合および連合会を参加させる方針が出

されているが，いかがなものであろうか。森林組合の参

加としてならば韓産組合がむしろ問題としてとりあげら
れよう。高知県で現実化しつつあると聞く。

いずれにしても，造林政策としての分収造林の地位

は，その主体性を請うべきでばなくて，補助的のものと
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佐藤：林業技術への省察と展望

して認むくきを強調したい。

虹民有林業に対する国有林の協力

「分収造林特別措置法」Iごつけられた衆議院の附帯決

議の1つに，国有称の運営と民間林業との調整に関する

項目がある。国有獄の資金と組織を活用し，民有林の生

産力増強に対して積極的に寄与することを要求するもの

である。この附帯決議に対応するものとして，政府が発

表しているところの国有林に対する協力方針は，(1)林

道網の整備に関する事項，(2)造林事業の推進に関する

事項，(3)育種事業の整備強化に関する事項，例国有

林地元山村の振興に関する事項などの各項にわたるもの

であるが，さしあたり当面の措置として考えられたのは

次のようなものである。

(1)まず林道網については，国有林と民有林との関連す

る地域に，計画的に開発するものとし，その事業の実

施については，森林開発公団の組識を活用する。

(2)造林事業の推進については，従来からの官行造林事

業を中心として経済的にも技術的にも一般投資が困難

と思われる水源林や，低位生産林の造成に主眼をおく

ものとし，将来は国有林野事業＃謡I会計よりはずし

て，公共事業として推進する。

(8)育種事業の整備強化については，育種支場の増設，

既設育種場の整備を計るとともに，これが運営を統一

するため,全部を国有林特別会計の負担に一元化する。

性）国有林地元山村の振興については，共用林を薪炭共

用林野と“共用林の両者につき，その内容を再検討

して整備充実をはかり，なお海岸砂地造林を「海岸砂

地地帯農業振興臨時措置法」の精神に則り綴極的に押

し進める。

以上のような構想の下に国有林に対する協力方針が打

ち出されている。これらはいずれも国の直営行政によっ

て実施されるものだけに滑り出しは最も早いであろう。

しかし国有林の協力関係は決してこのような局部的か

つ技術的な措置に尽るものでほたい。もつと基本的に，

国有林という巨大な存在が1国の木材需給調節や価格安

定などに果す騨旨を通じて，民間林業はもとより，その

他一銭の生産者，消蕊者をも含めた広い国民経済全般の

利益の実現に対して，いかなる役割を果すべきかの反省

に出発すべきものである。国有林が国家独占企業の圧迫

としてでなくて，経済安定の指導的安全弁として認めら

れる運営を期したい。これは国有林自体に対しても犠牲

を強いるものにはならない筈である。

（筆者・東京大学教授）

林業技術への省察と展望
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林業生産の実態

林業にほ，樹木を使って無擬物から植物性有機物質を

合成せしめる第1次生産と，出来た有機物質を原料とし

て，これを加工し，あるいは成分の再編成を図る第2次

生産とがある。第1次生産をぼ，我々は育林，または林

業とよび，第2次生産をぱ理上学的利用，またわ林産業

と呼んでいる。ここでは前者，すなわち狭義の林業たる

育林に限定して話を進めよう。

もし，林業を育成林業に限って，樹木を使っての植物
性有機物質合成事業だと規定するならば，土壌中の水

分，水に溶けうる各種鉱物質養分，空気中の炭酸ガスは

さしずめ原料ということになり，太陽の熱及び光線は，

この合成作用を進めるに必要なエネルギーである。しか

しながら合成された有機物質は，その全部が樹体内に蓄

積されるのではなくて，生物たる樹木の生活をするため

の呼吸作用によって消費される。

林木の呼吸作用による物質消費量は，童だ一般には，

はっきりつかめていないようで，学者によってマチーマチ

である。たとえぼ,ペーカーほ,それを全同化物質の
10％としているし，ウエツクは25～60％，平均45％と

していて，かなりの開きが見られる。そうすると貯蔵物

質として樹体の構成にあづかる量は，同化物質の90％

ないし55％ということになるが，その…は立地に

より，桜腫によって非常に異っている。すなわち蕊鰐降

雨林の年,ha当りの乾物生酋鍾ば100～200t,ブラジ

ルのユーカリ林は35～38t,ドイツのポプラ識者地は

7～|8t,ドイツの施業林では･8～23t,北極の森林でば，

エルドマンによると7t(職種による差は少ないとい

う），ベツカーデイリンゲリンによると6.3tであるとい

い，芝本によると，日本のカラマツ林は8.1t,中等鈍

でスギ林9.1t,ヒノキ林6.8t,アカマツ林4.2t,

と詐算されている。けれどもこれらの量憾，林木全体に
ついてであって，我とが生産目標としている樹幹の量，

さらに利用材の愛は，どれ位になるであろうか。

まず，樹体内の鶚諭錘が幹，技，葉，根，果寒掌の各
部分に，どのような割合で配分されるかを承ると，次の
表の通りで，樹幹としては大体50～60％程度であるこ

とが分る。

樹幹の乾物量を，樹木の全体の同化物質総量に比較す

一
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1959の林業の方向

林木各部分の質量比 幟，今後特別の考慮が必要で，焼却や除去だけが能では

なかろう。

林業の宿命と対策

われわれ力清成対象としている林木は，しばしばそう

呼ばれるように，永年作物の部類に入り，桑，茶，果樹

と同列に見なされる。ことに，育種や肥培の面で共通点

が多い事は，専門家の一致して認めるところである。古

い林学では，なにびとも承知している通り，林業と農業

とのーつの境界を，施肥の有無においた。けれども，こ

の38度線は，今ではもう歴史的なものとなりつつある。

では，こんにち，林業を他の土地生産業から区別させ

るところの本質的な相違ほ，どこにあるであろうか。

わたしは，それを生産業を営む，あるいは，植物を育

成する「場」における環境制御の程度の差にあると考え

る。自然潔境をかりに気象条件と土地条件一生物条件は

この場合考えに入れずに一とに分けて考えると，園芸，

特にそさいや花き園芸は，気候条件と土地条件とを，人

工的に制御するところ菫で進んでいる。清浄栽培や,温

室，ピニールハウス，トンネル栽培などはそれで，トマ

ト，きゅうりは正月の食膳にゑずみずしい色どりをそえ

るし，菊，カーネーションば，真冬の部屋をも飾ってい

る。「6日のショウブ，10日の菊」は，昔物語となって

しまって，今の子供には理解し難い副蛎だろう。

次に農業では，まだ気象条件こそ制御し得ていない

が，土地条件は相当に制御されている。豊作も凶作も御

天気次第といってば，いい過ぎかも知れないが，かん天

を仰いでの艇民のあせりや,210日～20日の厄日に対す

る恐怖心は，今も昔も変りはないようである。

けれども，水田や畑が，地球の表面の粗雑さに比べ

て，いかに均一性の高められたメデイムかは，説明の要

ほあるまい。ところが，林業の場合はどうであろう。苗

畑は別として地球の表面に何等の改変をも，叉加工をも

加える事なく，「あら生地」の叢董のメデイムにおける

栽培である。いわんや，気象条件の制御など，まだ思い

もよらぬことである。いわば，林業は，気象条件と土地

条件のいづれをも制御していないのである。地球の表面

の凸凹のまま，急斜のまま，土壌，土性，すべてあるが

ままのメデイムにおける栽培事業なのである。

数字によってみると，昨年の10月15日現在の水，陸

稲の予想収極高を，農林省が発表したところによれば，

地方による収種高には大差がなく，気象上の災害が大き

な影響力を与えている。たとえば，その町当収量は，南

方の佐賀4.09t,福岡3.89tに対して，北方の青森

4.28t,北海道3.71tとなっており，表日本の愛知

3.36tに対し，裏日本の富山3.85tである。

1958年の作柄は，21号，22号など，台風による減

、樹種 ドイツスギスギスギカラマツ
樹林、
林木30f=|30年生40年生52年生

部分

幹406456616948

"1052025216

藍｜‘:}霊
1010641

12445

其他I222

計|]00100｣00'00'00'00

著者|BakerWeck千葉宗男溌,原田塘原田|芝本武夫

ると，ベカーiこよると36％，ウエツクによると，32％

に当るとじ,う°な鐙,森林から収穫しうる利用材の量は，

周知のごとく丸太歩止りと樹皮率とに関係があって，こ

れ･また立地，樹種，施業法，うつ閉度などの諸条件によ

って,大きく変化する。樹皮率は，千葉の測定によると，

樹幹の質量の3～5％，ウエツクの推定によると5％と

なっているが，丸太歩止りは，針葉樹では，幹材穣の70

～80％と見込まれる。熱帯降雨林の年,ha当りの乾物

生産量が100～200tの多きに及ぶ事ぼ前に述べたが，そ

の木材収穫量は，最も多い場合で7～14t,全生産量の

催か7％で，実際に朧，1～3t程度しか木材として収種

されていない。西ドイツの施業林においてさえ,ha当

り，年同化物質8～23tのうちで木材として収礎可能

な乾物量ば，最上の場合で2～8t,実際には僅か1.5

~7.0tの木材しか，森林から運び出されていない。

熱帯林でば，単位面稜，時間当りドイツ施業林の10

倍の同化物質が得られているのに，実際に施業林から木

材として収穫されあ鉦は，はるかに少燕い。

以上の結果を総合すると，われわれの有機物生産事業

においては，全生産物質遼の10～45%が生物たる林木

の生命維持のための呼吸に消費せられ，最も注意深い施

業を行った場合でば32～36％が生産目標たる樹幹の構

成に当てられるが，そのうち3～5％ば樹皮に，素材生

産のための戸スが3～9％となって，第1次生産の歩

止りは，せいぜい20～30%,熱帯林のごとき悪条件の

もとでは，僅かに1～1.5％に過ぎぬ事さえある。

われわれの育林事業の生産実態は，およそこのような

ものである。呼吸#てよる消裟量の決定は一つの課題であ

るｶﾐ，ともかくも，呼吸消饗量に比べて成るべく多遼の

同化物質が蓄積され，しかもそれが幹に配分され－根系

の分量力鍼ることば，日本の場合，台風の関係上不安が

あるが一造林歩止りのよい様な樹種や品種の選択，育林

法，林木並に林地撫育法，施業法などが考慮されなけれ

ばならないのであろう。特に多くのパーセントを占める

枝葉，末木など，有機物の料地への還元利篇について
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少，32．5万t,長箙澪の天候不順による減収7.2"t

という調査銭果が出ている。

しかるに，すでに述べたように，林業嫁これと蒋情が

異り，各地方の収穫表も，それを示している。欧州にお

いても，ドイツの大森林所盲者の平均成長量は,ha当

り,4.5m8挺上っているのに，北欧では'0.5m#にす

ぎない地方もあ為。(推測された成墨の鐵葛は,,バルサ

で字,ha当り成長量55m3の多きに及ぶものである）
このように，単位面積当り，単位時間の収穫材積は，

樹種にもよるが，立地，すなわち気候と土地とによっ

て，大巾に変動する。立地条件の差は,達しうべき林木

成長量の侭こ決定的影響力をもつ。森林を使っての生産

業は，現状では，農業におけるよりも，自然に制約され

た量をこえての．増産の可能性がばるかに少なし､。この

意味において，今のところ，林業の自然尊重は，終業に

おけるそれよりも，一層高度でなければならないといえ

るであろう、「局所性の法則」や「適地，適木｣，ばて

億「適地，適品種」主義が強調されるゆえんである。従

って林業においてば，「一般原則」なるものの定立が，

容易でなく，現場の実践に当る技術者の判断や裁最に依

頼ずべき余地が，大きく残されている。以上のような宿

命のもとで，林業家のとりあぐべき主要課題として，次

のごときものをあげる事が出来るであろう。

A、積極的対策

1．現場に忠実な，高度の技術者を数多く配置するこ

と。（中欧には3000～4000ha毎に1人の大学出の林業

技術者がいる）

2．造林，施業，並びに保護を目的とする労働の効率

増進と時間節約のためにも，路網の完備を図ること。

（林道は，木材搬出のためだけのものではない）

B.消極的対策

3．立地に適しない樹種品顧の選択による立地固有

の成長量の弓i下げを防止すること。

4．利用過程，並びに造林過程における林地織造の破

壊と，生産力の低下などを，極力阻止すること。

5．事業区の交通運搬に適合した施業や間伐によって

林業の経済性を高めること。

6．薬剤による病虫害防除と同時に，災害に対して，

抵抗性の強い森林の場所的，叉時間的構造を特に考慰す

ること。

林業における研究と実践

特に林業の承に限ったことではないが，研究は実践の

良い導き手であり，案内者でもある。研究が十二分につ

まれていないと，よい実践を期待することば不可能であ

る。何事によらず，実践の前には，あらかじめ先づ研究

が広範囲にわたって，かつ深刻に行われることが必要で

佐藤：林業技術への省察と展望

ある。従って研究には，先走りすぎるという心配もない

し，手広るすぎるという不安もない。研究が実践に先ん

じて広く，かつ深く行われていればいる程，実践への道

は広く，安全かつ確実なものとなるであろう。

さ･て現実には，果して，実践の聡明な案内者となり，

良き導き手となるような研究が,共有の財産として，ど

れほど稜まれているであろうか。林業の研究に朧，前後

庭厚い壁が立ちはだかっている。その一つは，いう裳で

もなく，生産の長期性であり，他の一つは条件均一化の

困難さである。ワツペスが，かつて述べたように，「人

間の寿命よりも長く続く林業の生産期間においては，厳

密な意味における実験は，非常にむづかしく，個人の経

験は科学的に把握された他人の経験によって，修正置換

されなければならない｡」という事情は，こんにちの社

会においてもなおしかりである。林業で，私達に知られ

ていることが，非常に少ないという原因は，この事業が

長期にわたるものであるということの他に，空間的に広

く，かつ全く不均質な環境におけるものであるというこ

とであろうbもちろん，ここで述べる環境とは，自然環

境と，社会環境の両者を包含せしめた広い意味での環境

なのであるっ

林業が一つの経済的企業である限り，経済の枠内に閉

じこめられる事は，論を待たないが，純粋の経済問題は

一時論外においても，自然法則の定位自体が，さきに述

べたように，すでに，きわめて困難である。

林業のなかでも，育苗に関する研究は，農作物の場合

と同程度に，自然科学的研究も可能であるが，育林の研

究は，方法論的に考えて，自然科学的方法にだけ頼れる

ものでばない。この場合，社会科学的方法を加味したも

のとすべきではなかろうか。それは，実践と実験とを結

びつけた，いわゆる〃トライ，アンドエラー〃の方法で

ある。元来，実験と実践と臓別物であり，実験は，実践

に先行すべきものではあるが，厳密な，そして実用的な

実験が，条件の均一化，ないし類似化を前提として，成

立つものであるとすれば，多方面に不均質な勤場相手の

育林では，統計的処理が効く程度の多数の実験地を合理

的に設けることは，場所と経費とに制限される場合が多

い。だとすれば，おのずから実践して得られた現場の材

料を，科学的な研究涯間に合わせるか，これからの実践

に，実験を加味させて，そこから自然法則的なものを導

き出す以外に，近道はなさそうである。それはあたかも

社会科学的研究において，ある国の人口を一定に，しての

実験や，また，国民の富の程度を一定にしての，厳密な

実験が不可能なのと同様であり，また，歴史家が一回生

起の現象から，一般的法則を掴承とろうとするのに似て
いる。

－7－
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育林業の研究には，「反復生起する現象を法則定立的

に研究する」自然科学的研究方法を適用する部面も，な

いではないが，「一回生起の現象を価値関係的に研究す

る」社会科学的研究法を妥当とする部面があり，後者で

は，実行しながら実験し，実験しながら実行するという

賦行法を，採らざるを得ない。

樹種,品種の導入や,現地適応試験等は，まさにこの
場合に該当しており，この意味での試行は，現に従来行

われているところで，その材料は，見本園，見本林，参

考林，試植林などにも見出され，こんにちわれわれが，

その恩恵をこうむっているところも少なくない。これは

将来共に必要なことであって，規模は大きくなくても広

純囲にわたって，行われるべきものだと思う。

外国の樹種の導入も，経費の許す枠内で，また，試行

に値するものを，広範囲に行った方が早く結論に到達す

ることが出来よう。

さらに，実験としてではなく，尭浅として謁見されて

いる各地の古い林業地の瑛崖もまた，貴重な研究対象と

なるのである。がしかしながら，実蔑としての青休蛮蝪

が，研究材料として利用される場合に暴露する最大の弱

点肱，その移入や輸入の趨塔，原産地等の不明なこと，

対照区が欠けていること，等である。若し事情が許し，

実験と実践との，以上のような筏譲な僕豚が，理解され

るならば,今後の試行には，原産地と，稜輸入の縄騨と
を明確にすることが要望せられ，また，実浅の分野にお

いても，対照区を識湿するよう切望する。これは，最近

と承に盛ん挺なってきた林地鯉苦の場合においても同様
である。

林業における科学と技術

カントは，「キヤムペルは，最良の靴がどの’ように出

来ているかを，きわめて精細に述べはしたが，ただの一
～

足も靴を作ることは出来なかった｡」と書v､ている｡作る

ということは，知っているということとは，別なことで

ここに科学と，技術との限界がぼっきりと浮んでくる。

技術は生産と翻妾な関係がある。科学技術と一口にいわ

れるが，実にこのように，月順の概念に属するものなの
である。だからといって，科学と技術とは全く無関係の

ものかといえば，それは職塞いである。

およそ技術は，それがいかなる技術であっても，「人

間の実浅（生産的夷浅）における客観的法則の意識的適

用である」からである。そして，ここでいう客観的法則

そのものは，科学によらなければ，明らかにすることの

出来ない事柄なのである。先づ客観的法則を知らなけれ

ば，これを意識的に適用しようにも，適用するすべが無

いからである。しかるに科学は，必ずしも個奄の場合を

問題にする訳ではない。そこで科学を行鋤に応用する場

合には，さらに，両者を媒介すべきものとして，「技術」

が必要となってくる。技術とは，一般法則を個々の現場

に適用する場合の，あるいは,個なの場合を一般法則に

従って処置する場合の，具体的方法である。林業技術一

般も，またそれを構成する個別技術も，このような性格

のものである。例を樹木の治病にとれば，技術者は,樹

病学が供給する法則的な，科学的な知識をもっている。

しかし，樹病学の知識を所有しているだけでは，治病技

術者とはいえない。技術者は，樹木のなかに病的な現象

を認め，診断し,.治療させるやり方を，案出しなければ

ならない。このとき，彼の前にあるものは，病気という

歌実と，樹病学の法則的な知識との二つだけである。知
識の方は純粋であるが,事実の方は混とん,捜雑である。

技術者は，この二つの間にあって，「適用」の創造的な

自助を発揮せねばならない。適用とは,｢どうするか」左

たは「いかにするか」の処置の選定である。このとき，

彼の判断力を占領するものは，‘日頃の経験と習熟とに助

けられた「能力」に他ならない。この判断力は，「人間

の心の深さのなかにある術だ」といえよう。この術こそ

は，具体化の力なのである。技術，それ自身は，知的能

力に支えられはするが，人間の知性や，理性の領域のな

かにではなく，判断力の領域のうちに，見出されるもの

なのである。育林技術の場合も，これと，本質的な差異
はない。

以上象てきたように，技術には，三つの性格を認壱す

ることが出来よう。その一つは，自然法則にかなうとい

うこと，第二には，労働が加えられること，第三には目

的が定められていることである。したがって，「技術と

は，一定の目的達成のために，自然法則にかなうように

労働手殺を体系づけることである｡」という説も成立つ‘
わけである。

技術の概念のなかには，経済との関係において，歴史

的観点から考えると，二つのものを区別することができ

る。第一は，技術を経済と切り離して，単なる可能性の．

機構のうちにこれを承ようとするものであり，第二は，

一定の経済の枠内における可肖誰の機構とみるものであ

る。前者は，技術の可能性を，自然科学的なものとみな

すのに対して，後者は技術の可能性を，科学の枠内と，

経済の枠内とにおいて，見出そ,うとするものであるく。

技術は，その初期の段階においては，第一の意味に解

せられる。いわば，自然科学的技術なのである。この場

合，経済は問う所に非ずで，単に，人間の物質的な自由

の理念に駆られている。戸ケシ､トの場合を例にとろう。

最初は，動物が一体宇宙圏を横畢って行く事が出来るだ

る'うか，という疑問である。海を鈴で統海す"るにしても

大空を飛行機で飛ぶにしても，行くということが，人の
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好寄心を満たすのに充分なのである。

かつて人は，航海によって海の自由を礎得し，飛行機

の発明で大空の自由を勝ち得た。やがて人は，すべての

人公が数千年来あこがれていた宇宙への自由を獲得する

であろうがこのことは,経済には直接は当てばまらない。

技術の理念というのは，歴史的な最も古ﾙ､目的，すな

わち「物質的な自由の理念」にほかならぬ。林業を例に

とって疑るなら，人は林木の成長量を現在の三倍にする

事が出来るであろうか。それは，林木成長量に対する人

間の自由の拡張である。この場合における技術的活動は

技術の担い手たる技術者に対して，最初は目的達成に役

立つ手段についての制限を与えず，続いてくる次の時代

の生産の場における技術活動では，手段と効果とが見合

うように，これをモデイフアイすることが必要である。

ここにおいて，技術は経済の枠内における可能性の機構

となるわけである。林業技術一殻を通じて，従来技術と

いえば，経済の枠内にしばられた技術だけに片寄ってい

て侭,人間の自由の撞得のための可能性の技術に対･する指

向を，軽ろんずる傾向があったのではなかろうか。反省

を要する課題だと思う。

先づ可能性の実現,次いでこれを経済的ならしむ段階

へ，こんな技術も林業にあって良いのではなかろうか。

夢をもち夢を実現すること，これは人間の詮に与えられ

た特権だといえよう。1959年こそ，林業技術者の年来

の数との夢が実現される年であらせたいものである。

（筆者・九州大学教授）

本年の林産におもう
－－－－廼合哉塞亘盟＝壷記五F毎句一B一Lい＝－ｰ吟－．－－＝‐！

小 倉武夫

「林業技術」の正月号のよゑものとして，1959年の

林産の方向について書いてもらうように計画したので，

ぜひ何んとかお願いします．．．･･･とたのまれた。元来，

頼まれると断わることのできない性のあるぼくとしては

引うけたようなことになってしまった。ところが，いざ

書こうかという気になって，考えてぷると，本誌の第

200号記念にすでに木材加工技術の今後の問題について

多少のべたことに気がついた。まさか同じようなことを

書くわけにもいかない。こうなると全く困却そのもの

で，今さら断わぁわけにもいかない。林産方面には何ん

とかしなければならないようなことが多いのにはまちが

いないので，今度は多少ちがった方面から日頃思ってい

ることをのべてぷたい。あるいは関係者の気にふれるよ

うなことになるかもしれないが，これは寝言であるとし

小倉：1959年の林産におもう

てごかんべんがねがいたい。

林産の方向

わが国のような詩源に乏しい国でば，木材ほど有用な

ものはない。消費したあとから永遠に補給することがで

き，しかも凋料として多少の乏点はあっても，これを償

ってあまりある長所のあるものは木材以外にないこと

は，もういう必要もないくらいである。しかし実際には

それほど認識されていないことも事実である。もし，わ

れわれの日常生活から木材がなかりせばどんなことにな

るかを考えて承るとき，今さら恩恵の偉大さにおどろく

ことであらう。しかし，われわれの今日の木材の用い方

を見なおして象るとき，決して完全に用いているとはい

えない。もっと大切に，まだ菫だ有効に利用しなくては

ならない。これからの林業は林木の生長を自然にまかせ

るのでなくて，それを目的にあうように人為的に生育さ

せ，作り上げていこうとしているので，手間も多くかか

り，それだけ材価も高くならう。木材の価格肱今でも高

いといわれているけれども，林業の立場からはどうして

も高くあってほしい。といって，その木材から作られた

木質材料が高くなり，木材以外の材斜におされて木材が

使われないようになっては，林業の目的にそわぬことに

なってし菫う。高い原木を利用しても，なるべく安くて

すぐれた木質材料を作り上げ，その用途を広めてどんど

ん木材を利用してもらうようにしなければならない。こ

のような方向に林産はすすまなければならないと確信す

る。このためにはどうしても生産技術の改良によって，

生産コストを下げ，その付加価値をたかめて他の追従を

許さぬようにしなければならない。こういってし蓑え

ば，いかにも簡単のようであるが，なかなか難事中の難

麓鶴雲，萱鰹急溌驚fずゞ
一方，わが国の木材工鑿東の舞伏はどうであろうか。

従来は主に径の大きい原木を原料として生産するような

形で蓋室してきた。ところが，これからの原木は従来の

ような大径ではなく，次第に小径となり，場所によって

ば小径木しか生産されないところもあろう。こんな小径

木をうけ入れる体勢になっていない工場が普通である。

しかも，大径木はなくなるということになると，どうし

ても，これからの木材エ業界のあり方について検討しな

くてはならない。一たいどうすればよいのか，その基本

的な考え方だけでも早く決めておかなくてはたらない。

せめて，1959年にはこの考え方だけでも見透しがもて

るようになりたいものである。

製材業の指導には

わが国の製櫛工場は31,700もある。その構成を募る

と20馬力以下のものが60％，50馬力以上は僅か8％に

－9－
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すぎず，そのいかに零細であるかを知ることができる。

しかも伐採される用材1億6,200万石のうち製材の工程

をへるものは実に1億1,900万石にもおよび，用材の,73

％にも当っている。従って，製材というものが木材工業

の全体としていかに重要な部門をしめ，木材行政の立場

からも，童た技術指導の立場からでも，この業界に関心

をもたないわけにはいかないことは当然のことである。

原木の生産されるところにほ必らず製材工場がある。

これは木材が丸太のままでなくて，一たん製材されてか

ら利用されることを思えばあたりまえのことである。し

かもこれらの材料はわれわれの日繕生活の奥ふかくし承

こんでいるために，その量もまた莫大なものである。少

し以前，原木の生産地では製材をする技術がどうであら

うと，柱や板の形さえしておれば製材品としてりつばに

通用もし，経営もできたのであるから，ことさら技術を

問題にする必要もなかった。ところが，次第に原木も少

なくなり，その形状も不良になるにつれて，少しでも歩

止りを向上させなければ経営不能になってきたため，技

術に関心がもたれ，着含とその成果が上ってきたので，

この業界としては大きな進歩ということができる。とい

うものの，これらの進歩的な業者はまだ全体のわずかに

すぎない。大部分の製材業者は，とくに国有林から原木

の供給をうけている地方でば，昔の温床が忘れられず，

い童だにダ眼をむさぼり，今日では木材利用の完全な後

進地となり，生活にさえあえいでいるのではなかろうか

？これは決して一地区にかぎられたことでなく，日本全

体の縮図である。これは林産行政的にも大間題である。

もちろんたんに行政的に解決できるものでもなく，けつ

きよくは業界自体でその解決策を見出すべきであるが，

行政指導として何らかの方針だけは確立しておかなけれ

ばなるまい。伸びかかった製材技術を波及させ，少くと

も広葉樹材にたいしては乾燥の重要性を一般消謎者の大

衆に普及してその製材との関連を考えるなど技術指導の

計画を樹立するとともに，当然予想されるであらうこの

業界にたぃする指導方針だけは確立しておき，その方向

に除々に向うようにしてほしいものである。

製炭指導に轄換を

製炭もまた紘産行政の一つの頭痛の種である。わが国

の木炭生産量は年間200万I､ンにも達し，世界生産量の

実に1/3にも及んでいる。まず世界を支配しているとい

ってもさしつかえない。しかもその95％は家庭用で，

昔から座敷用として皮つき，割れなど一種の美術品的な

要素が重要視されてきたが，ただ燃料として用いられる

かぎりでは，その品質向上もこれ以上期待するのは困難

であらう。ところが，同じ木炭でも冶金や化学工業など

の工業に用いられるものは，わが国では霞だ5％迄すぎ

ないが，これは家庭燃料にほむかない粗悪なものや，粉

炭の方がかえって都合がよく，しかもこの方面は工業用

炭としての要求度によってさらに品質の向上が問題とな

るのであって，まだ改良の余地があり，むしろこれから

の研究にまたなければなるまい。

一方わが国での製炭業は農山村の重要な現金収入の源

である。比較的簡単に生産され，農山村民の大部分はこ

れに従歌しているものの，決して有利な現金収入の方法

ではなく，しかも都会から次第に燃料としての木炭は駆

遂されようとする運命にあることを思えば，これら製炭

業者のすすふ方を考えなければなるまい。工業用炭への

大きな方向変換を試象るために，従来の方法では適当で

ないとすれば，これに対処する態勢にきりかえなければ

なるまい。要ば農山村民の副業として．将来ともなんと

か望承ある方向への指導をするべく決心をする時期では

なからうか。

規格は使用者のために

木材という材料を手に入れたいと思って，その商品な

るものを見て桑るがよい。一等材といっても全く千差万

別。すべて○○製材所とか△△商社のいう一等とか二等

とかの等級がつけてあるにすぎない。農林規格というり

つぱなものがありながら，全然守られていない。一体こ

れでよいのだらうかとしんみりと考えたくなる。何んと

かと思ってぶても現実にはやはりどうにもならない問題

であろう。しかし．木材という品物を求める立場で考え

て承ると，このままでよいとは思えない。これが食料品

とか，他の品物であればおそらく問題とならう。木材で

あるだけにこれですんでいるのだろう。

計量法がメートル法に改正される機会に，丸太，用材

合板，木炭などほとんどの規格にたいして，現行法は複

雑きわまりないだけに，このさいもつと簡詞こしょうと

努力されているのは，まことに結鱗なことである。この

ような会議に出席して審議にあたっているが，どうも気

にかかることがある。それは規格がその業界のために作

られるものか，その商品を利用する者のためなのかに疑

問をもつことである。もちろん，両者のためであらう

が，あまりにもメーカーの顔色をうかがい，その意見に

圧倒されてはいないだろうか。正しいことを主張して

も，そのメーカーの多数の意見でそのとおりに決められ

てしまうことが多い。これでは良心的な検討をする気力

さえも失ってしまうおそれがある。やはり使用者の立場

を考えて規格がつくられ，その商品の価値が使用者に認

識されると，それだけメーカーの方へ商売繁昌となって

はねかえってくるのであるから，メーカーもこの恵をよ

く考え，所管官庁も国としての立場からたんにメーガー

の意見にかたよらないように考えてほしいものである。

一

一
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とにかく規格というものば大切なもので，これを制定

する以上，守られるものでなければならない。メーカー

もそれにしたがうことが必要であり，蓑た利用する者に

もこれならば役に立つといって重宝がられるものでなけ

ればなるまい。これから決められるもののうち，とくに

用材規格などは，いろいろな問題がふくまれているだけ

に，利用者の立場を十分に考え，進歩的なものにしたい

ものである。たとえば柱などは商品としてはその外観だ

けでなく，その強さが問題である。現行の規格ではたん

に外観だけでその商品の価値が区別されているが，進歩

的な利用者はそれよりも，これは一たいどの程度の強さ

を信頼される材料であるかが知りたいわけである。この

判断のつかないような規格は正に無用の長物にひとしい

といっているようである。これを決めるには残念ながら

まだ資料が不十分でとうていこの要望にこたえることは

出来ないが，これがないかぎり真の利用巻こほ役に立た

ない規絡になるおそれがあるので，われわれとしては重

大な決心のもとにその整備に努力しなければならない。

それと同時に業界でも規格というものの考えかたを反省

してもらいたいと念願している。

内需用合板の検査

この10年間の合板業界の発震ばめざましく，主な工

場は旧来の設備を一新，拡張して輸出を目標にして努力

がつづけられ，すでにラワン合板だけで年間100億円の

外貨を獲得し，幾紘水産業のうちでは第2～3位の輸出

品目になっている。アメリカではこの日本合仮の進出に

おそれをいだき，国会の問題にまでなり，とうとう輸入

量に枠をもうけるようになった。それでも，なんとかこ

の枠外の合板と称して，全く涙ぐましいというか，死物

狂いというか，ありとあらゆる知恵をしぼって輸出に努

めている。生活のためには輸出をねらうことはたしかに

大切であり，また最も良い方法であろう。しかし，ぼく

は，われわれ同胞の日本人が，はたして日本の合板を信

用しているだろうかと疑っている。今でも合板といえば

安物の代名詞のようなものである。実際自分達が街から

手に入れる合板でよいものがあるだろうか。ばくも3年
前に小さな家をたてたが，ラワン合板がずい分使ってあ

り，ブクレ上ったものがずいぶん目につく。多少金をか

けても，もつとよい合板を手に入れたいと思ってもその

方法がない。こんなことで，日本の合板技術はすばらし

くなったといっても，稗は全く信用しない。輸出ばか

りにたよることはもうあまり期待できなかろう。東南ア

ジアの後進国でも合板製造をはじめてきたのであるか

ら。こうなってば，よい合板を作り，大衆に信用しても

らい，大衆の支持をうけるのでなければ，今後の発達は

望めないのである。それには，もつともつと安心のでき

る商品を出すことが必要である。ようやくこの擬運が熟

してきて，内需用の合板にも検査をうけるようになった

ことは，よろこばしいことである。しかし，業界のうち

ぼんとうにその必要性を感じて，この方針に心から協力

小倉；1959年の林産におもう

的な工場がどれ位だろうか？検査をうければ検査料を

支払わなければならない。高い検査料を支払ってまで検

査をうけて何になるだろうといったのが大部の業界の意

見であろう。あまりにも自分達の力を信じすぎていない

だろうか？ここに行政的にとるべき問題がある。やほり

検査をうけてそれに合格したものは，はっきりと標示し

て，これを大衆，利用者に知らせるとともに，それだけ

の価値を承とめて高く評価させる必要がある。少なくと

も大口需用者腫はこれを理解してもらい検査をうけた方

が有利になる方途を識ずる必要がある。業界では有利で

さえあればすぐ実行するであろう。このためにはやはり

規格でいう合板の規準をある程度のものにしておかなけ

ればならない。ところが，現実にはこれが行われなくて

現在作られている程度の合板を規準として規格がきめら

れがちである。これでは困ったものといわなければなら

ない。JAS(日本艇林規格）のマークのものは，信頼

できるものでなければならない。メーカーで作られる合

板がすべてJASに合格しなければならないことはな

い。JASに合格する商品にだけそのマークをつければ

よい。業界の技術はこれに合格する商品を作るように精

進することが必要である。この点の考え方をばつきりさ

せて業界を行政指導しなければならない。

一方合板の用途をゑるに，わが国ではまだ限られた見

えがかりの所だけであるが，実はもつともっと広い用途

があるはずである。合板ほ立派な材料で，これ自体ば強

さをもっている。この強さを応用した使い道がまだ開け

ていない。これは，その裏付けとする強度性質の研究が

かけているためであって，ここに重点をおいて研究を進

めていけば，この方面への用途開拓には洋をたるものが

あると信んずる･したがって，現状の合板をただ宣伝す

るより，むしろ良い製品を作り上げることに企業界がつ

とめて，新しい用途拡大を目ざして進みたいものである

そろそろ予定の頁数になってしまった。このように林

産には多くの問題があり，しかも深刻である。しかし，

木材が有用なわが国の盗源であるだけに，これを利用す

る林産業界は発展させなければならない。現実;こはあ蓑

りにも問題が多いだけに，これらを十分検討し，いはぱ

〃林産白書〃でも作成してその問題点を摘出し，しかる

のちに将来の姿の織想をもち，これに現実をどうして近

付けていくかを決めなければならない。でないと，次か

ら次に木材を利用する大工場が新設，拡張されていく現

状では，一体将来どうしようというのだろうかと心配で

ある。1959年腱はこのへんの見透しがもてるようにな

ることを心から願って，ペンをおく。

（筆者・林業試験場木材部長）
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おいて，アメリカ林業と日本林業の相違をはっきりと知

り，余りにも事情の異ることから技術的に．どの程度学び

得ることがあったか疑問であるが，アメリカという国に

おいて，あの広大な土地柄とあの膨大な森林とあの豊富

な黄力とあの合理的な国民性から生れ出てくるアメリカ

林業は，あのような姿，すなわち大型で，応揚で，徹底

した能率本位でかつ合理的で，そして万事機械化された

作業という形になって表現されてくるということが幾分

理解されるように思うのである。従ってあの紘業から直

ちに我国に取り入れられることが果してあるかはよくよ

く検討を要することと思うが，我国の林業の立場から見

て，多少共その考え方に参考になり，童た再検討しても

よいのではないかと考えられる事項もあると思うので，

その一端についていささか私個人の所感を述べることに

する。従って視察記といっても資料整理もついていない

ので，ほんの所感の一端を誌上をかりて申し述べるにす

ぎないことを断っておきたい。

2．林業普及

日本の林業普及は戦後占領軍の軍政下において，アメ

リカから指導され創設された制度であるので，家元のア

メリカにおいてはどのような発達をしているか興味をも

ったことの一つである。普及活動の実情については，ニ

ューヨーク州ウエパリーという小さい町に駐在している

地区普及員から，民有林経営の実態を見学しながら種盈

説明をうけたのである。この普及員はすでにこの町に長

年駐在し，自分の管内についての実情には全く明るく，

個々の森林所有者の指導に当っては全く自信満だの指導

をしておると共に，特渡我々の注意をひいた事は，間伐

指導に当ってもその間伐材の販売まで斡旋するという親

切さをもっていることであった。そしてまたこの林業収

入を盗料として，さらに他にごれを指導してゆくという

ように自分の実行した事業を資料に十分生かしているこ

とであった。このことはウィスコンシン州普及事務所を

訪れて，ウィスコンシン大学の普及員兼大学教授からも

同様のことを知ったのである。すなわち普及事業の実施

中に得た具体的資料をもって次の普及材料として講義し

ている。従って受識する森林所有者は自分の身近の問題

（特に自分の森林経営の有利性）として認識する。かく

して技術援嚇を求める森林所有者を増加してゆく。しか

もこの技術援助の申請者の増加については決して焦って

いない。ウィスコンシン大学にてこの援助申請者の数は

森林所有者数の何％位あるか，との質問に対して，その

回答は1％にもなったといっていたが，我国で果してこ

んな程度でこの事業が認められるだらうかと一寸アメリ

カの応揚な考え方にたまげたのであった。しかし獄業普
及ばあせるものではないという暗示をうけたのである。

次に地区普及員の教育については，我国では専問技術

員制度によっているが，アメリカにおいては州の大学に

一
』

戸

アメリカ合衆国の

林業視察記
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1．はしがき

私は農林水産業生産性向上会議が派適したアメリカ林

業経営視察団の一員に加えられ，1958年（昭和33年）

4月22日羽田空港を出発し，滞米2カ月余の視察旅行を

したのである。その間ワシントンを出発点として，ニュ

ーヨーク州一コネティカット州一マサチュセッツ州一メ

イン州一ワシン1,ンバージニヤ州一ノースカロライナ州

一テネシー州一ジョージヤ州一ワシントンと東部諸州を

旅行し，次いでウィスョンシン州（マヂソン）番経て，

ワシントン州一オレゴン州一カリフォルニヤ州と西部諸

州を見学して，6月25日サンフランシスコにてチーム

は解散したのである。私はさらにロスアンゼルスを経て

再び北上して，アラスカの森林をアラスカパルプ会社の

案内をうけて見学させて貰い，ハワイを経て7月10日

羽田空港に着いたのである。チームの一行ほ，石谷貞彦

氏（鳥取県)，福田七右衛門氏（栃木県)，岸英一氏（山

形県)，鈎桑次郎氏（徳島県)，三好三千信氏（当時三重

県林務課長)，横瀬誠之氏（鳥取県称溺課長）と私で，

民間森林経営者4名と地方林務行政担当者3名の計7名

であった。

アメリカではI.c・A(国際協力本部）からダットン

氏（元アメリカ山林局牧野部長）力環内兼指導者として

終始我含の面倒を見てくれたので，短時日の間に有効に

能率的な視察をなし得た事は幸せであった。この視察に

《
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普及員兼大学教授（この人は国の森林官をも兼ねてい

る）がその教育を担当している。すなわち普及の専問講

座を担当している大学の先生である。この普及の先生が

大学にいて各専門教授の研究を整理して普及方法,普及

材料を地区普及員に教育しているようである。従って個

々の専門部門について深く知るためにば，この個尭の専

門教授の教えをうければまいことになっている。ニュー

ヨーク州イザカにあるコーネル大学の普及員兼大学の先

生は自分の研究を兼ねて，展示林（デモンスドレション

・フオレスト）を設けてその調査撫料を整理し，その森

林所有者を教育すると共に地区普及員及び一般の教育に

供している。またこの先生方から林業に関する種煮の普

及パンフレットが編慕されて，地区普及員を通じて一般

に出てゆくようである。

このようにアメリカの林業普及は個別指導については

親切に森林所有者の面倒を見，集団指導についても粥に

身近の実際の盗料に基いてわかり易く，特にその経済性

を説弱してひきつけているようで，しかも全然焦らない

でP･Rしている姿は一考に価すると思う。蓑た専門技

術員制度についても，普及という学問が大学で研究され

て，それが実際に結びついていることは，研究機関と行

政機関との密接な関連も考えられて参考にしてよいので

はないかと思う。

普及員制度についても木材加工部門は別のようで，木

材加工普及員は州に駐在して個盈の木材工場について技

術指導をしている。しかしてこれら木材加工普及員は国

立のマヂソン林産研究所（ウィスコンシン州）出身者が

多く，或年数経過すればマヂソンの他の研究者と交流し

ているという。従って技術能力は相当高く，工場の指導

力も大きく，その指導は権威をもっている。この面にお

いても研究機関と行政磯関が密接な関連において実施さ

れている。‘

なお最近はアメリカにおいても植林運動はなかなか盛

んになって来て居り,4Hクラブや鎮一イスカウトによ

る植林，学挾植林等も我国同様大いに進められている。

このほか森林愛護に関して，婦人会にそのP･Rの主眼

をおいているのも面白く，愛林思想の普及は，矢張り婦

人，青少年という純粋な層をねらっているのは我国とも

共通しているようである。

3．造林

アメリカにおいても最近造林事業に対して相当力を注

いでおり，造林事業に対して日本同様国庫及び州の補助

を実施している。そして東部における造林樹種はマツ類

を主とし，西部においてはダグラスプアーを主体として

し､る。東部におけるマツ類の造林は天然更新を行ってい

るところもあるし,1ha3,000本の植栽をしていると

平野：アメリカ合衆国の獄業視察記

ころもある。これに対し西部におけるダグラスファーの

権幾は1ha2,000本の銅直で，その間にヘム戸ツクの

天繧新を期待している。このことは，西部はダグラス

フアーヘム向ツクの林(二百数十年生)が主体であって，

皆伐後にはこの両樹種の天然更新が容易であるが，初め

はほとんどヘムiコックの更新となり，ダグラスフアーは

相当年数遅れて成立してくるので，横臆罰拘に需劉更の高

いダグラスフアーの成立を早める惹珠においてダグラス

フアーを植栽して，その間にヘムロックの天然生獺針の

成立を期待して，両者を同時に育成することにおいてダ

グラスフアーの伐期（160年）を早めることを図ってい

る。この造林方法は最近とり入れられた方法であるとい

う。従って西部においても最近渓グラスフアーの苗木養

成の苗畑が賑證せられて来ている。

忍がアメリカの造休でうらやましく思ったのは植謂罐

の手入を行う必要のないことであった。原因はつまびら

かにすることは出来なかったが，東部で見た造糾地は何

れも~F草が非常に少かつた。しかし天然更新地や植鐸世

には矢張り多少の広謁封や潅木が入ってくる。従ってこ

れら広葉樹や潅木を除去するため,2.4.5T,と称す

る薬剤撒布によってこれらを駆除する試駄をしていた。
A

この試験結果によると，針菜樹の生育には影響すること

なく広葉樹や潅木が枯死している。この試験は大体成功

しているようで鞠吹実用に供され始めている。このよう

に薬剤撒布を広面積に利用することもアメリカ式林業と

いえるであろうと思う。

私は今度の視察でアメリカ式林業に期待していた一つ

の事業は，造林事業に対する機械化で，これがどのよう

に実用化されでいるかということであった。ブルドーザ

ーによる地赫，ヘリコプター（あるいは飛行擬）による

擢潅，自働植付機,苗畑におけるトラクターの利用，自

鱗番種鰐等なであったが，特に西部のワシントン州タム

ウオーター苗畑で見た自働床替機なるものには恐れ入っ

た。成程何事も鯛戒に頼ることを考案するものだとつく

づく感心し珍らしく揮蒐した。

これら機械の能率の一例を紹介すると，ワシン1､ン州

オリンピヤ国有林に近いシンプソン木材会社の社有林で

プルドー･ﾘ皇一による地薄の能率についてきいたが，ここ

では1日10～12エーカーの地持をしているし，童たヘリ

コプターによる揮潅は約2日で1,500エーカーに擬癒し

たといっている。そしてこのブルドーザーによる地鏥を

してヘリコプターで濟重した播種造林の事業喪は，1エ

ーカー当り騨池費13ドル，種子代3/4ポンドで6ドル，

ヘリコプター代1.10ドルで合計20.10ドルであったとい

っている。童たブルドーザーによる整地をすると播種後

の稚苗の生長はブルドーザーによらない識回と比鮫して

－13－
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屑や泥炭や象づごけ等必ず水分保持の処置を施し，さら

に防水の包装紙により念入りの包装をしている。これば

商品特に生産物としての苗木の商品価値保存に対する処

歴としては当然の事とはいえ，兎角粗末な取扱いに陥り

易い我国の苗木輸送について大いに啓蒙されたのである

このように苗畑事業は歴史は新しいがその施設及び実

施方法はなかなか近代的であり，さらに各苗畑の経営主

任は，自己の技術に対しては絶対の自信を持って各自独

特の方法を案出して実施していることには麓嘆したので

ある。

4．ツリーフアーム<TreeFarm)

最近のアメリカにおける造林はツリーフアームの増加

によって成功しているという。パルプ会社や大木櫛工業

会社は盛んにツリーフアームに力を入れている。ツリー

ブアームとは森林火災，病害虫駆除等造林地の保育，保

護管理がよく実施されているところに対する名誉呼称で

ある。従って森林所有者が自分の所有する森林,特に造

林地がツリーフアームの称号をもらうことを名誉として

いる。従ってパルプ会社や大木村工業会社は自己の所有

林に対してはツリーフアームであることを誇りとすると

共に，その増加に努めることは当然で，自己の所有する

山林から生産される木材が自己の事業経営の重要資材と

なることであるからであろう。しかし一般森林所有者が

ツリーフアームの名誉の承でこの条件に添うだけの保護

管理をすることに関心をもつであろうか，いささか疑問

をもったのである。しかしメイン州ポートランドにある

ワーレン製紙会社のツリーフアームに対する考え方を聞

くと，会社の所有獄に対しては当然ツリーファームに指

定される経営をすると同時に，この会社の木林集荷地域

内にある一般森林所有者に対して，ツリーファームの指

定をうける契約をする場合には苗木の無償交付をすると

共に，その後その造林地に対する保育一切の技術指導を

している。このツリーフアーム係の技術職員が，木材貢

付等の仕事をしている職員と同数程度勤務しているとい

うことであったが，このようにツリーファームによる優

良造林地が増加することにより，どのツリーファームか

ら生産される木材が，たとえこの会社に販売することが

強制されていないとしても，この会社の資材として集荷

され易くなっていることは人情の常であろうと考えられ

る。従ってこのツリーフアームシステムは，この会社に

とって一つの木材資源確保対策と考えてよいのではない

かと推察される。

またニューヨーク市にあるアメリカンバルプウッドア

ソシエーシヨンにおいて，その協会の活動状況について

話をきいたのであるが‘その話の中に将来パルプ材の資

源確保について一つの危倶の念をもっていたのである。

1年間に2～3吋生長がよいといっている。

自働植付機についてはメイン州ボーI,ランドにあるワ

ーレン製紙会社の模範事業場を見学した際初めて見たの

であるが，ここでは65艤力のトラクターで引張って，

1日5,000本の植栽が出来るといっている。この機械は

自働とはいっても植付間隔，植付状態等を勝得する人を

1名つけた方がよいといっている。また基岩が出ていた

り，転石が多かったり，余り傾斜が急である場合は利用

価値が低いようである。アメリカでは各州共この鐵戒の

利用を誉及しており，大会社に対しては出来るだけ個人

有をすすあ，小森林所有者に対しては州が擬付けている

ところもあるようである。

なお苗畑のトラクター荊購，自侭嘘罰重機等の利用は珍

らしいことではないが,前述の目億味替機は珍らしいも

ので，．この溺戒は1､ラクターで引張り，機械上には女の

人夫3名力譲って，1日（7.5時間）45,000～60,000本

の繕(植付）をするといっている。しかしこれはまだ

全面的に実施しているものでなく，舞庄は人と械械と両

方で鞠乍しているとのことである。このように造林事業

に対する機械化は可成り進んでおり，アメリカのごとく

人の労勧力は高く，地形の変化も少く，急余鈍の少い，

しかも大面積の暫喋を必要とするところには当然発達す

べきものであると考えられ大いに参考になった事の一つ

であった。

苗畑事業については，最近の造林事業の普及と併行し

て頓に蓋蔓した事業で，その歴史は一部を除いてば新し

いものが多く，しかも一部大会社がある程度共同経営し

ているものを除いてはほとんど州営の直営斗壌で，民間

に対する苗木供給は州が一切の責任をもって行っている

実伏である。この苗木養成事業の一つの特徴は，まづそ

の施設が完備していることで，アメリカの気象条件を充

分に考慮に入れて，きづ水源を確保して，その水源によ

り潅水茄歳を必ず完備していること，種子の貯蔵庫があ

ること，及び苗木の優秀な処遇錫を持っていることであ

る。またまづ見学して驚くのは圃上の除草がまことによ

く出来ていることであり，灘田事業の最も難関な‘仕事で

ある除草事業は徹底した除草剤の使用によっている。こ

の除草剤ほ各苗畑によって夫々缶意の商品を使用してい

るようである。灘隅喋で意外に思ったのは月謹問題で

ある。漉達の見た灘m(7カ所）では，ワシントン州タ

ムウオーター苗畑の承が糖の必要を説いていたが，他

の苗畑は何れも床替の不用を説き実行していなかったの

である。従って一般に播種して出来た幼苗をそのまま間

引いて適正本数にして育てて山出しとするのが普遁のよ

うである。

次に苗木輸送についてはなかなか慎重で，根部には鋸

《
』
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これは現在の政府の林業政策は，木材の統制的考え方を

もっていないが，アメリカの木械資源は必ずしも楽観を
許さないので，将来その時の為政裳該ﾛ何によっては，い

つ木材の使用制限が実施されるとは限らないので，この

ことについては常に今から考えて処澄しておかねばなら

ないといっている。このことからして，まづ自己の社有

紘の増加を図ることはもちろん自己の集荷圏の確保を考
えおくことが当然必要となってくることも想像される。

従って現在のアメリカにおけるパルプ会社や大木材会社

は，ツリーフアームシステムによって自己の将来に対す

る木材資源の確保を図っておくことが必要となってくる

ので，これがツリーフアームの増加を象ている一つの原

因ではないかと愚考して承たのである。しかしいずれの

理由にしる優良造林地の増加を図っていく方法としてば

金持らしい徹底したシステムと思われる。

5．木材加工

アメリカの木材工業については，すでに先輩の人達か

らアメリカ式木材工業をきかされていたので，さぞやそ

の規模も大きなものが多いと想像していたのである。し

かし我々の旅行が田舎廻りが多かったせいか，小規模の

山元工場のような製材工場を割合多く見る機会を得た。

大規模なものは，ワシントン州戸ングピユーにある有名

なウェヤーハウザ一木材会社の木材加工の綜合工場をゑ

たのであるが，この工場はマヂソン林産研究所のテスト

プラントともきいていたのであるが，木材の高度利用の

徹底した工場である。すでに多くの人に紹介されている

通り，工場へ入った木材は完全に適材処理されている。

すなわち製ﾎｵｴ場，集成材工場，合板工場，パルプ工場

を有し，それぞれ原木がその用途の適材処理をされ集成

材向は集成材工場へ，合板向は合板工場へ，そして他は

製材工場へ送られ，その廃材は他のパルプ適材と合せて

パルプ工場へ向けられ紙が生産され，樹皮は燃料として

使用している。全く大規模な綜合利用工場であって，そ

の経営成績も非常によく，各製品の需要の波があっても

多角経営の運営の妙を発揮しているときいたのであ為。

またその各製品の工場はすべて完全なオートマテイツク

な流れ作業で，しかも能率本位の作業が行われている。

強い水圧による剥皮作業や能率の高いオー1､マテイツク

な製材震械（完全に人力犠械に使用されている）等は全

く驚嘆の他はないﾂｰばらしいものである。まさにアメリ

カ式工場の片鱗を知ることが出来る。ここにある三つの

製材工場で合計1日125万ポードフイート（16,000石）

といわれているから全くすばらしい製材能力であること

がうかがえよう。

このような大規模な合理化された綜合工場に対して，

山元にある小規模な製材工場について承ると，これはま

平野；アメリカ合薬国の林業視察記

た対照的で，まづ困っているのは鋸屑，製材屑の処理で

あり，これら工場には必ず廃屑材の焼却炉が設備されて

いる。製材工場からこれら屑材がコンベアーによってこ

の焼却炉に運ばれている。まづこれら小工場は完全な作

業能率主義で，我国のごとく木取の細かい苦労はなく，

一定の規格のものを能率本位に挽いてゆく。従って薄鋸

というよりむしろ最も作業能率をあげうるに都合よい厚

さの鋸（15～16番位）を使用して挽いているようであ

る。製材工程は矢張りオートマテイツクで，極力人力を

節約して機械による作業に依存しているのはアメリカの

特徴であらう。従って製品の流れは，すべてゴンベアー

システムによっているの臓大工場と同様である。また製

品の運搬については，すべてフォークリフトによるか，

トレーラーによっているのは，我国の人肩か卜戸その他

によっているのと比較するとはるかに能率的である。ま

た製品の貨車稜込もすべてコンベアーによっているのも

能率的であった。この能率一辺倒のアメリカ製材工場の

経営が，そのまま我国のように資材に乏しい国の丁寧な

作業，資材を大切にする技術を要請されている製材工場

に取り入れられないとしても，あの能率的な製材技術

（粗放な技術に見えるが)，製品の運搬，コンベアーシ

ステムの利用等の機械化による徹底した能率主義の経営

を再検討しても無駄ではないと認識を改めた。またこれ

ら小規模の製材工場もその近くに（採算のとれる距離）

パルプ工場がある時は，これら工場が協同してチップ工

場を作り，廃材はチップにして販売しているところも見

受けた。話によれば，パルプ工場の資材受入の最近の傾

向としては，漸次このチップ購入量が増加しているとの

歌で，可成り遠巨雛からトラック童たは貨車で輸送され

ている。従って剥皮機については各種のものが研究され

ているようで，剥皮機とチップ工業の研究は最近可成り

進んでいるようにきいたのであるが，我国においてもこ

の問題は大いに研究の価値ある問題と思う。

次にハワイのホノルルにおいて見学した一木材販売業

者の例を紹介すると，この木材業者の鰭種の製材品や合

板あるいはハードポード，インシユレーシヨンポード，

パーティクル素一ド等々を輪移入してストックしている

が，製材品については十分乾燥に留意している。この業

者は加工工場を附属設備している。すなわちこの業者は

建築構造材の規絡を注文によって加工すると共に鉋かけ

までして大工に納入する仕事をしている｡この土地の大

工はこれら仕上り材を釘付け，組立ててゆくだけの仕事

をすることになる。この場合乾燥不十分のものが納入さ

れると，将来狂いが生じて大工の信用問題となるので，

大工は納入材に対する乾燥度については非常に厳格であ

るといっていたが，このようなところに乾燥材の使用が

－15－



アメリカ献業視察記

徹底してゆく一面もあるのかと，我国における木材乾燥

のPRのむづかしさに苦慮しているだけにいささか参考

になったのである。すなわち木材の使い方を知っている

ということがいえるのであって，これも金持ちと貧乏人

とのものの考え方の相異と割り切るわけにはゆかない問

題であると考えさせられたのである。

また最近の木赫の使用状況を承るには，目下すばらし

い勢で伸展しているロスアンゼルスの建築状況をみるの

が最もよいときいていたので，特にその機会を作り，最

近目立って増しつつある建売住宅（規格住宅）を見たの

である。そしてハードポード，インシユレーシヨシ鑛一

ド，パーティクルポード，日本産合板及び吋板等の使用

状況や木造住宅の繊造材の使用状況を調べたのである。

その結果，ハードポード等新しい木材製品の使用量の著

しい増加理由も認識し，また日本産合板及び吋板の使用

ウエイトの高いとこも了解されたのである。この姿嫁我

雨の新しい木材工業としてのハードポードエ業等に対す

るよい参考となったし，また日本産合板及び吋板の価値

の高さとその健秀性は我国木材輸出に大きな希望を持ち

得たと共に今後の輸出政策の研究の重要性を再確認した

のである。また東洋風趣味が人気を呼び，最近ではペン

キ塗りよりむしろ木地を承せる趣向に変っている。また

一部高級料理店や高級住宅で日本趣味を好んで銘木類を

使用する傾向が少いながら出ているということである。

戦争により日本に在住または旅行したアメリカ人が増え

た結果の流行であろう。この日本趣味は矢張り距離的の

関係もあり西部の方が強いようである。
（筆者・福島県艇林部技監）

アメリカ林業所見
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横 瀬誠之

われわれが訪れた初夏のころは，大統領が特に景気恢

復策を発表した程際該ﾘな不況に悩まされていぁ，という

ことであったが，行く先合で大規模なハイウェイやピル

の這穀力進められていて，い菫さらのごとく彼我の国力

の差を癖惑させられたものである。国内消我の拡大によ

ってあり余った生産水準を維j争う-るため,｢貯蓄よりも消

鐙を」というのが経済政策のスローガンになっているの

であるから，全くうらやましい限りである。兎に角今日

のアメリカば確かに世界一の繁栄を享楽しつつ，依然と

して力強い発展をつづけているといっても過言でない。

国民総生産をゑても,1900年が約1,000億ドルであ

つたが，1953年には約3倍の3,540億ドルになり，さ

らにこんご50年の間に3倍になると推定されている。

アメリカの薙蔓の強大な繼筐力の1つは人口増加だと

いわれる。10年前の人口は1億4000万であったが，現

在朧1億6000万を越え,1900年の2倍になっている。

こんごも益盈増加して，1995年には2億1000万,2000

年には2億7000万人に達すると推定されているのであ

る。

このような力強い国民経済の発展を支える支柱の1つ

が森林盗源であると説明されたが，これだけは予想に反

して北西部オレゴン，ワシントンの天然林を見る迄ほ，

少なからず奇異に感じたほどに貧弱な森紘ばかり見せら

れたものである。

しかし統計によれば，林産物催加工工業や建設事業用

原材料の約1/4を占め，年間木材消費量は約120億c､f.

（約12億石）に達している。人口1人当り年間消費量

が80c､f.で，ソ連の2倍，イギリスの4倍，フランス

の6倍にあたるという。わが国の傾向と同様に，近年パ

ルプ用材と合板原木の消費が飛躍的に増大した反面，燃

材消識はかなり顕著の減少を示し，総体では漸増をつづ

けている。主な用途別消費比率は，製材原木53％，パ

ルプ用材22％，合板用材3％，燃材16％，その他とな

っている。

山岳地帯が余り目につかぬ関係もあったのか，われわ

れにはそれほどまで森林が多いとは感じられなかった

が，統計によると森林は，国土の約1/3にあたる6億

6400万エーカー（約2億7千万町歩）の広さをもち，こ

の中経済称(CommercialForest)が4億8900万エー

カー(約2億町歩)となっている。国立公園内の森林や水

源かん義林のごとき保安林は非経済林として分類されて

いる）それらの森林資源調査紘山林局に属する林業試験

"(ExperimentStation)の手で航空写真とサンプリ

ング法の利用により統一的に推進され，ほ綴全国一巡し

たということであるが，調査計画はほとんど経済林だけ

に限られている。次表は1953年現在の集計結果である。

アメリカの森林賛源（1953年）

;|譲需|鱗総嘩繊豊繧損雛鎌豊

鱒劇驫‘驚鴬‘鴬
100万b､f､100万b､f.100万b､f.

大径
NI|291,386128,011110,09436,546

用材林LI|87,841119,38612,42812,294
計182.71879,"7147,397112,52248,840

この表によると，アメリカは聲惹500億石以上，年間
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実成長量’4億石を越える膨大な森林盗源に恵童れてい

るわけだが，内部には種々の問題がある。

第一点は質的分布が東部と西部とで非常に異なってい

ることである。経済林について承ると面積的には，針葉

樹林が2億3400万エーカー，広葉樹林が2億5500万エ

ーカーとほぼ相等しく，さらに針葉樹林朧東西に折半さ

れているのに対し，広葉樹林ほほとんど東部に集中し，

西部にはわずか400万エーカーしか存在していない。

このた迩総面責では西部ばわずか25％を占めるに止ま

る。鶏責も大体同様な傾向を示し，西部は総議責の56

％，錐葉樹議漬の54％を占めるが，広葉樹雪資はわず

か2％を有するに止まる。

ところが用材林の分布は大きく蕊って,瞳瀬でば25％

にすぎぬ西部に識資の85％が集中しているのである。

これは西部の段琵が最も遅かったことに原因する。この

資源の偏庄のためニューヨークの北東にあるニューイン

グランド魂方では，針葉樹製材をカナダやヨーロッパか

ら輸入している。われわれの出席したコネチカット州の

木材業者との懇談会の席上で，木材を稜んだ日本鶏入港

の報を聞かされた程である。鉄道会社が毒経営腱苦し

んでいるため，運賃が割高になり，西部から東部沿岸部

室では木材を送りにくいためである。しかし他方では，

伐採跡地に更新した二次林が次第に利用期に達してきて

いる。ニューイングランド地方の癖とヒッコリーを主と

する広葉樹二次林や，南部のイェ戸一パイ必二次林が主

であるが，これらの中には1エーカー当り5000BMを

越す優良林分が各地に散在している。

ニューイングランド地方はおよそ300年位前に植民が

始まり，その後急速に荊馳が拡がったが，北掘直に近い

寒凉地帯の故もあったと考えられるが，西部カリフォル

ニアの開発が始まった約1世識菰頃には，大量の離農に

より100万エーカーを越す放棄耕地が発生し，州有林が

創設され，人工造林も行われ始め，アメリカの造材事業

発生の地となったのである。現庄でもこれがアメリカの

森林かと目をうたがう位に貧弱な広葉樹林がハイウニイ

の濁首に臘蹴し，その間の山がかった地域にストロープ

松の若い造林地が仕立てら狂ている。造林をしたいが前

生広葉樹の利用の途がないため，伸び悩んでいるという

ことである。

南部はシヨートリープ松，プロリー松，戸ングリーブ

松，バージニア松等を総称したイエローバインの二次林

が主として天然更新によりすくすくと更新している。下

葉が意外に少なく一見杉と象まちがう窟麺直に伸びた松

林である。12年～20年でパルプ用紙に利用できるので，

この点ではアメリカ中で最も恵蓑れた人エ林肖陸或といっ

ても過言でない。

横瀬：アメリカ林業所見

北西部太平洋沿岸譜州のダグラスフアー原生林の大木

が伐り尽された後のアメリカ林業の担い手として，東部

のこれら二次称に対し多大の翔侍が寄せられているが，

おそらく現在の自然条件から承て充分応えられるだけの

素地を有しているように看取された。

しかしこのような集約経営の推進を大きく阻む因子が

森林の零細所有にありと聞いて，実のところ驚いたもの

である。

統計緯よれば,4"8900万エーカーの経済林の約3/4

が私有核で，さらにこの4/5，すなわち全体の60％が

挫民の脈営と林産工業に関係の私的所有に属している。

公共的所盲は約1/4で，大部分が国有歓である。国有

林は全林地の約17％にあたる。

面積比率

連邦10,310万エーカー21％

州その他の公共団体2,7206

紘産工業藤豚6,24013

農業16,52034

その他13,07026

この表から推定できるように，林地の大きな部分が農

講昔やサラリーマン，あるいは未亡人，週戯者，その他

林業と関係のない慈人の所有に属し，この種の圃詣者数

は450万人を越える。このうち農業者が約3/4を占めて

いる。

所盲銭曜謬りの所有者分詣でば，樗捧腱壌雛勵莫が250エ

ーカー（約100町歩）という国だけあって，われわれか

ら承ればそうと催考えられぬ100エーカー以下の小森林

所有者が86％強を占める。100エーカー～500エーカー

の階層が13％である。残る1％ほ林産工業関係の会社

や土地会社が主体をなしている。以上の所有状況から明

らかなように，こんにちアメリカの林業の振興の鍵ば農

業者の手中にあり，農業技術普及と密接な関連のもと

に,連邦と州の協力農政として林業技術普及Fよる農業
者の啓蒙指導に懸命の努力がなされているのである。

林業全般にわたり徹底した指導が行われている現場を

各地で案内されたが，州立大学内に事務所をおく専問

普及員を頂点とする普及職員の強い自負心と熱意とに

は，われわれの先進国ではあるが，率直に感銘をうけた

ものである。日程の都合もあったのか，不幸にして小森

林所有者と懇談する機会ほ少なかったが，係官の説明に

よれば，この種の小森林所有者も，現在ではかなりの程

度林業収入に対して認識を深めてきたということであ

る。山林局長マッカードル氏が，アメリカ林業の概要を

説明してくれた際，アメリカでは所有権の不可侵を非常

に強く考えているのと，州権の独立尊重意識のため全国

に適用する森林法は制定できぬが，技術普及活動を通じ
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て必らず林業の振興は実現できると断言されたが，まこ

とに印象的な発言であった。私はかねてからわが国の技

術普及事業に対して何となく物足りぬ感をいだいていた

のであるが，この国の徹底した普及のすすめ方をゑて，

これからの努力すべき方向を教えられた感じを受けたも

のである。

しかし森林資源の問題は複雑多岐であることは多言を

要さぬところである。アメリカの森林資源の特質として

今日次の諸点が指摘できる。

アメリカにとり非常に幸せなことは,用材凋諮積の80

％がマツやブナやシイ等の針葉樹から成っていることで

ある。しかも1945年に行われた全国森林調査と1953年

の調査との間に絡別の愛化力認められないということで

ある。

次に意外に感じたことだが，年間10億石もの伐採が

行われながら成長量の総計は遂年増加を示しているので

ある。しかし地域的には，西部の高令用材林の成長量は

2倍以上の過伐のため漸減しているのに対し，東部では

針葉樹，広葉樹とも成長量が増大し，なかんずく南部に

おいて特に顕著である。従って長期の見とおしとしてば

西部の老令林が次代の森林と置換わった暁には，相当量

の成長量増加を期待できるであろう。東部では成長の方

が伐採よりも，針葉樹用材林で約25％，広葉樹用材林

が約75％も上廻っている。この関係は東部のほとんど

の樹種についていえる。

東部の針葉樹林の成長量169.7億BM

〃〃の伐採愚140.9"

しかしこのような全国集計の結果がすべての解答でな

↓.ことは何処も同様で，アメリカの場合も，簡単にいえ

ば針葉樹林の過伐（主として西部における）を広葉樹の

利用不振漣よりカバーしているといっても過言でなく，

東部西部に分けて承ると益をこの間の差異が拡大される

のである。

森林経営の技術的水準を承ると，全国森林の約40%

に相当する国有林と産業備林とにおける伐採後の更新は

かなり良好で，更新面積の約3/4は優良経営に近似した

成績を示しているということである。しかし農場内の小

林分の経営は，林業経営の啓蒙がかなり浸透したとはい

え，いまだに水準が低く，雑木林が自然に形成されただ

けのものがかなり多く見受けられる。小規模所有に属す

る2億6500万エーカーの林地のうち，現在林分の生産

性が上と承られるものは，多くて40％止りということ

である。人工造紘の最適地と考えられる南部の避場林が

特に経営不良にあるといわれるが，これは面積の細分化

が大きな原因である。このような低位生産林地が全国に

1億1500万エーカーも存在するが，東部の主として犬

湖諸州と南東部諸州に多いこの林地は，更新も不良で，

天然更新は期待出来ぬ状態に立到っている。

使い途のない広葉樹二次林を何とかして人工造林地に

転換すべく，山林局も州材務部も懸命に努力している。

それらの対策として2.4.5.Tという砒素を含む薬剤

による広葉樹の枯殺が大規模に実行されている催か，マ

ヂソン林産研究所をはじめ各地の試験研究機関をあげ

て，不良樹種の利用を重点に研究が進められている。そ

の1つである新らしいコールドソーダ法によるバルブ生

産は，95％もの高い収率を得られると同時に，多くの

広蕊樹を利用出来るということで注目されている。寮た

広葉樹の板やベニアの一方に樹脂加工した紙を貼って普

通の製材に匹敵ずるのが生産されていた。いづれにして

もアメリカでは広葉樹利用の展開が急務どされているの

である。

次に造林について述べると，要造林地面積は，経済林

の約10％に相当する5200万エーカーと推定されてい

るが，これは造林が経済的にも実行不可能と推定された

林地であって，粗悪林や無立木地の約45％にすぎぬ。

要造林地の84％が私有林，11％が国有獄，5％がそ

の他の公共的所有に属する林地である。この他に水源か
ん菱や鳥獣保護の面から造林を要する非経済林は5400

万エーカーに達するということで,､造林事業の振興は林

業行政の重要施策である。成林見込のついた既往の造林

地は521万エーカーにすぎぬというから，90％の仕事

が残っているわけであるが，造林実績は毎年着実に伸び

て，過去25年間に5～6倍になった。1953～56年の

年平均造林面積は769,000エーカーで，この中615,000

エーカーは成功するものと推測されている。

造林難業については各地で種々の施設を見学したが，

ジヨージヤ州林務部の構内にある大規模な毬果乾燥施設

や，各地の完備した苗畑設備から造林振興に対する努力

の規模の大きさと徹底ぶりには蛎威を感じさせられた程

である。造撒実漬の伸びた理由には，植樹機械の改良，

採算性の向上，苗木の健全化等をあげていたが，「われ

われは造林を進めねばならなし､。そのためには造林振興

に有効なことは何でも実行する」と語ったジョージア州

林務部長の言葉こそ最大の原因であろう。

なお造林助成策どして，州が生産した苗木を安く値引

して販売する場合，その生産コストと販売価格との隔差

の50%を山林局が補助金として州え与える契約を施し

ているが，これに約1000本当り約20弗のものを5～6

弗で分配していたが，造林家の収支計算を有利にして，

あくまでも経済行為としての収益実現を図っている点

は，アメリカ式のやり方といえる。この契約は44州の

ほかハワイ，プエルトリコとの間に締結され1956年度
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に5億6000万本の山行苗が生産された。

造林とともにアメリカ泳業の当面の重大課題は森林保

護である。病虫害や森林火災による称木の枝損は，年平

均130億BMの多きに達しているが，これは年間実成

長量のほぼ1/4に相当する。この中約30億BMが利

用されるだけで，大部分は林内に放棄されているとい

う。さらに林木成長の減退や雑樹の損傷，あるいは更新

の遅延等を勘案すると，数倍に上る長期被害が推測され

る。

中でも最大の被害は虫害で，用材林について承ると森

林火災による損害の数倍を記録している。

森林火災防止は確かに大仕掛な班業である。人口稀薄

で道路も少なく，かつ広大な面積にわたって同一林相の

森林が拡っているので，日本の場合とは到底比較になら

ぬ大損害が起るおそれがあるが，多年にわたる努力によ

り被害は遂年低下し，1926～30年の平均焼失面績が

4160万エーカーであったのに対し，1951～54年の平均

IX1100万エーカーであった。落下傘部隊まで編成して

早斯の発見と消火腱努力した結果であるときくが，現在

では約4100万エーカーを除く経済林の約88％が防火保

麓の対策となり，年為の気象条件下では約2/3の林地が

充分な防火施策の保護を受けているということである。

以上述べた諸問題の結論であるアメリカの森林資源の

長期見とおしとして今日，アメリカの林業人嫁，こんご

とも林地の縮少は避けられぬとしても，以下の諸点から

して，将来の木材需給は確保できる見込があると判断し

ている。もちろんそれは一層の努力が必要である。

（1）林相改良が可能である。

②病虫害防除高度化が可能である。

（3）造林と林種改良を一層増大できる。

性）木材利用の合理化により現有森林蓄債の保護が相

当年月期待できる。

（5）大きな困難性はあるが，小森林所有者の林業経営

を高度化して林地の生産性を向上できる。

以上の可能性を具体化する最重点施策が林業技術普及

事業であることはすでに述べたところである。1956年度

において山林局が技術協力契約を結んでいる州は41州

でおった。これにより38,121人の小森林所有者腱対し

て林業経営の技術指導(一切の分野にわたる徹底したも

のである）が行われ,300万エーカー以上の森林の経営

が改善された。その結果1,500万ドル近い林木伐採収入

が得られたということである。なおバルブ会社も9,806

人の森林所有者に対して経営上の技術指導を行ってい

る。民間林業関係棲関の協力下で強く推進されている

TreeFarnl運動は，この称号を許されることが,森林

所有者の名誉とされる蚕でに発展している。毎年の緑化

横瀬：アメリカ林業所見

大会で表彰するよりも，森林を中心にして表彰を行うや

り方は参考にしてもよいことではなかろうか。

1億8,100万エーカーの林地からなる国有林の経営は，

現場視察が太平洋岸ワシントン州オリンピア国有林だけ

に終ったので詳細に報告できる資料は得られなかった。

しかし少数の人員で能率的な処理が行われている様子は

営林署長会譲が予算会議と森林火災防止会議の2回しか

開かれず，担当区主任会議もまた同様，年に2回程度で

ある一事をもってしてもうかがわれる。営林署は大抵郵

便局の2階におかれ，署長以下10人内外の職員が勤務し

ているに過ぎぬが，現場の担当区事務所は，臨時職員を

含め数10人の人が配置されていることから詮て，徹底

的な現場歴先主義を採用しているといえよう。これは抽

象論よりも具体的問題を重視するアメリカ人気質の故も

あるが，学校教育を初めとして実際的な技術行政に徹底

している有様は，実にうらやましい位である。

アメリカの国有林は「最大多数の最大幸福」を目指し

て経営されていることは，承知のとおりである。しかし

そのための手段として「多目的利用」を大きく打出して

いることも看過できぬことである。近年木材需給が窮迫

したの承ならず，急激な人口増加に伴い国有林と国民と

の関係は多くの面で密接になっている。主としてレクリ

エーションの目的で国有林内えの入林許可をうけた者が

1950年以降の6年間にほぼ倍増し,5,255万人に達して

いることで容易に推察されるように，近年レクリェーシ

ヨン施設の充実は，一般の輿論化したといっても過言で

なく：ある大森林所有者は，私有林所有者といえどもレ

クリエーション施設を無視した林業経営を行うと一般国

民から強く非難されると語っていた。

その他個なの国有林については，夫盈の環境に応じ

て種なの分野にわたる使命が決定されている。単に木材

生産の保統を目的とする経営だけで国有林の使命を決定

していない点は，我盈も認識を新にしたものである。

営林局は全国に10局設置されているが，この中に民

有林協力部が設けられていて，森林経営，森林火災，病

虫害防除，淵鰄保全等種々の分野にわたり州との協力の

緊密化に努めているのも特色といえるであろう。ただし

地方自治の独立を誇りとする国柄だけあって，国から補

助金をもらうよりも，州内のことは州の力でやりとおす

ことを主眼として地方林政が行われている関係からと思

うが．日本の場合ほど山林局の職員と州の職員との間に

近親感がないようであった。人事交流ば皆無に近い。

しかしオリンピック国有林のごとく，国有林に隣接し

た民有林を含めて保続区を設け一つの経営案のもとに営
林署が管理経営に当っている例もあり，劃一的に現状を
規定するのは危険であろう。兎に角思い切った施策が意
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外な場所で実行されていることは事実である。これも過

去にこだわらずフランクに実行する若い国民性に由来す

るものであろう。

終りにその一例としてチップの利用をあげておく。

1957年度のパルプ材生産量は総額3400万コードと推計

されているが，このうち約350万コード相当量が主にチ

ップ・からなる廃材であった。ことに西部諸州はアメリカ

の針葉樹林蓄積のほぼ80％を有し，用材林伐採のなか

ば以上がこの森林で生産されている，いわばアメリカ随

一の森林の豊庫であるにもかかわらず，740万コードの

パルプ用原木の1/3以上が製材工場や合板工場の廃材利

用により賄われているのである。しかもな詣未利用廃材

の利用の増大が予測されている。

強大な馬力とスピードとで丸太の良い部分だけを短時

間で製品化することをモットーとして経営されている製

材や合板の工場経営の現状は，確かに高賃銀による弊害

を認められるが，他方原木の総合的利用を否応なく推し

進めたことは容易に推測できる。それにしても東京,大
阪間に匹敵する距離をチップ・列車が運転されているので

あるから驚かざるを得ない。もとよりパルプ用材1コー

ドの単価が15弗30であることも無視できぬ原因であ

るに違いないが，この底にアメリカ的合理主義の片隣が

見られるであろう。

多額の盗金を擁して有効な施策を強力に推し進めるの

が，現在一般国民大衆の輿論である。先進国を自負する

わが国林業人がこんにち大きく開眼して大局を洞察する

訓練を徹底しておかねば，遠からぬうちに追い抜かれる

おそれを痛感させられたものである。誌面の都合で詳細

報告は別の機会にゆずるが，抽象論にふりまわされがち

な自分達の日常の行政態度の大転換が必要なことを強く

反省していることを付記して粗雑な報文を終る。
嘩者・鳥取県林務課長）

オレゴン州農家の
林業経営について
一一－ …●一一一口一一1

石 谷貞彦

今年の6月中旬のことである。溜は日本農林水産業生

産性向上会議のあっせんによる米国林業経営視察の途

次，アメリカきっての針葉樹豊庫といわれているオレゴ

ン洲をあちこち見て廻つた。太平洋岸北部に位する温暖

多雨の地域で，初夏の緑したたる風物に接した途端にそ

こがすっかり気に入ってしまったものである。

オレゴン州という所は元来比較的遅く合衆国の州にな

つたが，それにしても東部からの開拓民が最初唯海路を

径て，次にはるばるロッキー山脈を越えてよくもここ迄

来たものだと感心させられるのは，今日航空機で五大湖

沿岸から行く途中の広漠たるダコタ，モンタナの錠っ

ぽい平原と北ロッキーの残雪を眺めただけでも，昔の

「古い歴史的なオレゴン通路」(TheOldHistorical

OregonTrail)に沿うて幌馬重を走らせた様を想像し

つつ，しぶとい開拓魂というものを知らされるからであ

ろう。

私の興味は自然とこの州の開請資料を手に入れて喜ん

だことから始まって，沿道に見る蔬菜，園芸，草花等の

栽培に注目させられたり，また「バラの都」の別名を有

ずる首都ポートランド市に滞在中はちょうどそこのバラ

祭が催されていたので，花の註を凝らした街角に立っ

て，うっとりと美男美女の仮装行列に見とれたりして，

この土地に妙な近親感を覚えたりしたせいであろうか。

もう一つ気に入った原因を附け如えるなら，それは次の

刊行物のお蔭と言えるかも知れない。オレ言ドン州林務部

が州立大学と共同編集で出してI､る普及用パンフレット

であるが，その中に幾家の持つ小面識森林について次の

数項目の見出しをつけていわゆる「林業経営のすすめ」

の言葉が記されている。

ファームブレストと先う書出しがあってその次に・・・

多くの人の予想に反して，木材業Wま大規漠唯事業では

ない。オレゴン州には9億7,500万エーカーの私有商業

林があり，その約半分5億エーカーは各々5千エーカー

以下の3万5千人の所有に分散し，さらにそのうち88万
グ

エーカー未満を所有者2万4千人が分ち持つという姿で

ある。（注，1エーカーは約0.4町歩）

これ等は主に幾家の所有するものであって，農場牧

場，都市，公鐵付近によく見かけることのある小林地で

ある。しかもこれらの土地から年登伐出される木材の量

はオレ蚕ンの莫大な総伐採量の4分ノ1に達するにもか

かわらず，それらの森林経営はいずれも遅れておりその

改善こそ今後の大間題なのだ。

樹木栽培＊は有利である

過去の木材安値の時代には樹木栽培は有利でなかっ

た。しかし今日ではこれ程前途の明るい企業は稀であ

る。この事実を認識して森林経営に力を入れている小所

有者が漸次出て来た。1956年度クラツカマス郡での「今

年の林業農家」コンテスI､には素晴らしい多くの実例が

示された。ある人は森林官の指導で1950年に40年生

ダラスフアー＊（米松）の間伐承を始め，彼と-卜代の息子

は木を伐倒して丸太材にして売った。1956年までに得

た間伐収入ば20エーカーから1万ドルを挙げたことに

なる。彼ほこの収入で近代的な家を建て，息子を大学に
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送ることが出来た。

300エーガーは家嫉を支える

また別な人は300エーカーの森林を所有し，その収入

に家族の全生活を依存させている。僅かの原木と廃材利

用によって最大限の収入を得るために1人運転の製材を

やっている者もあった。クリスマストウリー＊は鋳，経

営されているが，従前の伐採跡地を除炎に植林していっ

ている。この山麓農場の所有者ほ，農作と家畜をやめて

全面的に樹木栽培に移行することに決めたのである。ま

た別な熱心家は最近80エーカーの伐跡地を購入した。

彼は精力的に植込承を始め，若木を間引いたり刈込んだ

りする徹底した仕事をやっている。

以上のほか，「小面積所有者は種々な問題に直面する」

とか，「森林所有者は好運である*」とかいう見出しの中

では，林業が長期にわたるための危険の注意とか，日本

でかつて言われて来た様な種との兼臆や魅力を揚げてい

る。最後に，「専門技術家の援助はよき投資である」と

いう表題の所で，農家が林業経営を行うに際して州また

は連邦政府の普及官のサービスを利用することの有益さ

を強調して結びとしてあった｡私はここで何もアメリカ

林業の幼稚さを指摘しようというのではない。事実この

国の林業が農業と別個に取上げられてからの経歴は僅を

50年とされており，私共のリーダーとして2カ月にわ

たる長の道中，案内役として附添われたダツトン氏によ

ると，彼がオレゴンの大学を卒業した50年前の頃は，

大学卒業生の資格試験は乗馬や投繩があった位で，彼臓

卒業後レンジヤー〈牧野官）という名を貰い，専門は草

地改良であったという。この70才に近い老人に関して

は改めて何か書いてふたいものだが，現在は退職スバヴ

アイザーながらなかなかお元気で，遠隔地の所有者の林

業ゴンサルタントをしたりして居られる。

さて以上に列記して置いた事柄を改めてよく読んで下

さる頭の良い方,々と共に，涯は地方農民の特に小規模林

業をもつに至ったアメリカ農業経営の間に醸す初歩的林

業移行の傾向とそこに漂うところのアメリカ的民主社会

の雰囲気をしみじ蕊と嗅いで蕊たいのである。

多数の強い圧力がそこには作用してい為。たとえば近

年やかましい余剰農産物の重荷は連邦政府にとって相当

の財政構置を要求するに到っている。しかしそれも米国

の場合，1940年から50年にかけて農業人ロが激減した

反面，農業生産は却って増大して行くのである。現在こ

の国は農業人口比率12％という低率にあることを見れ

ば，米国農業の比重は我が国などとは大いに異ってい

る。農業と云っても従来農作よりも畜産とそのための飼

料自給が圧倒的に重要さを持ち，なお今後も同様だと思

われる点を注意すべきであろう。高い労賃，労働力不

石谷：オレゴン州農家の林業経営について

足，それと大縫具の駆使についてばいう迄もないが，こ

れらを勘考しつつも，森林経営の再認識臆米国農民にと

って神の祝簡であらねばならぬ。土地も機械もすぐ手近

にある。

さて日本はどうか？とすぐ思わされることであるが，

私は帰ってから自分の周辺において普通のこととしてあ

る我が国林業挫家の集約経営，とりわけ自家労働力投入

過多と過小経営規模について改めてふり返って見ると

き，数百年にわたる我が林業の伝統と民間技術の達成が

いかに費重な努力の集積によるかということに思い至る

ものだ。

日本においても安定した農家経営林の姿を兼業や雇傭

の関係等においてある段階を設定考究して象ることは有

益でかつ興味ある問題である。私は漠然としたことなが

ら，たとえば杉40年生1町歩程度を含む3～5町歩の

林業経営を1段階とする多くの実例を集めた上で，第2

段階としての10町歩林業農家を目標としてみたいと考

えているのであるが，もちろんこれはある目安の探究に

過ぎない。右の第1段階から第2段階へと進む条件をそ

なえた挫家を生産的林業農家とし，第2段階からさらに

上向きに在る状態のものを経済的林業農家と仮称してぶ

た･この場合適伐林分のあり方で色々いえるであろう

が，少くとも生産的林業農家は家内労働方式ながらも希

望を抱いて努力している姿を認め得るのほ実に戦後の農

地開放から来た良い面の現象かも知れない。経済的林業

農家の場合は，林業への資本投下の上により一層の考慮

が必要だと考えられる。ここでは果樹園芸や肉用家畜の

増殖および樹苗業等もまた若干の雇傭労働を入れて兼営

可能となるからである。

我が国の現状ば農山村振興政策がさらに強力に進めら

れねばならぬ。それは経営改善と技術指導の面について

も何か前述のような段階に配慮しつつ事務から実地へと

入って行って貰いたいものだ。ここにおいては謎は前場

米国オレゴ･ンの普及資料の著作者である州立大学C.

R・ROSS教授のごとく，－この入はフアームフオレス

トのスペシアリストでもあるが，一大学及び技術普及員

諸氏の今後における格段の社会的諸活動に対して大きな

期待を寄せんとするものである。

×××

＊米国各地でi､ウリー・ファーム運動というものが行わ

れた。私有林の艤這な林分に大きな･5TreeFarm''

という看板が立てられている。これは森林官が経営技

術提謹をすることに契約されているが，別に補助対象

にする訳でばない。

樹木栽培が有利であるということの意味にしても，

米国では単位面積当りの収入ではなく，単位労伽当り
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って研究項目として理解したものは

1．開発対象地域の決定

2．テネシー河流域総合開発での土地利用区分

3．地域総合開発の計画樹立，事業の実施，成果の把

握

4．地域総合開発推進上，過去及び現在問題となって

いる事項

5．その他関連事項（経済効果の測定方法）

の各項目であって，開発対象地域の決定を筆頭に，北海

道総合開発事業との関連において多くの期待をかけたの

であるが，その期待と現実の視察とは多少マトが外れた

感が深かった。

少くも，地域開発の地域の把握を理解することは出来

なかった。特定地域の開発として視察することを得たの

はT・･V･Aの開発とマスキンガム流域の開発の2箇所で

あった。しかし両者ともそ;の地域が開発の対象として選
定された根拠は理解までに至らなかった。この点いささ

か期待外れの感があったが，関係部局の連絡の良い施策

によって地方振興が強力に推進されている点多々教えら

れるものが多かった。い菫その主たるものを一例までに

掲げて見ると

1．驚異に値する土壌保全事業

2．充実した調査研究と大学の活動

3°行きとどいた普及事業

4．平和時の陸軍工兵隊の洪水防止事業えの寄与

5．農村振興計画と各関係機関の活動

等☆である。視察中にその中でも最も印象に残った土壌

保全事業について見たこと開いたことを少しく述べて資

をふさぎたい。

視察2カ月間を通じて強く感じたことの一つが土壌保

全事業であった。アメリカの土地産業においては，中央

政府も，州も，郡も，農山村民も全く一体となって'土
壌保全に全力を傾注していると云っても決して過言では

ないと思う。むしろ，あれほどまでにと思う位心僧い徹

底振りである。恐らくアメリカを訪問した者は誰でもが

道路の立派さとともに驚異の目を向けるのがこの土壌保

全の姿ではあるまいか。私達視察団一行7名は，まづ腱

林省土壌保全局でアメリカにおける挫業発展と土壌保全

事業について説明を聴き，また，ジョージア州,TVA.

コーネル大学，カリフオルニヤリ{､際でそれぞれ現地の説

明をうけ．広く視察する機会を持つことが出来た。

②土壌保全は宗教か

アメリカの土壌保全の姿は，全く日本では想像するこ

との出来ないほど行届いたものである。それは，たとえ

そこが緩傾斜地であっても，そこには必ず等高線職培

か，あるいは，帯状耕作を行うか，または，草の作付，

の報酬が農作以上であるという理解の仕方である。

*将来庭おいて米国内木材需要が絶対的増大におもむく

と信じられていること，これは実に手放しである。ハ

ード鎭一ドや集成材，合板の弔途は増大一途を辿り，

一般建築用材についてもなお減退しないそうである。

木造建築朧今でも相当量の資材を要求している。

*間伐は一般におそい機である。除伐は労賃の関係もあ

り不十分と認められる。菫た年成長量は日本のスギに

比して少く，百年以上になって衰えも少い。

*マツ類が一般に通直によく延びる。ドイツあたりのヨ

ー両ツパマツも良い。オレゴンの代表的林業樹種は，
ダグラスフアーを第一としそのほか韻ンデロサパイ

ン，ロヅポールパイン等の松類，ウエスタンレツドシ

ーダ（檜詞，シI､力・エンケルマンスブルース（モ

ミ詞，ウエスタンラーチ（カラマツ類)，ウエスタン

ジユニバ（ネヅ類)，ウエスタンヘムロツク（ツカ類)，

それに有名な大木となるレツドウツドやセコイア類ま

で，針葵調だけでも色々ある。

*ダグラスフアーという木ばオレゴン州を代表するもの

で，学名PseudsTsugamenjiesii(OrPso.

T.taxifolia)といい，イチイに似た葉をもち，蛎鋤

栂という意味で，遁淋は1825年ポードランド附近でこ

の横踵を発見した探険家デピツド・ダグラス氏の名を

とってある。製材用として最も主要なものであるし，

各種の用途に富む。また随分大木仁成長し，現存の最

大なものはクラウン・ゼラパツク会社のトウリーフア

ームに保存されている，胸高直径15．5フィート，樹

高225フィートに達する木と信じられている。

*キリスト教国はそれぞれ国産のクリスマストウリーを

極に使うのであるが，アメリカでは全国産の4分の

1以上がこのググラスフアーである。東部でも見たけ

れども一般に近年クリスマストウリーの集約栽培力嘘

になり，林業艇家の良い儲けとなっている。季節には

飛行便で大都市へ輸送されたりする。

（筆者・馬駁県智頭町）
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アメリカで見た驚異に

値する土壌保全
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簔 田茂
（1）まえがき

私は，4月15日から6月14日まで生産性向上会議か

ら派遣されて「アメリカにおける地域開発」について視

察する機会に恵まれた。北海道林務部に職を奉じている

私は非常に興味をもって視察の途についた。出発に先だ

－？ワー-.-.-
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蓑田：アメリカで見た蕊異に値する土壌保全

さらには林木被覆と次第を追って措湿が施こされている

のである。よくもこれほどまでに，農民の一人一人に普

及徹底されたものだと感心せざるを得ない。それもその

筈で土壌保全ということは信仰に結びついて根強く普及

されている。土壌保全局の説明の際にも，それからジョ

ージヤ大学での話の際にも説明を受けたのであるが，ア

メリカの農民は，「自分達が受け継いだ土地は神から与

えられたもので，自分達は，この土地から食物が与えら

れ生活を営むことが出来るのである｡この土地は子孫に

対して大切に保存して譲り渡すことが神に対する務めで

ある。決して自分一人，忍有物視して荒廃せしめるよう

なことがあってはならない」と考えている。ここまで来

るともう立派な宗教であるとさえ思える土壌保全の考え

方，技術を教えるために多くのパンフレット，スライド

等が作成されているのであるが土壌保全と神とを結びつ

けてその重要性を教えているも､のが幾つか目についた。

最近日本でも普及手段については非常な進歩を示してい

るが，アメリカではさすがに金をかけても立派なものが

作られている。そういう私も土産の一つと思って土壌保

全の普及用カラースライドを1本職入したが，これが一

般の普及用であると共に教会での教えにも用いられてい

ると云うのである。これは，人類が神から与えられた土

地に居を得て耕作をし食を得，重た衣を得て生活を続け

るが土地の粗放な利用の結果土壊の侵蝕を起し遂には荒

廃を起しそれば洪水の大被害をまねく結果となる。しか

し土地の管理を怠らず，土壌保全を完壁にすることによ

りその土地は農牧林の立派な生産を挙げることが出来人

類に幸福がもたらされる。アメリカでは土地の利用区分

を8級に分類されているが，その8級の説明が加えら

れ，最後に神から与えられた土地は，土壌保全をもって

子孫に富める土地として譲り神えの務めを果さなければ

ならないというのである。

(3)土壌保全事業の組織

このように土壌保全ということをここまで盛り上げて

来るのには，もちろんアメリカにおける土地産業の発展

過程において必然的なものがあったとしても関係指導者

の苦心は通り一遍のものでばなかったと思う。今日の農

林省土壌保全局の組織,機織並びにその活動はうらや

ましいようなものである。

震構挺ついては，すでに紹介されているものも少なく

なく，海外農業生産性視察報告5「アメリカの土壌保全」

にもくわしく説明されているので簡単に触れるが，農林

省土壌保全局の擬構は次の通りで科学技術を基調とした

行政が運営されていることがよく伺える。日本にもこん

な組織があったら戦後一段と狭くなった国として土地利

用の向上,国土計画の推進が図られるのでばあるまいか。

農林省土壌保全局の機構

｜局長’

｜
業務担当次長’

’
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一
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現地専門官’

きた，農林省土壌保全局の地方機関として土壌保全州

事務局があり，さらに州は幾つかの区域に分割されて，

そこに土壌保全地区事務局がある。現場の最前線には，

土壌保全現場事務所があって専ら土壌保全の普及に当っ

ている。それから連邦政府の綾溝とは別に土壌保全区

が，主として淵鍼別に農民によって設けられている。こ

の土壌保全区ほ州毎に制定された土壌保全区法によって

設立きれいて，現在，18州は完全に実施されており，

32州は実施の権限を持っているとのことである。

(4jジヨージヤリ'l'lでは

ジヨージヤ州で土壌保全地区事務局を訪ねたときの話

では，ジヨージヤ州は12の保全地区に別れている由で

全面積37,500千エーカーのうち18,000千エーカーが

土壌保全事業を完全に実施し,100千エーカーが目下着

－23－



アメリカ獄業視察記

手中であるという。また，ジヨージヤ州は27の土壌保

全区に別かれているとの説明を受けたのである。蔵極的

な活動が強く展開されていることが良く理解出来る。

またジヨージヤ大学土壌分析サービス実験所の土壌分

析の施設をきわめて短時間ではあったが見学することを

得た。施設そのものについては詳しい説明は受けなかっ

たが感じたことは設備はむしろ簡単なものであって挫場

の土壌分析サービスに徹しているということであった。

農民は一定の様式に従って自分の農場の土壌を操り，

記載事項を記入して所定の袋に入れて大学の土壌分析サ

ービス実験所に送付するのである。ここで遅滞なく分析

されて必要な事項が記入され本人に返送される。この間

きわめて短時日で報告が来るという。さすがアメリカで

ある。依頼して報告が来るまでに何カ月く・らいかかるか

と聞いて見ると1カ月かかるようなことはないそうであ

る。全くスピードそのものであると感心させられた。

これは土壌保全の承についてではないが，大学が普及

的な事業に直接タッチして活動していることに行政の科

学性を認める。

菫た，州事務局ではジヤクソンベネツタ氏から土壌保

全技術者菱成所について説明を受けた。あとでオハイオ

州のコショクトンにある農業試験場水利試験場にある技

術者研修所で研修計画の説明と研修中の教室を視察する

ことが出来た。研修は1年4週間と3週間の二種類に区

分されて5グループづつ1グループ30人宛が研修を受

け-る仕組になっている。このような研修施設ばアメリカ

に5カ所出来ていて全米の各州が包含されるようになっ

ている。研修の目的は新しい人材の養成とリーダーの養

成にあるといい技術者の養成は確立されている。研修す

る方も非常に熱心であるが受ける方も各自がその日その

日の内容を自習するよう昼夜兼行で勉強している。

⑤土地利用区分調査と土壌図

土壌保全事業がすばらしい成果を挙げているのは行政

が科学技術そのものによって運営されている結果であ

る。研究面に，調査面に必要とするところには惜し承な

く経費を投じ，雲た組識も建てられているのである。

土壌保全事業について政府の特に大きな業績として認

めるものに，私は土地の矛噸区分の調査と土壌図の作成

を挙げることが出来ると思う。すでに大方は周知の通り

であるが，次のようにアメリカでは土地の利用区分を8

級に分類して調査を進めているのである。詳細な奏也調

査で分類されたこの8級の土地利用区分が営農上あるい

は林業経営上いかに役立っているか測り知れないものが

ある。童た土壌調査の結果は，土壌図として作成され，

土壌保全事業活動の基盤をなしている。

このような，基鐡勺な調査が打ち立てられて初めて，

土壌保全の実演も実現出来，その必要性も一般に広く普

及出来るのである。

アメリカの土地の区分

工級地

障とんど水平で低位部も排水可良の土地

ほとんど水平で高位部だけ排水可良の土地

江級地

緩傾斜で石灰岩の基盤の上にある土地

緩傾斜で頁岩の〃〃

ほとんど水平または緩傾斜地で排水不完全の土地

ほとんど水平または緩傾斜地で低位部の排水不完全の

土地

皿級地

かなりの傾斜で石灰岩の基盤の上にある土地

ほとんど水平またはかなりの傾余蝿で下層土が粘盤ま

たは石灰岩の上にある浅い表土の土地

ほとんど水平であるが灰色の湿潤地

Ⅳ級地

急峻または石塊のある土地で石灰岩の基盤急峻の土地

で頁岩の上にある浅表士の土地

ほとんど水平であるが基震ば石灰岩または下層土が粘

盤の土地

低位部の湿潤な土地

v級地

低位部の土地で湿潤で耕作不能土地

Ⅵ級地

非常に急峻で侵蝕されている土地または基盤が石灰岩

で石塊のある土地

傾余蝿低位部で侵蝕土の沈積箇所

Ⅶ級地

基盤が石灰岩で石塊多くはなはだしく侵蝕されている

土地

Ⅷ級地

郷辰の露頭，渓流護岸，溝切土，臓士のところ

以上が土地の能力分類で工一Ⅳ級地までが耕作に適す

る土地でV－Ⅷ級地までが耕作に適しない土地である。

各級別に示されている保全対策駄次のごとくである。

アメリカにおける土地区分別保全対策

工級地通常の耕作法で，その土地の気象条件に適応す

る作物であれば，承な安全に栽培できる。月暇保全対策

ほ必要としないが，特に畑地潅概を行う場合は，所によ

り傾斜を緩めるため地均しをしなければならない。

n級地この級位の土地は，格別に土木的な保全対策は

必要としないが，卿極上の保全対策は必要である。すな

わち等高線耕作，帯状栽培，階段工，牧草を入れた輪作

体系，被覆作物の作付，草生承水路，刈株による根覆い
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等それぞれの土地条件に適応した保全対策が必要であ

る。そしてこのような保全対策を行うかぎり，およそそ

の土地の気象条件に適応する作物は安全に栽培できる。

なお畑地濯慨を行う場合は，所により工級地の場合と同

じように地均しを行わなければならない。

虹級地この土地についてばn級地について掲げられて

いるような保全対策は絶対に必要であって，特に輪作体

系の牧草の作付年限はできるかぎりのばして，いわゆる

長期輪作が条件とされる。そしてこのような保全対策が

必ず裏付けられて初めて耕地として利用される。

Ⅳ級地この土地憾可耕地とは云いながら極度の制限が

あって，原則的にほこの土地は多年性の牧草栽培地とし

て利用し，たまに牧草を更新するさい，単年度だけ穀物

の栽培も許される。従って穀物の栽培を行うときは必ず

等高線耕作・帯状栽培でなければならない。

v級地不可耕地である力城験地または森林としてば利

用可能である｡格別の保全対策も必要としないが,過度の

放牧にならないよう留意することが必要な対策である。

Ⅵ級地この級位挺は起伏の土地が多いので，過放牧に

ならないよう放牧の統制つまり輪状rotationofgray-

ing,強酸性地については石灰撒布,凹地については排水

等の保全対策が必要であって，このような対策を講じて

初めて放牧地または林地として利用できる。

Ⅶ級地この級位は現在すでに相当激しい侵蝕をうけて

いる傾斜地，あるいは沼沢地等はなはだ条件の悪い土地

であるので，放牧の統制，樹種の選択，山火事の防止，

その他前述のごとき保全対策が絶対に必要である。その

ような保全対策を講じて初めて林地菫たは放牧地として

禾掘可能であるが，この場合もなるべく放牧地としては

利用しないで，林地としての釆晦が望ましい。

Ⅷ級地荊|地としてはもとより放牧地，林地としても利

用できない。専ら野生動物，リクリエーション，流域保

護の目的にだけ使用できる土地である。

(6)むすび

行政の在り方，組織擬構の充実，実績のすばらしさ全

くうらやましい次第である。戦後わが国において国土計

画，食糧増産等土地利用の科学的究明の必要性が高度に

要求されながらいまなおその域に到達し得ないことは誠

に残念な思いである。

特に，戦後の開拓問題には多くの話題を残している。

北海道においては，今日においても開拓業務当局と土地

所有者との間に問題を提供している例が少なくない。林

業の立場に立つと土地所有者が，国から補助金を受けて

苦労を積んで育てつつある造林地が成林半ばにして開拓

のギセイになって行くことは余りにも象じめである。土

地行政の非科学性の結果以外の何ものでもないのであつ

蓑田：アメリカで見た驚異に値する土壌保全

て，一日も早く是正されなければならない。アメリカと

日本では国力，国富等々相当の隔りがあり，国民性にも

相異るものが多いので，そっくり室ねをすることも出来

ないが科学技術を尊重して明るい行政を打建てることに

一日もためらってはならないと思う。．

（筆者・北海道林務部次長）

米国の森林と土壌
見たまま

松井光蕊

最近中国で反当数百賞の米作が報ぜられています。こ

れを視察されたある学者ほ，どうも真実らしい口ぶりで

すし，蓑たある学者は，現代の科学常識でばそんなこと

は不可能であることを論証されています。また，ソ連の

艇業を視察に行った米国農務省のケロツグ博士は，モス

クワ大学の設備とチエルノゼム（ソ連の非常に肥沃な黒

土）はうらや室しいと思うが，学会には失望したと述べ

ていました。これも日本で聞くソ連視察話とは異なった

印象を受け-ます°さらに，日本で見るアメリカ紀行と私

自身見聞して来た黙実とは，必ずしも一致しません。私

の見聞が果して正しかったかどうか不安がないでもあり

ません。公園などで小鳥やリスを多く見かけるのです

が，これは外国人たちほ動物を愛するという例にされて

いますが，私には，米国でほ土地や盗源が豊富で，人間

と動物力洪存し得る余裕があるに過ぎないというふうに

受取れました。

私は約1年滞米し霞したが，ウィスコンシン大学で森

林土壌の研究に終始しましたので，その見聞は主として

ウィスコンシン州とその附近に限られています。従っ

て，麓の考えは全米の森林と土壌に適用できるかどうか

は非常に疑わしいと思い菫すが，一応見たま童を書いて

ゑます。

米国は西海岸の緬掌山脈，カスケード山脈，シエラ・

ネバダ山脈，大ロッキー山脈および東諦筆のアパラチア

山脈を除くと，大部分I藝題な地形となっています。ウ

ィスコンシン州はこの海雇原の中にあり，気候はほぼ北

鰄首と同様ですが，さらに雨量は少底く，はるかに平坦

な地形で，森林は平地林です。では，どうして平地に林

業が発達したのでしょうか｡一口にいえば,農錐に適し

ないところが森林として残されているといえましょう。
功

鯉業に適しない土地とは，砂質な土壌，岩石地，湿地，

重粘土地などです。この地帯は，前時代に氷河の発達し

たところで，その氷河が残して行った比較的均質な壌土
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質土壌，砂質土壌，岩礫地などが広大な面積で画然と別

れて分布しています。さらに，風で吹き飛ばされて来て

堆積した砂土も相当の面積あります。また氷河の髄土産

として，無数の湖と湿地があります。重粘土地は以前湖

であったところに残された湖底唯被物です。

このうちで,壌士質のところは大部分がプレリー土と

呼ばれる非常に肥沃な土壌になっていて，この地方の殻

倉地帯を形づくっています。このプレーリー土ほ，もと
もと草原のもとでできた土壌で，黒色ですが日本の黒ポ

クと異なって石灰で飽和された堅い土壌です。大部分の

プレーリー土は一度も森林になったことのない土壌で，

従ってミコリザ（菌根）ができませんからマツの種子を

蒔いても翌年は枯れてしまいます。実際に森林地帯に接

しているプレーリー土に侵入している樹木は，ナラやド

ロなどの広葉樹だけです。では，このプレーリー土にな

ったところにはどうして草だけ生えて，樹木が入らなか

ったのでしょうか，はっきりしたことばわかりません

が，この土壌はもともと石灰が非常に豊富で，中性また

は微アルカリ性であるために林木は立枯病の害により生

育できなかったのではないかという学者もいます。これ

に反して，砂質土壌，岩石地，湿地の周辺などは藤性に

なりやすいので森林が優占したとも考えられます。土壌

中に石灰分が多いのは，乾燥気候のためですが，日常用

いる水道水中にも石灰分が非常に多く，ヤカンの内側は

数日で真白になりますし，実験室のガラス器具なども必

ず稀塩酸に浸してから蒸溜水洗脈をしなくてはなりませ

ん。その反面，牧草の生産にはすこぶる好都合です。こ

の点は石灰欠乏の日本の土壌とは全く異なっていますの

で，米国の酪農を日本へ導入する場合にまず第一に考え

なくてはならないことだと思います｡戦時中日本の軍馬

が骨軟症を起したのもごく最近の実例です。ともかく，

天然の植生も，また現在の土地利用の有様も，実に明瞭

に土壌の性質によって別れています。しかし，なかには

森林を伐り開いて農耕地にした人もいます。しかし，開

いて後数年間朧森林によって蓄稜された有機物のお蔭で

収穫はできますが，間もなく経済的にひき合わなくなっ

て放棄されたり再造林されたりしているところもありま

す。政府もこのような土地には奨励金を出して造林を奨

めています。農家の構えをゑても土地の肥沃なところと

否とでは大きな違いが目につきます｡家の構えを見て逆

に土地の良否が解ると思われる位です。従って，土地利

用には敏感で，少なくとも農林業にたづさわる人で土壌

の教育を受けていないと肩身力敏いそうです。もちろん

就職にも影響します。

さて，森林地補ほどうでしようか。米国の森林は開拓

時代に盛んに焼きはらわれて，大部分が二次林で，日本

のような天然過熱林はほとんど見られませんでした。一

部インデアン達の生活保護のために特に保存された森林

がありますが，これとても二次林で，天然林の有様を想

像するのに役にたつ程度です。

ウィスコンシン州の森林で一番貧弱な林は岩石地と砂

丘で，ここにはジヤツクパイン(Pinusbanksiana)

とスクラプオーク《ナラの一種）が生えています。この

両種とも樹形が悪く用材になるのは少ないようです。最

近，このスクラプオークで製炭を始めた人がいます。炭

材としては優良なものと思うのですが，何しろ大きな窯

で大量生産するのでプカプカの軟炭でした。もう少し良

質の炭はできないのかと質問したところ，これば良質だ

という返答です。林業技術員も同様でした。炭の良否の

見分け方を知らないのか，または，利用目的が主として

野外の即席料理用なので軟炭の方力硬利なのかも知れ童

せん。ジヤツクパインは乾燥や肥料欠乏に耐える力が強

いので，他の樹種の植えられないような砂丘などの造林

に用いられ，また多少土壌条件がよければパルプ材や用

材，電柱材などにも利用できるような成長をします。こ

の松は頑健な樹種と思われるのですが，最近点灸と病気

力溌生し，樹病学者が研究に乗り出していますが，調査

の結果どうも土地条件と関係がありそうだと相談を持ち

かけられました。発生個所を歩いてみると停淵泳の影響

があるように思われ，掘って見ると案の定60cm内外

のところに過湿の層があり，その線で主根の伸張が止っ

ていました。これが唯一の発病の誘因であるかどうかは

解りませんが，一見平坦な深い砂質土壌のところで，し

かも乾燥地帯でも部分的に下層が過湿になり得るという

ことは驚異でした。これは本当の地下水ではなくて，士

層の一部にできる懸垂地下水です。全く土壊朧臓物だと

思います。

砂質土壌でも，やや水分条件のよいところに臆レツド

バイン(Pinusresinosa)の森林が発達します。それで

もA層が数糎で決して肥沃な土壌とは思えないようなと

ころが大部分なのですが，成長は一般によく幹も通直で

す。用途も広く，病虫害も少ないので，この地方の趣田

ではレツドパインの養苗が圧倒的に多数を占めていき

す。特に機械造林をした場合活着率が非常に良い点など

も大きな理由になっていると思います。乾燥や霜害には

非常に強いが土壌が中性になると立枯に弱いようです。

日本のように雨量の多いところでは，この桜の特長がど

れだけ生かせるか解りませんが，すでに鋳病で問題にな

っているストロープ松に代る樹種として一応研究して象
一

る価値があると思われます。価格はストロープ松より安

いようです。

レツドパインの生えてい為土壌よりもさらに水分条件

－26－

弁
b

＝

皇

、



愛

2

＝

がよく，腐植の豊富な士壊になってはじめてストロープ

松力窺われます。一般に広葉樹が混交し，純林はほとん

ど見られません。この地方の松類，すなわちジヤツクパ

イン，レッドパイン，スI､画一プ松の中でば，ジヤツク

パインが一謝審認也に，ストロープ松が一番肥沃地に生

えていることになります。ことに，ストロープ松は一般

の松類と異なり，パイオニア植物ではなくクライマック

ス植物です。ナラ・ド口・カバ・ジヤツクパイン・レツ

ドパイン等がパイオニアとして成林した後に飛び込ん

で，しだいに他を圧倒して主ｲ緬竜になります｡従って，

立派なストロープ松の林はインデアン保護林のようなと

ころでないと見られません。米国では，火災跡地や皆伐

跡地にストロープを一斉造休して失敗したことが多いそ

うですが，強い日射や，土壌の乾燥迄対する配慮が足ら

なかったことに原因しているようです。今でば土地を選

んで造林が行われています。

さらに土壊が粘土分に富んで来ると広葉樹林になり，

水分の豊富なところは，ニレ，シナ，カエデ等が多く，

乾燥したところはナラ林ですが，ウィスコンシン地方の

広葉樹林のクライマックスほカエデ林といわれてい蓑

す。ブナは見られません。カエデが優占寸る一つの大き

な要因として，結崇鐘の多いことがあげられています。

ナラは非常に渥譲が多く，ホワイトオーク群とプラツク

オーク群に大別されていますが，雑種が多く私にはとて

も識別でき重せんでした･雑種が多い理由としては，開

梅毒期の等しいことがあげられています。

湿地およびその周辺には，一般にハンノキ・ドロ・カ

バ・タマラック(LarixLariciana)等の純林が多く見

られます。北部カナダ国涜の方へ行くと1､ウヒ・バルサ

ムモミが多くなってきます。北部では泥炭地が多くなる

わけですが，この泥炭地に生立した森林が代を重ねる

と，泥炭の凋鵜が木質によって置き換えられ，木質泥炭

と呼ばれるものになります。この木質泥炭地のトウヒや

パルサムモミの成長が非常に良いのにほ驚きました。ト

ウヒやバルサムモミは排水不良地への造林桜纐として考

えられていますがほとんど造林されていません。カナダ

ツガは多くの場合カエデと混交して生えていますが，カ

ナダツガが入るとポドゾル化力進承董す。しかし，この

カナダツガ林の#識寓植はポット試験の結果は肥効に富

んでいるという結果が出ています。想像もしていなかっ

たことです。

針葉樹林は多くの場合ポドゾル化が認められ主す。は

なはだしい場合は20年生のレツドパインの造紘地でポ

ドゾル化が肉眼で認められ叢した。ポドゾルといって

も，我国のように必ずしも全土層が酸性というのではな

く，表層は強酸性ですが下層は中性の場合もあり，時に

松井：米国の森林と土壌見たまま

は微アルカリ性の場合もあります。従ってポドゾルは森

林土壌として必ずしも悪い土壌とは考えられていませ

ん。教科書によると，ポドゾル化は零令多湿なところに

現われることになっていますが，8月に掘ったある断面

では，表層40糎ほどはカサカサに乾いているのに完全

なポドゾルになっている土壌がありました。この地方

は，夏は乾燥期で，草原地帯では乾燥のため6月には草

が枯れて一面に黄趣くなるぽどです。もちろん，排水の

悪いところに発達するグテイポドゾルもあります。

また，この地方でば造休木の枝打ちは禁物とされてい

叢す。造林地は壹般に砂質士嬢で，しかも雨量が少いの

で，水分不足が林木の戊長には致命傷になります。枝打

によって林内の通風をよくするのは愚策だというので

す。枝打も土地条件によっては一様にいかないようで

す。我国でも，東北雲日本に見られる飛び腐れば，舌曝

な枝打箇所から侵入する虫によって病気が譲箔されるよ

うです。この飛び腐れの多い土地は他と土壌条件が異な

っているようです。こんなところでは，枝打をしない

か，または特に丁寧な枝打を考える必要があるのではな

いでしょうか。

米国の森林では下草の少ないのに驚きました。もちろ

んササは見られませんし，林内を歩き廻るのが実に楽で

す。ことにレツドパインの造林地内では一本の草も見当

らない位です。光はあると思うのですが，落葉錘が多く

完全に地表を覆ってしまうからでしょうか。もつとも，

比較的密植で,ha当り6000本位植えています。反面，

林地は土壌が乾燥します。私の行なった短期間の測定で

も，密な造林地，粗な造林地，無立木地では，密林地が

最も土壌が乾いていました。もつとも，これはあらゆる

気候帯について当てはまるかどうかは解りませんし，傾

斜地でばまた他の因子が入って来るでしょう。

山火は当地方の名物で，5～6月頃が特に多いのだそ

うですが，最近は統空嬢を取り入れた警戒体制の整備に

より非常に少ないそうです。私も小さな山火を一度見た

だけです。

米国でば，苗畑は砂質土壌を選ぶのが原則とされてい

ます。理由は，人工によるコン1､ロールが一番容易だか

らです。例えば，病虫害，雑草駆除が非常に楽になりま

す。これが粘土質のところでは非常に困難になります。

私の歌たところでは，殺菌剤，殺虫剤，雑草駆除剤は播

種，床替前に全部土壌中にほどこし混和していました。

ボルドー液は使ってい童せんでした。樹種はぼとんどが

レツドパインで非常な密植です。掘取り，床替えも機械

で能率をあげていました。これも砂質土壌のために非常

に簡単です。砂質のため不足する水分は潅水で，菱分ほ

化判巴料と掛巴で補い室す。倒巴は，泥炭を1年堆置き
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化学肥料で富化したものを使用していました。最近は，

鋸屑糊ビカ崇用化の段階に入っています。凍上の心配は

ないそうです。これも砂質土壌の所為ではないでしょう

か。苗ほ州立の大苗畑で生産され売出されています。パ

ルプ会社は大苗畑を持っていました。誕苗の内容は全く

同じでしたが，流石パルプ会社の苗畑では春の忙しい時

は土，日曜なしで仕事をしていました。

林地麺Eはまだ試験の段階ですが，ところどころで効

果を挙げています。ただし，その経済性にについては否

達的な学者が多いようです。面白いのばカリの単用が効

果を挙げている例の多いことです。これば王壌中に石灰

が多いために，木によるカリの吸収がおさえられるため

ではないでしょうか。苗畑でも我国よりも極端に多くの

カリを獅巴しています。．

以上，ウィスコンシン州とその附近の森林と土壌につ

いて見たままを述べてきましたが，他の部分については

見聞が非常に限られていますので気のついた点の象を記

して承ます･南部のミシシッピー，ルイジアナ，フロリ

ダ地方に朧，砂岩を母材とした赤色士があります。ここ

にはスラッシュパイン(Pinuselliottii)の林が見られ

ます。A層などほとんどないような土壌でよく成長して

いるのに驚きました。病虫害も少ないそうで重要な造林

樹種になっています。ルイジアナ州で日本のアカマツ，

ク戸マツと一緒に見本的に植えられている木の成長がよ

いのに驚かされました。瀬戸内海地方には一応考えられ

る樹種ではないでしょうか。この地方にはロングリーフ

パインも多いのですが，植付後数年間は成長が止ってい

るようで，これを改良するためにスラッシュパインとの

交配が行われてい蓑した。また南部の沼沢地，湿地には

落羽松の大きな林が沢山あります。腐れにくいのでいろ

いろの用途に用いられていますが，穣極的な造林は行わ

れていません。

ウィスコンシン州から西へミネソタ・ダコタ・モンタ

ナと画ツキー山脈に到るまでは平原の連続で,1､ウモロ

コシ畑から乾燥草原を経て塩類士へと乾燥の度合が強く

なって行きます。この平原地帯では，ノi1かクリークのそ

ば以外には樹木が見られず，その樹木もド戸などの広葉

樹の承で，針葉樹ほ見られません。ロッキー山脈に近づ

いて傾斜地になってはじめてマツカ現られます。針葉樹

の分布を支配する何か特殊の制限因子があるように思わ

れます。山脈の東側は雨量が少なく当然土壌はアルカリ

性になっているから，前に蝕れた立枯病の影響も当然考

えられます。

ロッキー山脈に入り、ますと山岳林となり，変グラスモ

ミ，トウヒ等が多くなり蓑すが，それでも戸ツヂポール

松やポンテローザ松など松の分布は非常に広くなってい

、

ます。一般論として土壌の安定したところはモミ，トウ

ヒが多くなるわけですが，ロッキー山脈は日本にくらべ

て土壌が未熟です。従ってマツが多くなっていると思い

ます。ワシントンやオレゴン州のダグラスモミ・トウヒ

は通直で実に立派なものですが，マツの分布の広いこと

も驚異でした。カラマツもありましたが，見るべきほど

の成長ではありませんでした。モントレー松(Pinus

radiata)も成長がよいので存呂ですが，これはカリフ

ォルニア州のモントレー半島に局限されて分布していま

す｡海岸に沿った砂質土壌に生育している林を見童した
が，1年に1米以上も伸びているものもありました。分

布が局限されているのが心配ですが,､カリフォルニアは

日本の気候に近いので，海岸林には利尉できるかもわか

りません。とにかく，米国の森林には今ツの多いのに驚

きました。我国に比して雨量が少なく，土壌が溶悪であ

るということができるでしょう。しかし，成長のよいも

のも多く，また，我国のマツに比して純系のものが多い

ように思われます。我国としても一応研究して承る価値

があるように思われました。

セコイヤはカリフォルニア州の一部に分布しています

が，その土壊も限られ，我国でいえばスギの適地と思わ

れるようなところです。根系の分布もスギによく似てい

ます。米国にはスギのような優れた木はありませんが，

スギを植える様な良い土壌も少ないようです。これに反

し，農耕地はすばらしいものがあります。我国はやはり

森林国というべきでしょう。

米国の林業が我国より進んでいるか否かを判断するに

足るだけ林業をゑてくることができませんでしたが，土

地産業の基礎である土壌学の知識が行き渡っているのに

は感心しました。その理由ば教育にあると思います。森

林国であ為我国の林業技術者が土壌に関する知識を十分

身につけられるような教育が望まれます。

（筆者・林業賦験場土雲調査部）

－28－

皇
望

。

四

一



スカレこ新聞用紙またはバルブの製造工場を建設する計

画をもつ組織体に対して，数箇のパルプ材林区を払下

げる用意がある｡」

さらに米国大旗館からは，上記要旨の伝達にそえて，

次のとおりの付言があった。

「アラスカ国有称から針葉樹材を入手したいという

日本政府の懇請に対し，かくのごとく好意ある配慮が

なされているのにかんが承，具体的な開発計画細目を

つけて，林木取得権の申請を在ワシントン日本大使館

を経由し，国務省に提出されるよう云を」

このため,林野庁および関係各省と森材資源総合対策

協議会は，直ちに準備を開始し，同年9月には交渉団を

12月には森材調査団を派米するなどして，遂に翌年8

月には，国内の化繊，バルブ，製紙，製材等関係各業界

の共同出盗による日本法人「アラスカパルブKK｣(受

権資本15億円）を設立した。

ついで28年12月には，会社の全株式出盗による子

会社AlaskaLumber&PulpCo.,Inc.(ALP)を

現地に設立し，鋭意事業計画を推進して来た結果，31年

10月15日には米政府との間に向う50ヶ年にわたるき

わめて低廉な立木払下契約を締結し，さらに現地に工場
を建設するための各種の許可等を取得して，32年8月よ

り建設工事に着手した。

また一方建設に要する総題55,500千弗の資金もまず

国内調識･は32年7月輸出入鏑ﾃ，興業鏑子，号“信

用銀行の協調融資が決定し，ついで米国内における調達

分については12,000千弗の社憤譜予,7,000千弗の先順

位手形引受も確定し全額の盗金調達を完了した。

その後建設工事は順調に進承，明34年8～9月頃に

嫁完成の見透しとなっている。

なお，アラスカのランケル市挺，本社の子会社として

ランゲル・ランバー・カンパニーを設立し29年7月か

ら製材工場を借受け，製材の生産と日本向輸出を行って

きている。

小生は当時森材資源総合対策協議会に派遣されていた

関係上29年9月末から12月までの約3ヶ月間アラス

カ，シ1､力地区の森材調査に従事し，全素材生産可能量

1億石，内パルプ材8,000万石という調査結果をうると

ともに，伐区毎の搬出条件の調査等をも合わせ行った。

2．アラスカの森林

アラスカと云えば，多くの人とはエスキモーの懐む雪

と氷にとざされた原野を想像するようである。

しかしトンガス国有林のある地域は，カナダの西側，

太平洋岸に細長く南下した島喚地帯で，決して年中を雪
や氷にとざされたところではない｡,なかでもALPに払

下げられたシトカ(Sitka)地区は，日本の沖を通過し
た暖流黒潮が流れつくところであるために，その気候は
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1．これまでの経緯

日本政府が，わが国における木材需給の逼迫を緩和す

るという観点から，ときの駐留軍総司令部に対して，ア

ラスカ国有林針葉樹素材の日本向輸出を懇請したの朧，

昭和27年1月24日のことであった。これに対して同

年6月，在日アメリカ合衆国大使館より外務省あてに，

本国政府の次のような意向が伝達された。

「日本がアラスカの森材開発挺参加する最も実際的

な方法は，製材・パルプその他の木材加工品を生産す

る目的で，合衆国にアメリカ（盗本)あるいは.日本(資

本）の会社を新設することである。

合衆国山林局は，かかる企画を推進するため，アラ
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未開発地域の林業

~

アラスカの町と森林

涕
）

10。以上も南部のシヤトル，パンクパー地区に近い温和

なところであって，わが国の匪鮪地方と大差はない。

したがって，そこには織笥40～50m,直径50～80cm

程度の針葉樹林が，海岸の波打ぎわから立錐の余地もな

いほどに茂っている。ただ獺友500～700m程度になる

と森林は急に潅木地帯にかわるが，これも50～100m程

度で蘇苔類にかわり，さらに無毛の岩石地となる。さら

に上って1,500～2,000mとなると小翻莫の氷河もない

では澱い。また海岸から遠ざかるにしたがって樹商が低

下し，5～6kmも谷合を入ると森林は皆無となる。こう

したことは，瞬荒によって生ずる雲あるいば霧が冬季の

夜間に澄う地帯の象に森材が成立していることを物語る

ものであろう。ではいますこし議細にこの地方の実伏を

のべて承よう。

（イ）位置，地勢

Tongass国有林は，アラスカ営林局のPulpMill配

置計画によって，4つの地区に分けられている。ALP

に払下げられたSitka地区は，この4地区のうち最も西

側の太洋堰'二にある3つの島であって，北練56｡～58.,

に位し，その塵池直職は59万町歩，我が国の山口県あ

るいは大分県などの両費とほぼ等しい。

これらの島々は-様に南北に走る山脈をもっているが

これば地殻の収縮作用をそのままとどめているものであ

ると説明されており，海岸線から20｡～30･の傾斜をも

って屹立している箇所が多い。この地区の特色は，上記

のように屹立した山岳地帯が多いことと，水深の深い海

峡，江湾，浦沼，などが多いことである。

また一部には海岸から30～40m|急に高まって，あと

は台地をなす箇所もあるが，かかる処には湿原(Mus-

keg)が多く森林ほきわめて悪い。したがって，諦筆か

ら屹立する箇所の木材は筏上の集材機によって容易に海

に落され，集材はきわめて容易であり，運材を多くの入

江，海峡等を通して，大型の平筏（1枚3,000石程度）

3,000石の平筏

Ⅱ

勺

アラスカ，ケテカン地区の(癖現場

トラックは1台130～150石榔鮫

に行うことが出来る。により容易に行う

（ロ）気候
~
ノ』Sitka地区の気候が予想以上に猛和であることはすで

にのべたが，それは次の表をぶても容易にうなずけるで

あろう。
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（28～40年間の測定平均）

このような気候が@'JapaneseCurrent''の影響によ

るものであることは上記のとおりであるが，このために

Sitka地区南北200kmの間には林相上の大きな謹篦を

象とめない。

この暖辮ま，この地方に特に発達している海峡,江湾

－30－



アラスカの森林開発

群状に行われてきたようであるが，現在はほとんど全林

が300～350年生のHemlockの鯉溌相に達しているよ

うであり，箇所によりその中に若い100～200年のもの

が混生している。また場所によっては倒木のため50～

100年程度，直径30～40cmの2次体が存在するのも

承とめられる。

樹冠に穴を生じ，林内に陽光がさしこむところでは，

林内を歩けない程度に稚樹が発生している。したがって

このTongass国有林には人工造林地は皆無であり，将

来も天然雰iにより優良な2次林が作られるという確信

を持つことができる。

3．森林調査

さて森林調査はアラスカ営林局がさつ映していた航空

写真を利用した。これは5万分の1の縮尺のものである

が，個々 の立木の樹種,高さ，直径等まで判読可能なも

のであったから，10月上旬から小生1人で15日間に，

当初の10年間に伐採する予定箇所約12万町歩の森林を

地勢に応じ瓦の伐採林区に分けると同時に，それをさ

らに林相に応じ，階煽分けし，標準地測量の地点を選び

約20日間で調査計画を樹立した。丁度この計画が出来

上った処で，材野庁の佐伯技官および札幌局の三宅技官

が到着し，翌々日から直ちに標準地の測樹と，階層区分

の実地検討に着手した。

かくして約40日間にわたる森材調査を行ったわけで

あるが，その結果われわれば，全利用可能林をA,B,

C,Dの4地利級に分けた。A地区は海岸に近かく筏上

から集材可能な地区,B地区はトラツクターとトラック

の使用を要する箇所,C地区臆物理的には利用可能な立

木があるが，現在のところ経済的には開発できない地区

,D地区は利用不可能林の存在する地区とわけたわけで

ある,いまその結果を集計すると次表のとおりであった。

すなわち初斯の10年間に伐採の対象とする地区の面

積は約12万町歩，内林地の面積は約8万町歩，立木総

蓄積約8,000万石，利用可能立木3,800万石，これから

伐出出来る丸太量約2,300万石と測定したのである。

さらにこの調査資料を基礎として，約20日間にわた

る作業を行った結果Sitka地区全域の利用可能林は約

1億石，そのうちパルプ材として利用出来るHenJ1ock

は約8千万石と推測した。

4．アラスカの森林開発と地元民の状況

さて以上のような森材資源を原料として建設されつつ

あるパルプ工場の生産規模は，年間人絹パルプ10万屯

これに付設する製材工場の挽材は年間20万石が計画さ

れている。したがってこれら両工場で使用する従業員数

は将来5～600名となる。しかし日本からはエンヂニヤし

か行って従業出来ず，外国労務者の使用は禁じられてい

入江等を通じて数時間毎に出入するため，絶えまなく発

散する暖い蒸気と，霧，雲等によって沿岸地帯の山麓の

気温と湿度を著しく高め，この地方の森林を伸びの良い

優良な針葉樹林としてい愚わけである。

しかしこうした暖流の影響をこうむらない内陸地帯は

その繊度が示すとおりの高燥寒冷な気象条件に支配され

て，植物の生育を著しく制限されて草原あるいは無毛の

岩石地が多い。

またこの地方の雨量が多し､ことは上表でも明らかであ

るが，10月頃からは毎日3～4度の降雨があり，晴天は

わずかの雨のあい霞に悪る程度である。しかし降雨はそ

れほど多くはなく12月上旬から5月のはじめまで約6

ヶ月間S此ka地区では山麓で5～60cmあるいは1xn

程度である。このため年中伐採事業を行うことも不可能
ではない。

（ハ）森材

Sitka地区の全薗職が約60万町歩であること嘘まえ

にのべたが，この内森材に覆われているのは約1/3の20

万冊渉程度である。そしてその大部分は海岸の山露幽帯

に偏在している。

この地区における主要樹種嫁，次の3種であるが，な

かでもHemloCkが圧倒的に多い。

Hemlock(WesternH.)80%

Spruce(SitkaS.)25%

Cedar(YellowC.)2%

このHemlockは，通常いたるところに生育してい

るが，ただこの地方に多い湿原の周辺では嬢小化し，

YenowCedar,LodgepolePine等にそのところを

うばわれている。また繭鼓500m前後になるとMoun-
§･

tainHemlockにとってかわられている。

SPrUceは北海道のエゾマツによく似ており，這滞海

岸線に近い山爵馳帯,河川に近い低湿地帯などに良く生

育し,Helmockと混生しているが，海抜高の高まるに

したがって混入率が低下し300～400mではほとんど承

られなくなる箇所が多い。

YellowCedarは他の樹種の育ちにくい岩石地，感面

地などに現われているが，不良木が多い。しかし南部に

下るにしたがって素性のいい良質のものも増加している

ようである。

なおこの地区には，広葉樹がほとんどなく，わずかに

河川の両岸，崩壊跡地などの日当りの良い箇所にRed

A1der,Winow等があるにすぎない

また林内には直径1]n前薩の倒木が多く，歩行にも困

難なほどであるが，これらは全面スギゴケの類で覆われ

潅木，雑草などはほとんどない。

これらの蕪材の更新は，嵐による集団的な倒木により

－
１
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未開発地域の林業

で及んでいるから地球の裏側にある日本の周辺に比べて

ゑると，丁度樺太の北端からフィリッピンのミンダナオ

島に達する範囲にわたって拡がっていることになり，従

って地形，気候，植物の分布等きわめて区盈である‐

‐プﾗヅﾙ地形図

○当初10年間の伐区における調査結果

|面積|立木総量|響用可熊

区
区
計

地
地
Ａ
Ｂ
小

開
発
可
能
地
区

ha

l‘8，688

10,330

29．018

万石
3，636

1，787

5，428

万石
2，551

1，262

3,813

材

鋪
必
一
フ

ワ
イ
０

同
困
難
地
区

■
１
０
１
６
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｊ
ｌ
Ｉ
４
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
９
６
Ⅱ
且
■
■
■
９

C地区

D地区

5，995

38，950

565

1,968

7，951

’
一

〃

地

材地合計 73，963 3,813

繍堂恭蝿｜““｜‐｜‐ 平 ム
b

118,280
計7,951
(119,265町）

坐

汗
総 3,813

る。このため工場建設地シトカの人口は現在3500～4000

人程度であるが，この内の大多数の者がこの工場と何ら

か関係をもちうることとなるため，現地人のこの事業に

対する態度はきわめて良く，あらゆる協力をおしまない

状況であった。なお人種的には7～8割が米国人であ

り，他はインデアンとエスキモーであるが，これらも完

全に米人化し，その特殊性はあ童り恐とめられない。

またこのl､ンガス地区には，ケチカンパルプ工場とジ

ユノウ合板工場があるほかほ2～3の中小製材工場およ

び数ケ所の中小魚類カン諾工場がある程度で，そのほか

に承るべき産業はない。

しかし，地下資源として銅，鉄，マンガン等があり，

水産資源もきわめて豊富である。

なおジユノウには日本人家族1，ゲチカンには同13家

族（90人）が在住し，多くは商業を営んでいる。これら

の人々が，日本人のなす大事業の成功を心から祈ってい

ることはいうまでもない。

（筆者・林野庁林産課）

ブラジル森紳地帯

〃〃
士

藻雰蕊諺熱帯:態帯扉鮭Z傷

〃
〆ノノ〆ノノ
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温帯耐林

(A)地形，気候；この大陸ほ比較的単純な形をしてお

り，ほぼ直角三角形で，地形は西側の太平洋沿いに南北

に走るアンデス山脈，ゴ鋼のカリプ海沿岸近くのベネズ

エラ，ギアナ，ブラジルにまたがるギアナ高地，ブラジ

ルの南半分を占めるブラジル筒地，アンデス山脈とギア

ナ高地の間に挾まれるオリノコ平原，ギニヤ高地の南の

ブラジル高地との間に拡がるアマゾン低地，アンデス山

脈とブラジル高地の間のラプラタ低地等に分けられる。

気候は赤道が大陸の北部を通っているので，南部を除

いては大部分が暑い。東の太西洋から吹く多湿の風がア

ンデス山脈にぶつかって雨を降らせ，降雨量も一般に多

南米の森林事情について

佐'々木友
士
ロ

一口に南米といっても，広大な大陸であって，東西に

3,000哩，醇化には4,000哩，面讃にすれば7,500,000

平方哩もあり，日本の面穣の50倍，中国の2倍に相当

する。緬藍を見ると北緯10。付近から南緯60.付近にま
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い。ただアンデス山脈の西側にあたる太平洋岸の狭小な

地帯では雨量少く砂漠になっている。しかし南那の暖帯

地方は，西側の方が雨量が多いが，反対に東側健少い。

(B)森林の状況：森林は温度と雨量に恵まれた地方は

非常によく発達して競り，面積にして大陸のほぼ半分を

占めている。樹種は大部分が熱帯林であり，南部のアル

ゼンチン，チリー等へ入ると暖帯林になり，さらにその

南端のPatagonia地方に行くと温帯林の樹種であるブ

ナや針葉濁が混生している。

昨年春,筆者ばこの南米の森林を企業的に開発するこ

との可否を調査するために現地に出向いたが，この典う

な広範囲に拡がっている地域に対しわずか2カ月という

短期間であったのでごく部分的な調査に終り，資料さえ

も満足に集まらず，非常に断片的な報告になると思うが

踏査した地域を中心としてその実情を述ることにする。

（1）アマゾン河流域を中心とした熱帯林

熱帯林としては広大なアマゾン低地に最もよく発達し

北はベネズエラのオリノコ低地，南はブラジルの祭リビ

ヤ国境付近のマデイラ低地に童で間隙なく密林で覆われ

ている。この林相を上空より視察すべく，ブラジルの首

都であるリオ・デ・ジャネイロからｵ晒のマツ1,．グロ

ソ州のクイバ，及びここから北を西にあたるアマゾナス

州のマチウスを経由しアマゾン河に沿ってその河口に近

いベレンに至る国内線の航空路を利用したが，その上空

より見た景観は，クイパの少し北から先になると文字通

り見渡す限りの真平らな密林であった。

この地帯の1極小地点であるベレンの南方約120km

の地にトメアスというところがあり，ここは日本人の第

一次アマゾン移住者の入植したところで，現在黒胡椒の

栽培で成功しているが，この開拓地の西に隣接する原始

林を州政府から払下げる話があり，その予定地を踏査す

る機会を得た。ここは熱帯性低地形の典型的な榊目であ

るが，東南アジヤのそれとは全く異り，双羽柿科の林木

すなわちアピトンやラワン等の厨が全然無く，董科，棟

科，桑科等の林木が優勢であり，樹種の混交度は東南ア

ジヤよりさらに複雑である。林内に入って象るとどの樹

種も生長はきわめて良好で，幹は通直であり，胸高径は

50～120cm,樹高は30～40mで時には50mに達す

るものもある。土地獄全くの平坦地で腐植層ほ浅く，土

壌は黄白壌土でpHI*5～6,樹冠は完全に欝閉し下草

ほぼとんど無い。

この林地には戦前から日本にも輸入されたことがあっ

て馴染象深い樹種である南米チーク(Freijo),シルキー

ォーク(LouroFoia),マカカ(Macacauba),ゼフ'ラ

ウツド(AugelinRajado),南米女ガヤサン(Acap'i),

南米桑(PaoAmarello),パープルハート(PaoRoxo)

南米の森林事情について

等が混生している。これらはすべて色彩，光沢の美しい

いわゆるマホガニー，タガヤサン，コクダンというよう

な堅木類である。その他Massaranduba.Sucupira等

樹形よく径級も大で利用価値が高いと思われるものが多

い。主要樹種を列記すれば下記のようなものがある。

FreijoCordiagoeldiana,Hub.(Forraginaceas)

PaoAmarello

Euxylophoraparaensis,Huber(Rutaceae)

Sucupira

Bowdichiauitida,Spruce(Microcarpuns)

Massaranduba

Lucumaprocera,Mart.(Sapotaceae)

Cuaruba

Vochysiagrandia,Mart。(Viquisiaceae)

LouroVermelho

Nectandraglobosa,Mez.(Lauraceae)

LoInoAmarello

Nectandraamazonum,Need.(Lauraceae)

CupidbaGoniaglabra,Anbl.(CelaStraceae)

Piquia

Caryocarvillosum,AUbl.(Cariocaraceas)
〆

It211ha

Quodapheassplends,HiCke(Lauraceae)

Acapd

Vouacapouaamericana,Aubl.(Leguminosae)

MarupA
Simarubaamara,Aubl.(Simarubaceae)

この調査地ほAmazon輝也林中の余りにも小部分で

あるにしても，これによって他の部分の榊目をぼぼ推察

出来るものと思う。このようにこの禦滞林は広大な森林

面積を有し，単位当りの議費も多く，また優良な広葉樹

に富んでいるので，木材の大資源地であるが，これを開

発し立木を利用するということになると，人口が非常に

濡溝であり，さらに壷の便が悪いために種煮の難点が

ある。しかしなんといっても将来の資源として鬘茎喜な存

在であり，米国が日本人の労務者を入れて大鑑な開発

を考慮中ということを耳にもするが，日本としても注視
する必要があると思う。

②．ブラジル南部の腫謡林

上述熱帯林は南緯20.位から次第に暖帯林に移行し，

パラナ州，サンタカタリーナ州，リオ・グテンデ・ド・

スーノLご州等ブラジル高地の南方海岸近くの山岳地帯に入

るとマテ茶，アラウカリア，椰子等が現れて暖帯体とし

ての特色ある榊目を示している。さらにこの地区はリオ

・グランデ，サンタカタリーナ，パラナ州のごとくバラ

ナ松(Araucaria)の多い地帯と，サンパウ戸，マツト

グロツソ州等の丘瞬也はCedro,Guatambd等を主と

する広葉樹暖稀休の二つの特色ある地帯に分けられると

思う。詐昔の森林は躍査する機会がなかったのでここで

は特に後者について説明する。
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この地域でば北方の低地林と異り樹高もやや低く，ま

た下篭及び蕊茎類力蕊茂していて林内の通行を妨げてお

り，地形も複雑で搬出は容易でない。しかしこの地帯は

人口が比較的密集しているだけに開発も盛に行われてい

る。そのため膓載合林は少くなっているが，残っているう

ちの二，三の森林について調査し鎬果，開発が相当進ん

でい,る地帯ではあるが，その椎荊関係とか境界という点

では，考え方が臓揚なのか，無関心なのかきわめて陵味

で我との観念でば将来いろいろ難問題が起りそうに思え

るにもかかわらずこの土地の人達はそんな事は問題にも

していないらしく，早い者勝という事のように象える。

この地方の掻瞳は後で述べるアルゼンチンのミシオネ

ス州やパラグアイの森林と同標で日本には知られてない

織重で優良木としては南米桧と称されるCedro(Me.

1iaceae）やGumixabaCanellaといったものがあり

材質はやはりマホガニー，タガヤサンに類似している。

遼的に多いのはGuatambdで，これは南米ブナとも称

したい形質である。主なもの朧，

Gumixaba

Sideroxylonginocarpum(Sapotaceae)

CanellaNectandrasp. (Euphorbiaceae)

GuatambdAspidospermamacrocarpumMart.
(Apocynaceae)

MaSsaT･anduva

MimusopsHuberiDucke(Sapotaceae)

Ip6TecomaochraceaCham.(Bignoniaceae)

Jequitiva

CouratoriiEstrellensisRaddi.(Myrtaceae)

等である。

前述の通りこの地方は需要に応じて盛んに鍔尿が進ん

でいるのでことに便利のまいサンパウロ州などでは，す

でに演源が不足しており，この対策として造林にも深い

関心が持たれ，生長の早いpinuSやユーカリの研究が

真剣挺行われている。ブラジルは国内にアマゾンの大森

林を持っているとはいえ日本からボルネオ迄位の適隔の

地の事であり，かつ桜腫的には錐葉樹の需要という面か

らむしろリオ・デ・ジャネイロ，サンパウロ等の市場を

対象とする林業としてはこの種の造林が将来大いに発達

するものと思われる。

（3）アルゼ．ンテン・ラプラタ河淵誠

アルゼンチンは森林資源は少なく，全国的にパンパス

またはカンポと称せられる草原地帯が大郷分を占めてお

り，森林地帯としては南部パタゴニヤ地区にてアロウカ

リヤの森林があるが，この地方は地漉謹い遠隔の地にて

利用不可能であり，生産地は主としてラプラタ河L上流の

パラナ河とウルグアイ河に挟まれたミシオネス州の暖帯

林に限られている｡

路

△
皇ンオネス州図

この州は北朧パラグアイ，南はコリエンテス州（アル

ゼンチン)，東はブラジルに接する細長い地帯で，匝識

は本邦の九州に匹敵する大きさである。中央やウルグア

イ寄りに低い山脈があり，一般にゆるい這妖のある土地

で嚴逼に富承年平均1,800mm潅疫で，全面積の4/5

が森材地帯になっている。中央山脈の両側にそれぞれパ

ラナ河，ウルグアイ河の両河沿いに平行して国道力掘じ

ており，この進磯か瞳10～15km位の間はすでに伐採

済承で経済的価値のある林木は伐り尽され，残立木は2

級，3級の価値の低いもの，あるいは1級木の細径木で

ある。ただし，パラナ河は平坦な土地を流れているから

川飴の航行が可能で，ウルグアイ河は滝多く航行不能で

ある震豚上，中央山脈のバラナ河側はよく開発されてい

るが後者は遅れており森林も原形に近いものが残ってい

る。なお，パラナ河側においては当国最大のパルプ会社

である@fCelurosaArgentina''が伐採跡地はバラナ・

松，メキシゴ松，ユーカリ等を相当の鐡莫の計画をもっ

て造林中で，日本人の田中氏が実地指導に当っていた。

同氏の説明によれば，生長は非常に早くEucaliptusな

どほ4～5年で代採し，その材積は1町歩当り1,500石

位であるという。

これらの森林にある樹種は熱帯性のもの多く，上述の

ブラジル南部地区樹種とほぼ同様で，その数嫁80～100

種といわれ，その中でも経済的価値あるものは，

CedroMiSioneroCedrelatubiflora

GuatambdblancoMicrocarpusfrondosus

rncienso RFI1fourodendronRiede1ianl'm

PelerebiTabebuiasp.

Lapecho Cardiatrichotoma

AnchicocoloradoPiptadeniarigida

量的に多いものは，

口

《
誌
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南米の森林事構について

A1ecrin HoIocalyxbalansae

CatigueblancoTrichillacatiguA

Vagl'riha Crysophyllummaiginatum

Roboblanco Lonchocarpusleucanthus

Timb6blancoEnterolobiumguaraniticum

その他に主要なものは，

IbirA･pereApuleialeiocarpa

･AuchicocoloradoPiptfindiarigida

C2ncharana Cabraleaobongifoliola

Timb6coloradoEuterolobiumcontortisiligum

RoboamarilloLouchocarpussp.

Guaica Ocoteapuberuba

GuayaibiPatagonulaamericana

CurupiSapiumhaemalospermum

等である。

（4）アルゼンチン・プエノス・アイレス市近郊の柳属

の造林地

アルゼンチン健前述の通り木材資源に乏しく，年々相

当量の輸入により補っている状態で，主な木材産地であ

るミシオネス州においてすら造林が行われており，造林

に対する関心は相当高まっている。

プエノス・アイレス近郊のラプラタ河河口の三角州地

帯にもプエノス・アイレス市に対する供給源として，こ

の湿地帯にヤナギ，ポプラ等柳属の造林が藤んに行われ

ている。この地帯は低地で水潤地なるため，排水の溝を

掘る等相当集約的な造林方法であるが，生長はきわめて

良好であり，いずれも4，5年で（胸高直径7寸位）伐

採出来るため，かなり有利な事業であるという。主な用

途は，太物ほ板にして家具，果物箱等を作り，細物は揚

子，薪に使用されているが，求職法ば材が細目なため長

さの集計で表わし,1inea-metroの単位を用いている。

（5）パラグアイアルトパラナ地帯

パラグアイ国の森林の主なるものは，前記のミシオネ

ス州森林と隣接しており内容はほとんど同一である雪パ

ラグアイ国を中心にこれを説明すれば，その中央を流れ

るパラグアイ河により東西に二分されているが，この二

地域ほ全く樹湘を異にしている。

匝識はチャコ地方といわれ，牧草地，潅木地の柔で森

林はない。商業的佃噸のあるのはケプラチヨだけで，こ

れはタンニン原料，脳沐，杭等に利用されている。東部

は波状の起f懲伏地帯でバラナ河に向い次第に平魍になっ

ているが，気候は温暖で地味も良く，瀞暴広葉樹に富ん

でいる。パラグアイの木材資源はほとんど東部にあり，

画賢780万町歩の内，パラグアイ河寄りの地帯を除き

600万町歩が森林貸鰐である。その総議責は72,000,000

nlSアルト．パラナといわれるが，その内輪出用貴動く

ポIノビヤ

アルゼンチン》
吾

は10％で，残りは国内向の木である。

樹種的には土語による地方名が異るだけで内容的には

ミシオネス州とほとんど同じであるので説明を省く。

なお，前述ゐ〃m3アルト・バラナ〃とばミシオネス

州にても使用されている木材の数量単位で，吋と米の両

建を用いるなんとも不合理なものであって，長さを米で

径級嫁中央周囲を吋で測り4吋を控除したものを4で割

った商を自乗し求積したもので，

10〃×10〃×1m=1m8アノレト・パラナ

となり，約2斗3升に相当する。

パラグアイほ人口僅か150万人で国内消費はきわめて

少く，前記の盗源からの木材ほ大部分アルゼンチンに輸

出されている。特に世界大戦により欧米からのアルゼン

チン向輸出が杜絶えたため，パラグアイ材の需要が急に

高まったが，最近では，またアルゼンチンの外礎事情が

悪くなり輸入が制限されたので，パラグアイの林業も余

り活気がなくなっている。

パラグアイは日本人の移民を歓迎し，現在相当数の移

民計画を政府間で交渉中であり，その入殖予定地臓PaF

rana河森林地帯との事である。この森林も河川の沿線

の識出の便良き場所の優良木は伐採されているので，全

くの原始林は相当の奥地となるであろう。あるいば開墾

と伐採の関係，あるいは出材品の売先等いろいろ問題が

あると思うので，地上立木を利用するとすれば詳細な調

査の上で，伐木運材及び販売迄の襖重な計画を樹てた後

実施する必要があろう。

以上，きわめて断片的に，かつ大雑把に南米の森林事

情の一端を申述べたが，この狭い日本に育った者の感覚

でば諒解出来ず，あるいは誤った見方をしている点もあ

ろうかと思われるので，何卒御叱正をいただきたい。し

かしながら我を林業家にとっても南米は将来興味をもて

る新天地であると信ずる次第である。

F1

兵
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ようである。また東南アジアに対して授ずる資本につい

てそれほど大規漠でない開発のためであっても，先進国

よりはるかに高額の盗金を必要とするほど限界資本係数

が大であることが開発促進の隆路になっていることも見

過すことの出来ない剖撲である。すなわち被協力国の多

くは，経済発展低位にあるいわゆる典型的な低開発国で

あって，このため一般に埜礎的な諸施設,鉄道,道路，

港湾，通信，動力等の盗本設備あるいは衛生，教育等の

公共施設が不備であり，事業計画に当ってこれ等のこと

も考慮しなければならない実情にあるため事業のオーバ

ーヘッド，コストが高くなり投資意欲が減殺されるおそ

れがある。

その他現地の労働能率，生産力，技術水準低く事業の

円滑な運営に支障を来す場合力窪く，所得水準が低いの

で製品の販路は狭晦であり，資本蓄欲も乏しいので関連

産業の発達しない場合が多く，がいして近代産業を受入

れる基盤がきわめて脆弱であるといわざるを得ない事情

である。

かかる後進性の強い国に対して経済協力を進めるのに

ほいかにしたら良いかという点について述べると，まづ

第一に取り上げる問題として相手国における投鋳環境の

不備であることに注意することである。東南アジアの諸

国の多くは独立後日なお浅く政情の安定を欠き，また国

内治安いまだ十分回復されていないためこの面から生ず

る非常リスクの可能性があって，コマーシャル，ペース

にのる経済協力に大きな障害がある。また政治的独立の

盤得によって昂揚されたこれら新興諸国における旺盛な

民族意識は当然経済的にも従来の植民地的従属経済から

脱却して，民族的に独立することを欲求し，いわゆる経

済的ナショナリズムとして謹頭したが往趣にして強い排

外主義におちいりがちであり，とくに外篭の直接投資に

対してはかっての植民地搾取的色彩をおそれて極度に懲

戒的である。

従って産業開発のための外国の単独盗本による事業は

許されず合弁事業によらざるを得ないのであるcその場

合でも国内産業育成と民族盗本擁護の立場からﾀ蹟に対

する持分を制限し，その持分の過半数を民族資本に帰属

せしめる場合が多い。このため資本蓄穣の過少なこれら

の国において，良いパートナーを見出すことが困難であ

る。なおここで注意すべきことは商業,金融漬易部門に

鱈ける華僑の経済的勢力の偉大さであるが現在法律で華

僑の職業上の地位が18種について禁止されており，経

済上の混乱なきにしもあらずであるが，長年の歴史と経

済的基盤をもった華僑の隠然たる勢力を等閑に付しては

ならないことである。

以上概括的に問題点について考察L.て見たが，林業間

カンボジアの林業開発

－－心的一p一一＝一勺一一

杉山栄之助

欧州共同市場の結成をはじめ，中南米共同市場構想の

鍾頭等，最近における世界経済の地域化の動きは活溌な

ものがあり，わが国においても産業の長期的安定を図る

ためには，国内ばかりでなく，海外市場に多くを依存し

なければならないことは明白なことであって，東南アジ

アを初め海外諸国との経済交流,輸出入市場の開拓，確

保を対外政策として強力に推進しなければならないこと

は識者のつとに認めていることである。

先般機会を得て，東南アジアのうち旧仏印地方を旅行

することが出来て，短期間であったがつぶさに各地の実

情を見聞してさらにその感を深くしたものである。今回

編集者より「海外林業特集号｣に首題の件について寄稲
依頼あり，期待にそえるかどうか，問題点について考察

をして見た。東南アジア全般にわたって述べるには見聞

した範囲が狭かったので，一応問題点をカンボジア国に

集約して述べることにした。

同国は仏国統治時代は，仏領印度支那として一括せら

れていた国で現在ではそれぞれ南，北ベトナム,ラオス，

カンボジアの4国に分割独立しており，その一つのカン

ボジア王国である。従来これらの国は植民地的搾取に都

合の良い状態におかれており，山部のHaiphougセメン

ト工場,Hongay炭砿,Nandin紡績工場（以上現在北

ベトナ･ム領）を除けば近代的産業施設らしいものはほと

んど零で，ガンポジアのごときも国民の大部分は農民で

あって今なお米，トウモロコシ，及びゴムを生産する挫

業国である。しかし米憾すでに世界的供給過剰の傾向に

あり，ゴムも蓑た人造ゴムの進出を見つつある今日これ

ら第1次産物の承によって国家の経済をささえてゆくこ

とは非常に困難なことである。かかる後進国に対しては

資本と技術を投入して産業開発を進め，国民所得を高め

て生産水準を高め，国家の経済力を向上させることの必

要性は世界の常識になっていて，アメリカではPoint

fourprogram,イギリスではColomboplanを提唱

してそれぞれ具体的に援助しているが，独立後日の浅い

後進性の強い独立国のナショナリズムは外国の援助に対

して，経済的，経済外的な制約を強めているので開発の

効果は貧困である。なかでも民間資本にとって東南アジ

アは必らずしも魅力のある投資の場ではなく，従って盗

本流入の低調さは受入側にも投入側にもその原因がある

一
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題についても，これ等の事象を等閑にfiすることは出来

ないので，あえて冒頭に述ぺた次第である。

なお林業について述べる前に，直接，間接に関連性の

あるカンボジア国の人文，地理，政治，経済，各種産業

貿易等について問題を展開して見たかったが綱葡の都合

上割愛し，次に林業の概要について述べ依頼に対する答

えとしたい。今後の林業開発に対してなんらか参考にな

れば幸いである。

カンボジア国林業喜訓青

カン宗ジアの森紘憾菌瀬約8,800,000haで国土の半

分を占めていて，きわめて鐇冨な天然資源であって，そ

の鱒直の様相も地方的条件とか，種をの影謬によって非

常に異なっている。刈鍾区分すれば次の通りであって，

森林を編入林と保護林に区分Lて施業しているところに

特色がある。

、土地の湿顛

1）立木地8,800,000ha

a)利用可能林地6,000,000"

編入林3,050,000"

保護称2,950,000〃

b)利用不覗層地2,800,000"

2）未立木地3,600,000"

a)躍農謬馳1,200,000"

b)潅木地帯1,000,000"

c)生産のない土地及び住宅地6,400,000"

3）土地細司績17,400,000〃

4）水によりしめられた処700,000"

5）織司積18,100,000"

③編入林一一この負睡は生産及び罐制限林を属

せしめ，将来にわたり計画的施業を夷瓶するため，

藍たは国土爆麦的必要に基ずいて(蕊制限，植林を

必要と認める区域である。

嬬鰯絵これは編入林に編入せられないすべ

ての森林を属せしめ，原則として開発は禁ぜられて

いるが，森林調査が進むにつれて出来る限り計画的

施業に移行する森林であ為。従って保謹林は大体に

おいて編入林における森林が麹蒲されて木材供給を

充分になし得る“迄，相当認であるが生産が継

続し得るよう保鍔制限をしている土地である。

以上のように利用可能の林地は6,000,000haである

が仏領となる迄はほとんど邪臓物扱いにされていて，住

民の農耕のため濫伐，過伐あるいは火災によって荒廃し

た林野も広大な地積を占めており，現在利用されている

森林総面積は2,080,000haで将来利用可能な両費は

3,920,000haあり，将来の開発には相当期待出来る。

現在利用されている地域でも正規の施業計画に基ずきあ

カンボジアの林難開発

る程度合理的に利用されている森林は僅か180,000ha

にすぎず，その他は適当に慣行その他によって伐採され

ている状態であり，従って伐採状況も良好なものはほと

んどなく幼稚な粗放的伐採の行われているのが大部分で

あ る。、

林業政策についても仏溌寿代1930年3月当時の総督

令をもって公布せられた森林基本法を踏襲して現在に至

っている状態で，独立後の今日その改正の必要性を認め

られながらb、まだその措置は識ぜられていなし､が，早急

に森林の実態を把握して，仏領時代の保守的森林政策並

びに施業から脱却して積極的に伐採を進め，有用樹種に

よる森林の更正のたあ諸政策を実施中であるが政治，経

済辨情等諸般の事惜によって思うような効果はあがって

いない。

森林の種類及び分布

カンポヂア国は熱帯性気候であって，冬期は北東季節

風が吹L,て乾燥期になり，露關幟西南季節風で雨期にな

･る。植生もきわめて複雑であって，熱帯林の特性として

ほとんどが常緑広葉樹の外にヤシ類，竹類を混生してい

て樹種も非常に多く混清歩合も一定せず，森林を適確に

分類することば不可能であるが，土壌の組成，気候的条

件，土地条件によってある程度の分類は可能である。通

常カン誤ジアの森林は地況によって次のごとく区別せら

れている。すなわち

…御繍F":二鶏赫
一内陸浸水地帯の森林

ｮ……噸駕'驚鰡〆
それぞれ森林瀞の概要ほ次の通りである。

1）浸水森林地帯

ィ）マングローブ林

本林帯は粘質沖穫土壌に生育する低地林で，海水の

干満及び河口で河水と海水との混水歩合によってその生

育状況朧異なっている。カンボジア西南部シャム湾一帯

の林地がこれであって，本森林は特異な環境の下に生育

している関係上，嫌成樹種は限定されており，典型的な

林木臓紅樹科(Rhizophoraceae)に属する,Kong

Kang(Duoc,Dang).Sme(Da)Prasat(Vet)等

でMangroVe林と称せられている。またニツパ椰子

(Nipafrutieans)はきわめて広く本林帯に分布し，通

常水際にそい狭い縁坂をなして繁茂している。

本林帯は船運による便利な地帯であり，薪炭材，漁業

用材，原住民の住宅用資材またはタンニン原料として経

済的価値のある重要な森林である。
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未開発地域の林業

Kompong･Speu地方及びP11rgat河上流一帯にまたが

る地域で約3,000,000haある。この地帯の特徴は赤土

地帯(Terresrouges)を含承，地層厚く保水力大である

ので多角的艇林業に適しゴム園はこのTerresrouges

を蕊礎として発達していあ。また土壌肥沃であるので最

近Kompong-Cham営林署管ドにおいては'reakの造

林を初め各種の造林を熱心に行っている(Teak造林地

約2,000ha)

本地帯の溝成樹種は数百種に及んでいるが代表的なも

のはSralao(Lagerstroemiaangustifolia),Ankang

(CassiaSiamea)Trayung(DiospyrosSiamensis),

Koki(Koki-mosau-Hopeaodorata,KokiDec-Hopea

dealbata)Chhoeuteal(Dau-Dipterocarpus)であ

る。また本林帯の河岸,丘陵地の湿潤な低地または渓谷

等に竹林が生育し，なかでもTonle-Sap附近は代表的

である。

c)熱帯降雨林

本材滞はカンボジアの西南Kampot地方の群象山脈

(ChainedeL'E1ephant)のBokor高原南側中腹より

Siam湾に面しThailfmd国境にいたる河岸地帯の低

地帯である。これ等の地域は雨量特に多く年間4,000

mm位であるがKas-kongでは1922年に7,972mm

を記録したことがある。従って様相も東部地方とははな

はだしく趣を異にしており，欝蒼たる大森林は真の横悔

原を現出しておりBokor高原からの眼下の眺めは誠に

すばらしいものである。

本林帯の幟致ほ密林と同様その溝成樹種の多趣参嫌な

ことであって，主なるものはLeguminosaeに属する

Dalbergia,Pterocarpus,Pahudia,Xylia,Sindra,o

Dipterocarpaceaeに属す謡Hopea,Dipterocarpus,

Shorea,Auisoptera等を初めLythraceaeに属する

Lagerstromia,Sterculiaceae艇属するSterculia等

でその他はGommeguttaを生産するGommegutta,

Gu#aperchaを鐘壷するChor-niの分布は本林帯の

纈致である。

また林内の樹幹及び枝条には着生植物著しく下生植物

ほ比較的ﾉj型である。従って下木惟上層林型を形成する

無数の和潤と椰子科植物からなっていて鱈その他轄植

物の蔓延も著しく地床は溌嵯鯨直質の層で鍵れている。

元来本林帯は象や虎の生凄せる千古斧鍍の入らない全

くの原始林であって，今日迄存在せられたの朧原住民の

いわゆる「悪魔の住家」としての迷信はさることながら

露翼の鎖す不健康地であるためでもある。

．戸）濱純森林地帯《松柏科林帯）

高原のやや乾燥した地帯に現われる林型であって，こ

れ等の森林はしばしば山火に災せられ雛ziの疎林または

ロ）マングローブ背後材滞

本林帯はマング画一プ林の直ぐ後方に式汐の来ない，

洪水にも見舞われない蓋菖高くなった土地であって，

Smachchandos(Mela1eucaLeuoadendra)-Tram-

のみより成立まる単純林である。本樹は単にマングロー

ブ背後の象でなく，遠く内陸の湿地帯にも及んでいる

Swanpteatreeの呼称もある。

ハ）内陸趣地帯の森林

この地帯ばGrand-Lac(大湖)－3殉k時の面積30,000

平方粁，増水時には100,000平方粁一の周囲や,Jonle

Sap#Mekong河爾濟&帯の凹地帯で毎年7月から12

月迄周期的に冠水されていて最深個所は15mにも及ぶ

所がある｡構成樹種の主なるものはSang-da(Homalium

brevidens)及びKrabau(Hydonocarpusonthel-

mintieai)で，下生植物には半蕊性のものが多い。これ

等のものは古くから薪炭材に供せられていた力吟はi臘伐

のため著しく欠乏したのでGrand-Lacの焦磁這蕊殖のた

め（之等の林木に増水時にほ魚族が産卵するので）大部

分は禁伐となっている。

2）非浸水地帯

イ）低地帯森林

この地熱ま樹種が多種多犠であるのが特徴である。二

羽柿科(Dipterocarpeceae),茸科(Legmninosae)に

属するものが多く何れも錯雑として混生している。これ

等主要林木につぐものとしては千属莱科(Lythraceae)

藤黄科(Guttiferae)を挙げることが出来る。

本帯も蓑た森林の構成及び立地条件によって疎林，密

林,熱帯降雨林の3つに分けられる。

a)疎林

疎林は約5,000,000haあって，主要樹種はThbeng,

Trach,Khlong等Dipterocarpaceaeに属し乾燥地に

耐え，.この上乾期の山火に往盈見舞われるが樹皮が厚い

ので耐火性を有し枯死から免れている。これ等朧何れも

孤立して生育している関係上樹幹は一般に短倭で中，小

径木多く利用価値妹少ない。

この地帯の特徴としては，荒蓼たる草原または路傍も

しくは田園の縁辺等に野性状の砂糖椰子の叢林の偉観で

あって，それより生産する砂糖は地方産業緯寄与するこ

と大である。

b)密林

との密林は木材は豊富であるがシャム湾及びカルダモ

ーム地方の原始林を除いては一般に良質林に乏しい。区

誠はStung-treing地方のSrepok河とKratie地方

のKrieng河とに狭まれた両地方境界付近一帯に拡が

る区域とKompong-Tholn地方南部及びKompong-

Cham地方のMekong河左岸及び燕r･iechhoeung,

竺
一

寺

△
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草原林に劉以した景観を呈している。峯通りの林木は屈

曲した老令林が多く，床地にはTrzmlrその他禾本科草

木に覆われあたかも公園のごとき景観を呈している所も

少なくない。そのうちBokor系は群象山系を形成する

1山塊で，標高1,087m,山麓地帯は俺蔓的熱帯降雨林

でKokiが多く，掘友811m位になるとウラジロシ次

が叢生するようになり972m位からPodocarpusが生

育している。頂上に近ずくに従って樹木は潅木状叢林に

なってついに岩石地になる。またKompong-Speuより

SreUmbellの途中にあるKirirOm高原はPm''g

Merkusiiが群生しており，その含有蘆職は50,000ha

である。本地方では標高600～900mにはPimIsMer-

kl'giiが生育し900m以上はPinusKhaSi2が生育

する。従来材の利用ほ主目的でなく，狩猟地として利用

されたり，その松から樹脂の銅反を目的とし，木材を利

用のための伐銅ま行われていない。これらの林地の経済

的利用についてば施薬方法の準によって充分可龍であ
ると思われる。

以｣轆略カンボジア国の森林の簔罐について述べたが

その生産事情ほ次に述べるごとく低調である。カンポジ

テ国森林面積は8,800千haで利用可能林6,000千ha,

利用不可能林2,800千haであることは前魅した通りで

あって議資は現在の状態で爵澆可能で商業的に価値あり

と認められるもの約555,100,000m8であるが環在利用

されている森林の識費は僅か15％の77,000,000m8に

過ぎず,この成長量は100万1n8g鍵丘の伐織は薪炭材

として31万麺3，工業用材として20万5,000m3合計

51"5,000m3で最近の生産錘は鱈喜な生醗他が水運の

利用出来る個所から闘陣て奥地に移行している縢朧上減

少している。従って道路の這穀と鐵蒐的な茄罐によって

未利用林の開発による成題の増大ばもちろん生産量の

増大も容易である。現在生産せられている木材は大部分

Dipterocarpaceaeで商業的にも有馬樹である。密林

に生育するこの種の木材は107,000m3の生醸量力蕊1

位を占め，疎林からの生産は36,000m'3である。

這桑用材の生産量の中Dipterocarpaceaeは90%

で，その用途も普通－殻の雇蘂用ばかりでなくKoki,

Khlong,Popelのごとき腐朽し難い木材は独木船等船

の薩鎧に珍重せられている。（船の「まきはだ」に使用

する樹脂はChhoeutealから…せられる）

その他竹(51000m8)"(660屯）剛旨(2.660屯）

樹皮（1.500屯）等副産物の生産も譜替林産物として重

要なものでありまたその種謹も多い。

これら林産物の生産並びに輸鍔は非常に幼稚であ

る。その原因は利用度の低いことにもあろうが，地元労

働力の非能率的であることと茄獄の不備に基因する。労

カン鑑ジアの林業開発

鋤昔に適当な訓練を与えることと熟練労働音による監督

制度の徹底化と，それと併行してなんといっても生産物

の品質，数量輸送の面で良い成果を期待するためにほ機

械化を侭崖することであるbカンボジア国の木材の主要

市場は首都PhnomPenhであって，そこには毎年10

月頃Mekong河及びKompong-Thom地方から筏に

よって索苛され製材工場に運び込まれる。Phnom-Penh

着の木材は一般にすでに伐採業者に前貸した商人の手に

入ったものである。

，這鍵用材は従来Saigon,deViet-Namに相当曇輸出

されていた｡すなわち1951年嫁丸太で97,000m3,板材

で19,000m3,角材150m8,薪44,000st6re(1st6re

=1ma)木炭24,000屯であった。しかしこの輸出量も

漸次国内需要の増加と共に拡大してきて1955年には用

材（丸太換算)82,302m3,薪220stere,木炭8,469

屯，1956年には用材12,201m3,薪900stere,木鐸

である。

かくのごとく盤富な森林資源を持ちながら高度な利用

開発が行われていなかったことは，林業に対して充分な

二言菱，方法が識ぜられていなかったことと需要の低さに

もよるものであり一万には，当国の社会，経済的な頚梢

にも左右されていたことであろうが反面現実的，実壌的

かつ保守的な色彩の濃い自繧義的フランス式の縦鴬に

その影響を受けていることば舞也を視察し，営林関係者

の請え方，やり方について，見聞したことによっても明

らかである。

しかし最近ようやく独立国としての経済塾罐確立の面

から眠れる資源開発に積極性をもって来たことは鹿ぱし

いことである。

熱帯地方の森林の開発に当っては土壌の保護，気候に

対する調節という問題はゆるがせに出来ない重要な問題

であるが，ただこの開発上の問題としてそれの承に拘泥

することなく，社会的，経済的なあらゆる面から検討を

加えて，熱帯林のもつ悩象の一つである実用の途のない

沢山の樹種の利用面の開発こそ急務であり，構造材とし

ての利用の承でなく工業原料としての活路が開けたら熱

帯軸のもつ悩象を解消し森林開発の一助にもなるであろ

う。
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第1表竹の国別年消菱量

'1当年消費量人別年消費量国

東南アジアの竹をみて
百万本

530.5

9．3

8．9

400．0
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章中村

昭和30年春東京で開かれた第3回アジア太平洋称業

会議において採択された当地域の木材動向調査について

その後バンコックに事務局をおくアジア極東経済委員会

(ECAFE)が協力することになって，森林事情はFA

O,利用事情はECA唾が取りまとめ作業を担当する

ようになった。その内の竹の章の取りまとめに関して

FCAFEの招請により去る6月28日私ほ羽田を発って

タイ国の首都バンコックに飛び，約4ケ月の間ECAFE

においてその任務に従事した。その間フィリッピン，イ

ンドネシア及びインドの一部分を廻って竹について調査

をしてきた。限られた期間でしかも初めてみる種類の竹

であり，かつ分布が広く調査も部分的であるため到底充

分なことは出来なかった。その上各国政府の竹に関する

資料も正確を期し難く，報告作鋤主はなはだ困難な作業

であったが,FAOの那須敏朗氏をはじめ多くの方之の

御援助を得て，兎も角も知り得る範囲内で竹のもつ使命

及びその現状と将来の動向について荒すじの報告を取り

､まとめてきたので，見てきたとと感じたことを断片的に

述べてゑたb､。

一般に竹は東洋特産と我盈はいっているが竹の種類こ

そ少ないが西半球にも存在している。しかしその数量並

びに利用は矢張り東洋が主体といえるであろう。特に東

南アジア地域においては明永久次郎氏が「山林」でも述

べられておられるように竹の文化の盛んなところといえ

るであろう。衣食住ともに竹の世話になっていることは

驚く程である。農民の多いこれらの国灸の農家のまわり

には必らず竹林を有し，広大な竹林が未開発の雲童放置

されている所も少なくない。その蓄積はっ重ぴらかでは

ないが，年消費量（第1表）より推定しても膨大な蓄積

があると想像される。竹の種類は日本のと違ったものが

多くインドには多くの種類を産する。日本の竹材のごと

く1本1本が孤立した材ほきわめて少なく，叢生状に生

育し]・株が平均50本位に叢生している。竹の種類によ

っては下部の方に長い鰊を有し株の中に立入ることも出

来ない。フィリッピンではこんな竹朧地上3mも上の方

から伐竹しその伐り株が残っているのが見られる。一般

に竹材の経営ほきわめて粗倣で略奪林業的であることは

他の森林と変らないように見られた。

今，竹の消費量を各国の人ロで割った1人当りの竹消

竺
二

費量を試承に第1表の末棚にかかげたが，これで各国の

竹の利用状況が推測できると思う。もとより正確な数字

ではないが各国政府の報告より算出したものである。ビ

ルマが例外的に大きな数字を示しているが，何かの間違

いであろうと思うが，相当量の消費は事実だと聞いてい

る。日本の数字も少ないように思われるが1束当りの本

数をインド，パキスタン等に産する竹の平均太さ約10

cm径において換算したのでこういう結果になったわけ

である。
一

巳

畠

インドネシヤのポゴール植物園内の竹の一種
(GiantBamboo)

では仮敵竹がこれ程童でに利用されているかと考える

に，その理由は第1に竹は構造的にきわめて有能な材料

であり，そのままでも使えるし工作も簡単であること。

第2に彼等の周辺に多量に存ししかもその生産はきわめ

て容易で無尽蔵の資源であること。第3は癖の生活Zk

準がきわめて低く，竹は安価にしかも只承たいに]展って

くることが出来ることであろう。この地方においては竹

の蕊直はきわめて容易である。日本では竹のさし木は考
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東南アジアの竹を鍛え

えられないが南方ではごく自然であり竹の禅の中央1m
位を伐って地中に埋めて挿しても芽が出てくるといって

いる。また実生で育つものもありボゴールの植物園にあ
った親指大の竹の実を持ち帰ってジャカルタのある庭に
埋めて諸いたら芽が直ぐ出たとの報せがあった。これ程
幸な材料はこれら生活水準の低い人々 によって他に求め
得ないであろう。木材はあっても硬木で製材しなければ

ならず，しかも山深い所で運搬も困難であろう。彼等に
とって，その周囲に産する竹を利用しているのも当然と
考えられる。

南方の竹の利用で量的に多いものは何んといっても竹

の家である。柱から挿木，壁，床板すべてが竹でつくら

れている。熱帯地方であるから1日中高温では密閉した
部屋では居たたまらないであろう。竹を薄くはいでアジ

ロに編んだ壁，割竹をならべたフローリングでは風通し
力割って良いのかも知れない。しかも台風，地震も少な

く，衣類をそれ程必要としない生活では家具も簡単であ
る。時折のしゅう雨性の雨を防ぐに足る蕊ぶきならぬ椰
子ぷきの屋根で事がすむ。誠に簡単な生活が出来るので

ある。従って今なお竹の生活を続ける人々 がこれらの地
方にはまだまだ多いのである。

これらの家の割合を国倉によって調べて承ると第2表
のごとくである。

第2表国別各種住宅の比率（％）

の羨望であり，日本竹工技術の教えを乞うている。日本
品の竹のハンドパツグその他の工芸品は現地においては

きわめて高価なものであり，その高さにば私も驚く程で
あったが,日本の竹工技術えの誇りを感じたものである。

１

二
一

インドネシヤの労働者住宅（竹の家）

竹の進んだ利用として南方各国の考えをいうのは特に
竹パルプ及び紙えの禾順である。インドはすでに古い歴
史をもちDehraDunのForestResearchlnstitute

では立派な試験認篇をもって研究に坂組んでいる。実裟

に工場も20を数え細輸入の防止に一役をかつていると

いわれる。東パキスタンでも1工場が糠助しておりさら

に塘没が進められている。タイでも製造されているしベ

トナムでは戦前に操業していた。インドネシアでは目下

工場識設の計画力謹められ日本の技術の導入力窪まれて

いる｡フィリッピンにおいても調査力罐められていると

聞く。ビルマでもすでに調査計画が行われたと云われる

程に竹の紙への利用は盛んである。しかし外貨不足のた

めなかなか先に進めないのが現伏であろう。

そこで考えたことは盗源と技術との問題である。竹資
源があるからといって膨大な設備の紙工場を建てたがる

が竹材経営技術も身につけないで犬を望むことになり易
いのではないかと思うのである。インドでも聞くところ

だが多い演漉でもいたづらに濫伐しては資源も貧弱にな

らざるを得ないし工場周辺よりの集荷も困難になろう。

竹の分布が広いだけに集荷の問題が竹企業にとって大き
な課題である。竹材技術がなければ南方地域においても0

矢張りこれが大きな課題となると思われる。企業である
以上当然賛源の確保と維持は充分研究調査される必要が
ある。我,々 が技術指導する際にも只溌械を売込むだけで

ば最後に良い結果は得られない。南方地域には日本程の
基礎技術の習得者ば少ない。そのために折角の先端的機
械も宝の持ち腐れに終ることを考えねばならぬのではな
かろうか。例えば戦争の賠償といって農器具の大型トラ

■
も

型 式

竹の家

木と竹の家

他の材料の家

a

|ﾙﾏ’ ’
インド

ネシア

32

87

31

パキスタン

（東）

57

28

15

’タイ

１
１

’
50

35

15

９
７
４
３
５’

一

フィリッピンで一軒の衿の家に寄ってゑたが，彼等は

自分で近所の人の助力を受けて家をたてる。接合部は竹

や椰子の戸一プで緊縛してある。床下を地面より約1m

余＆高くしているがジャパ島においては地面よりそう高
くぼない，従って防腐処理を考えている。

‐次の利用は農漁業の利用であろう。海に設置する漁網

がすべて竹でつくられたスダレの大きなものを使ってい

る。竹這はいたる所に見られる。包装材料としても魚，

野菜，果物，穀物，木炭等之に竹の編象かごが広く使わ
れている。

インドネシアで見られた竹の橋も面白い。こわれては

作り，流されては作る橋ではあろうが簡単に修復するこ

との出来る簡易さは他の凋料の埴rではない｡足場丸太え
の利用も盛んである。

しかし竹の2次3次と手の込んだ製品になると日本人

の器用さ，デザインのすばらしさ，工作の精密さは彼等
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未 開発地域の林業

かろうか。技術の輸出によってそれらの国の製品生産が

上って日本のその製品輸鴎に制約をきたすこと&こなると

も考えられるがそれははるかに先のことではなかろう

か。ある一つの技術水準が追いつくにはその他の技術水

準が追随しなければ完全で朧ないからである。それより

もそのことによって受ける日本の直接的間接的利益は一

圃大きいと考えるべきと思う。海外へ日本の技術が出れ

ばより以上の技術をさらに日本は進めなくてはならなく

なりそれだけ日本の技術水準ほより前進することにもな

るわけである。

かくして考えるとき距離のせばまった国際関係の今日

いつ迄も島国根性的な見解に閉ぢ込もることを我々 は避
けねばなら,なくなる。我庵は進んで後進国の技術援助に
協力せねばならないと思う。

（筆者・林業試験場木材部）

クターを入れるといっても，それを使いこなす能力があ

るかどうかという問題と共に，さらにそれ以前にそれら

の人たに培かわれなければならない入れるべき基礎技術

の問題があるのではないかと私は考える。竹工技術の指
導もまたかくありたいと望むものである。それにつけて

も東南アジア後進国の技術指導に日本からの技術導入の
少ないのが残念に思われる。そこにほ各種の障害なり事
情が存在するのではあろうが，今独立期にある国為とし

て先進国たる日本に望むところ大なるものがあるように

感じられた。欧米の技術者は何等かの形でそれらの国盈

に留まり技術指導を行うと共に経済援助とかあるいは溌

械の売込みに活動している。領土を失い資源を失った日

本は貿易で国内の経済を発展させねばならない今日，東

南方諸国は日本の経済圏でなければならないであろう．

それらの国奄に経済性を与えるためには資本と共に技術

の輸出をはかることが日本のためにも必要なことではな

~

－－－－●‐=一一

働らく手を美しく護る
●

形も良く丈夫で

価格も安い

興林靴
あるき良く疲れない

構造

1．堅事な黒ボックス

林業用革軍手

林業用総革軍手
１
１
Ｉ

苗畑，造林，製炭，伐木，甲孟
翻鰯

｜実472903 造材，運材，土木など既に

|鯵継:号各作業で使われ,非常な好
：案439155 評を得て居ります。

i構造甲部は上質のﾄﾘｺｯﾄ綿を使用し,掌部と
！各指は牛革（クローム螺，牛床革）で作られた作
I業用手袋です。総革軍手は甲部も牛床革製です。
i特長’・綿軍手の'3倍以"の耐久力があります。

2．綿霊手の4．5倍の耐熱力があります。
3．屈伸容易で作業に至便です。
4．塵挨が侵入しないから手が汚れ霞せん。

|規格大,中,小の3種〔総革軍手臓大の象）
|価格革軍手’双’90円(送料実喪）
総革軍手〃170円（〃）

：（5双以上の御注文には送料をサーウイスします）
上げます。

業株式会社
記念館内振替東京17757番

▲

2．底は皮床に上質ゴム底縫着け ；構造甲闇
3．ゴム底は耐油，耐酸性で耐久力大 ！各指はと
4．特殊構造で岩石地でも滑らない I業用雲

i特長’・種類と価格
2．

No.1短靴¥1,800 3．

No.2編上靴¥2,000送料実費申受14.
槻格大，No.3半長靴¥2,500･
｜価格革赤皮は各種共100円高

§双以上3諭月,，画分割払の霜”い致し童す｡i(5双萱
説明書差上げまず

外林産業株発売

東京都千代田区六番町七森林記念館内』
■Ⅱ■■■
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一

した利用を図ることが肝要である。かような意味あいか

ら33年3月24日夜半羽田を立って南廻りで香港，バ

ンコック，カルカッタ，カラチ，ベイルート，ジュネー

ブ，チューリッヒ経由，西独へ，帰路は北極廻りストッ

クホルム，コペンハーケン，アンカレッジ経由で4月

20日帰国した。わずか約1カ月の旅行でしかも往復の

日程滞在期間中の土，日曜を除くと実動は両国共1週間
程度にしか過ぎない。従って編集氏の期待する西欧諸国
の林業視察記とは頭痛を催おすところであり削片板を中

心にして思いだすままに欧州承てある記として紙上を汚

したい。誠腫汗顔の至りである。

スイス

スイスの滞在は3月26日から4月8日までであった｡

スイスは欧州の中心部に位して人口は約500万，面積は

ほぼ九州に等しいから人口の密度も想像がつくだろう。

国語は大半がドイツ語で72％，フランス語が21％，イ

タリア語，ローマ語がわずかに使われているが，4国語

とは不便この上もないことだろう･しかし会社，ホテ

ル，商店では英語がだいたい通じるのでさほど旅行には

不便を感じない。ヘタにドイツ語でも話そうものなら反

対に鋳需を使ってくれとは冷汗ものだった。土，日曜を

利用してユングフラウ，ジヨツホに登山した。

26日チューリッヒから汽車でインターラツケン，オス

トに向ったが，駅には改札口もなく自由に乗降できるの

にはまずド肝を抜かれた。途中検札にくるが，2，3度パ

ンチを入れたの承であった。汽車も広軌で乗心地は上

々，加えて…を車によって区別しているのも好感が

持たれるし車中も清潔でクズ類などが捨てられていな

い。日本の場合と比較していかに公衆違憲が守られてい

るかを如実に見せられて，私らの生滴護度を振り返って

空寒い思いをさせられた。インターラツケンのﾉll辺で宿

泊したが朝食に出た木の実から作ったジャムば実に鶏い

しかった。

30日ユングラウ，ジヨツホに登山した。登山といって

も標高3,454mのジヨツホまで一気に電章で運んでくれ

るのだから世話はない。インターテツケンは標高570m

で清流と森林美，山岳美を鑑賞しながら車ほ徐々に登っ

ていく。2,300m附近からトンネル運行となりジヨツホ

に到着したのは午稜1時だった。一点の雲もない快'脳で

展望台からながめたスイス違鑿ば全くすばらしい限りで

あった。日曜日のこととて老言男女が中腹以下でスキー

を楽しんでいるさまは真に美しい。ことに家庭の主婦

が主人と共にスポーツを楽しんでいるなごやかなフン囲

気に接しては，うらやましい限りであった。翌31日ベ

ルン對寸大使を訪問，あいさつを終え，談たまたまユン

グフラウ登山に及ぶと毒垂ぐらい幸運な連中はいない，

10人中，6人までが雲の中の登山で，ただ登ったとb･3

瀧襲総見＃聞を記

言胃蕩
．‘3．．診る
車

易護.燕亥

鞠
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鞭
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欧州ふてある記
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山 田耕
を

忍は戦後の国力復興に伴う木材需給逼迫の折柄国をあ

げて木材利用高度化がやか童しく叫ばれている今日，奈

良県においては米国予剰股産物見返円掛金を中心として

昭和31年森林開発公団が設立せられ熊野川流域につい

て，第1期郡業計画として総事業費130,400千円を投じ

て14路線，総延長125,000mに及ぶ奥地開発林道が

開設され，これによって奥地における開発利用区域は

35,000町に達し，この蓄穣1,600万石，このうち針葉

樹の高度利用はもちろん650万石に及ぶ今迄未利用のま

ま放置されてあるぼう大なる広葉樹の利用高度化を図る

ことこそ国の施策とあいまってきわめて薫要な課題であ

り焦眉の急務であると思う。これがために県当局はもち

ろんのこと森林関係者一丸となって32年8月「奥地森

林資源開発利用促進協議会」を設立し，本県の重要なる

位置を占める林産業の挿辿と，我が国木材澄源の合理化

に適合するよう特に広葉樹資源の有効利用について研究

を進めていたのである。これら低品位材の高度利用につ

いてはバルブ・繊維板・削片板等えの利用が考えられ，

特に繊維板・削片板については外国技術を導入して近年

,ぼっ興してきた産業であり将来急速に発展することが期

待されている。従って低品位広葉樹の高度利用計画の推

進に当っては，斯業の先進国である西ドイツ及びスイス

の実情を調査研究しそれを基礎として我が国の実情に即

9

へ

、
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海 外見聞記

記録だとのこと。往航磯中から雲上にモンプランの頂を

ながめた幸運といい同行の北村氏とツイているぞと顔を

見合わせたものだった。4月1日から8日まで，イース

ターをほさんでチューリッヒに滞在した．この間パリー

ヘの脱出行ほあったとしても，こんどの旅行でもっとも

長期にわたって親しんだ町だ。チューリッヒを通じてス

イスを認識し愛し再度訪問したい価動にかられるのはい

ったい全体どうしたことであろうか。湖辺の静かな町，

小鳥のさえずる森の町，これら自然的要素もさることな

がら，人的要素においても格段と落ち付きある風榊ま，

悪く表限すればあるいはスキが無いといえるかもしれな

いが，自然を愛し他人に迷惑をかけないという心意気は

たまらなく魅力的であった。

西ドイツ

8日午前11時すぎチューリッヒをたってヒットラー

御自慢のフオルクスワーケンでドイツに向う。運転は日
本ノポパンの平野氏。地図と標式を頼りに国境の町バー

ゼルに向かう。彼の運転経歴は約20年，しかも無事故

で昨秋表彰された健秀な運転技術にすべてを任せて平ら

な曲りの少ない道路を飛ばす。全く疲れを覚えない。艇

村，森林地帯を眺めながら，午後1時バーゼルに着く。

バーゼルはライン河辺，西ドイツ，フランスと接し交通

上要衝の町である。両国側のいとも簡単な税関検査を受

けて西ドイツに入った。2時昼食をいなか町でとった

が，待望久しかりしドイツピールの味覚には，下戸なる

平野，北村両氏にすまないような，くすぐったいような

気持であった･しばらくしてバーデンパーデンを過ぎる

とヒツドラー御自慢だったオートパーン（自動車専用道

路）だ。欧州どこの国にも見られないすばらしい道路で

4車通行，真中を刻明に白ペンキで線を引きつつ走って

いる。時速100キ戸平均で飛ばすのだがスピード感は日

本のせいぜい50キロ程度のものだ。ヒットラー御自慢だ

ったフオルクスワーケンを平野氏が迩騒しオー1､バーン

を走るとは夢想だにもしなかったことだが第二次大戦当

時造ったこの章が新奇を追うこの時代にいまだに幅をき

かせて西ドイツの大半を占めているとは，ドイツ人気質

が刻明に浮彫りされているようで感心させられた。夕刻

フランクフルトに到着した。9日早朝宿をたち市中見

物，有名なケーテ・ハウスを尋ねたが，先を急ぐ日程で

入館できなかったのは蓑ことに残念であった。フランク

フルトは戦災のもっとも激しかったクラスだか，鍵誕目

覚ましく表通りには近代庭藥がかなり建てられ生気があ

ふれているように見受けられた。ケーテ・ハウスも破壊

された力穀鍬合わせて原形に復旧したとか。フランクフ

ルトからケツチンケンに向かう。この日もオートパーン

の旅行でこの区間は西独の心臓部で大半が森林地帯であ

一

る。森林といっても日本のような山岳重畳た為けわしい

地ではない，なだらかな丘陵地帯と平地とが統いて，ど

ちらかといえば平地林といった方が適切かもしれない。

樹種はドイツトウヒ，欧州アカマツ，カバ，ブナ，ポプ

ラなどで樹種は非備にすぐない。もっとも感心させられ

たことは，皆伐面積がごくわずかで，せいぜい1ないし

2町歩程度，私の見た範囲では犬面積の皆伐ば行なって

いなかった。しかも造林未済地のごときば皆無で天然更

新でよし，人工造林でよし，いずれにしても跡地更新の

成績には職かざるを得なかった。トウヒの5年生程度の

造林地を見たが，3年生杉の苗圃と考へてもらえば想像

がつくだろう。密植だや私ら嚇輩がドイツ林業を学び

地味，地位，気候など自然的環境の異なる日本にドイツ

林業そのままを直輸入したことに対する批判はあるにし

ても，これだけの林業の基盤をつくった努力に対して敬

意を表するとともに先輩がドイツ林業に魅せられたその

心境にもうなずくものを感じた。ケツチンケンに一泊し

て10日早朝汽車でハンブルグに向かう。正午すぎ到

着，伊藤商辨を訪問する，以降16日まで，ハンブルグ

を基地にしてラインペックの木材研究所，ベーア・ベー

レ繊維板工業，家具製作所，単板工場などの視察を行な

った。

ラインベツク連邦研究所

ハンブルグから車で約1時間行程のラインペックに

は山林経営並びに木材管理についての連邦研究所があ

る。同所はボンにおける農林省の運営にかかあ官営施

設であって，その予算のもとに維持されており，事業と

活動ほ地域的に限られたものでないがドイツ連邦共和国

における他の山林管理研究所の事業との間に妹明確に一

線が画されている。この研究所の事業は研究し助言を与

え啓蒙することによって西ドイツ国内の木材生産と木材

輸入を国家経済の要求する需給調整のバランスを図るこ

とを主目的としているようである。所長はH.Mayer=

Wegelmで私が訪問した際は所長代理のJ.Weckが

応待された。同所はさらに6研究所をもっているが，（1）

森林政策並びに世界森林研究所でば主として森林政策，

世界森林経営，森林地理学，森林工学等を担当してい

る。(2)植林並びに森林調査研究所では土壌学，森林生

態学，森林生物(昆虫，菌類)，生長量の地域比較等を担

当している。(8)森林遺伝学並びに林木育成研究所では

毬果遺伝学，広葉樹遺伝学，植物分布，母樹,採種園等

を担当している。仏)樹木生物学研究所でば樹木病理学，

樹木保存，樹木枯死菌，樹木解剖等を担当している。(5)

樹木化学，セル戸一ズ化学研究所ではパルプ化学，防腐

剤化学等を担当している。(6)樹木物理学，並びに磯械

工芸学研究所では機械樹木工学，木材強弱，木材工作技

－44－
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徹箒を担当している。Weck博士からは実に蕊観よく

10年の知己のような応待をうけて同所の擁冨に就て説明

をうけた。私は西欧の削片板について調査に伺ったと来

訪の意を伝えると早遊旦当のD.Noack学士を呼んで

いただき同氏の説明をうけた。削片板の歴史は1947年

に初めてベルギーで生産が開始され，次いでドイツが

1950年に手をつけたのであるが，この新しい林産調ま

1957年3月21日のHolz-Zentrallblatt紙によると57

年にはすでに全世界で184工場操業中であり，その内訳

は欧州115，北米55，種煮7，南米5，アフリカ4，中

近東，大洋ｿI悟1という数字に達している。その生謹萱

ほ，1950年20,000m3,1953年200,000m3,1956年

1,000,000m3であり，このうち｡阿面プレスによるもの

が75％，押し出しプレスによるものが25％てある。

Ndack学士は西独の削片板をクライバウム法，ノボパ

ン法，ペーア法に大別していたが製品として最も優れて

いるのはノポバン法でありクライパウム法は品質悪く取

り上げるべきものでないとまで鐡論されたが私はベニヤ

エ場の廃材利用あるいは適当なサイズに随意に切断出来

うる点また用鍔を考慮するならば同氏の意見はど識か

とそんな感がちらっと浮んだ。ペーア法はその中間をい

くものだと見本を比較検討して説明があったがWeck

際士の熱のこもった昂寿間の説明で時間的予裕がなく帰

路に就かざるを得なかったことを残念に思う。ちな象に

西独での削片板工場数はノボパン1，ベーレ12,その他

ベーア，クライパウムを入れて36工場である。これが

1957年の生産量は27万トン。

削片板工業

スイス国チューリッヒに1週間淵在してノポパンエ場

とフアールニイ研究所を訪問した。工場はチューリッヒ

から車で約1時間行程の国境に近いクリングナウにあ

る。会社名はArthurW.Messer&Kellerで創業

は1946年である。57年に新工場を潜没したので新旧工

場が面白い対象を示している。新ご匠場は完全無欠でよく

ぞここ迄オートマテイツクにもって来たものと感心され

られた。ノボバン・プロセスは特許権者はスイス人フア

ールニイ氏で1国1工場制現在フランス他13カ国に工

場が壷没され鐸業中であるが創業当時の茄穀はここ数年

の間に衣替えを行なって新しいオーI､マテイツク機械に

よる第2，第3工場えと壌設を図り，コスト・ダウンと

生産力標演に意を注いでいる。もちろん西独においても

同様であり過去において謁責された資本を嶽證へ振り向

けている点は立溺自体が研究室，実験室を完備して自社

製品の強弱試験，防音試験等調査研究してその成果を具

体化しているものであろう。安かろう悪かろうの製品を

造って国際信用を落すのと，相当な経費を支出･しても実

山田：欧州ぶてある記

験室を設置して品質向上に不断の努力を払っているのと

は大きな相違である。特許権者フアールニイ氏とは彼の

研究所で面接したが，ノポパンについての盗料は許せる

範囲のものは説明をうけ，また提供もしてもらった力溌

表のできないことを残念に思う。

西独ではノポパンェ場1，ベーレェ場，，ベーアェ

場1’都合3工場を操察した。先づR5hreHblzWerk

K｡G.であるが，該社ほハノーバー南方車で約1時間行

程のSprmgeに1901年鉄工場で出発したが1950年

に削片板工場をﾖ畷したものである。’・2工場で第1

工場は日産40tonプラント，第2工場は日産20tonl"

ラントである。第2工場の工程が特に興味が持たれたの

で概略を述べると先づ55cm程度の長さの原木がトロ

ッコまたは他の運搬法でチツパーに運ばれる。それ以上

の長さの原木であるとチツパーの容器の巾が60cmで

あるから前以て55cInに切断されなければならない。

その際1個の自動横引鋸とそれに相当するコンベヤーベ

ルトが原木の運澱と貯蔵のために前におかれている。ベ

ーレ，チツパーは刃物駆動軸原理によって作動し，その

刃物駆動軸は8個の段型の刃を備えている。チツパーの

送りは水圧法によっておこなわれている。段付刃物は特

殊刃物研磨機によって研磨される。湿った薄いチップは

チツパーからペンチレーターによって吸い取られて湿っ

たチツバー用の貯蔵器の中に入れられる。この円型の容

器からチップをさらに小さく砕くために流出口を這って

ハンマー式粉砕機に送られる。引つづき乾燥機に送られ

る。この乾燥されたチップは粉末除去のため震動ふる、,

装溌を経て乾燥チップ用貯蔵器の中へ運ばれるc乾燥し

たチップはコンペヤーペルI､を通って調合及び膠付け装

置えと移っていく。この膠付機はペーレ特許の分溜法に

よるもので膠，凝固剤，防腐剤の混合物がチップの上に

細い霧状に吹きつけられ全てのチップの大きさに応じて

充分塗付できる。膠付けされたチップは撒布及び成型装

罷に送られる。この装置は風圧震動法によって細いチッ

プを板の外側に粗いチップを板の内側に入れるという方

法でチップ・誤－ドの表面から中央へ細かいチップから粗

いチップえと漸次変化している。チップの撒布はプレス

の間の継目無しのスチール,コンベヤー,ベルトで行われ

る。このベル1,は100cmのローラーで両側で向きが変

っており’1段上圧プレスの間を通じている。その時移

動可能な撒布装置がプレスから離れ方向転換ローラーへ

と進む。チップ成型器を持った継目なしのスチール，ベ

ルトは1段の開放と圧縮過程陵自動的に1枚の板の長さ

だけ中央へ引き入れられる。と同時にプレスされてでき

上ったチップポードはローラーの上を通って他の端え速

かに運ばれ寸鋸装巖えはいる。再びプレスが閉ぢられた

－45－
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時成型器は掻き散らすことなく早い速度で最初のプレス

の直前に戻ってくる。それから方向賑換戸一ラーの方向

へと反対方向の趣助を行ってチップの撒布を諸こなう。

継目なく撒布され成型されたテツプポードは切断装置に

よって，この装置に決っている巾の広い板に切断され

る。チップポード完成綾の工程は需要に応じて，縁取ら

れ，切断され，磨かれる。縁坂りと，切断はプレス工程

に引競いて行われるが，板の研磨は数日間の貯蔵後に

行われている。以上のような工程で比較的建坪も少な

くオートマチックに作業を進めている実情を見て感心し

たのであるが，使用原木の樹種は，トウヒ，欧州アカマ

ツ，ブナ，カバ等でその割合はブナ50％,､カバ33％，

トウヒ，マツ17％，ポプラ僅少であり，資材ばすべて

匪触産であ為。世界でのこの工程を採用してい騒斑兄

は，西独で12工場，ベルギーで2工場，フランスで2

工場である。目下建設中のものとして南米，イギリス，

カナダ，それぞれ1工場とのことである。なおこれの設

備資金，生産費等につb,ては，別に機会を得て述べたい

と思っている。

次にハノバーの東方GifhornにあるNOrddeutsche

HolzwerkstoHeG.m.b.H｡を見学したのであるが，

このプロセスは我が国でも採用し現に生産をおこなって

いるので証錘の必要もないので該工場の概要だけにとど

めておく。この会社は1954偏年の創業で最初のうちは日

産40トンブラントであったが1956年に改造をおこな

って現在は日産1001､ン，年産30,000トンプラン1,で

ある。溌材はカバが20％，マツが40％、トウヒが35％

でわずかにパルプの屑を使用している。資材ほ区蝕産が

20％で残余はスエーデン，ポーランドから輸入してい

る。これはいわゆるBehrprocessでノポパン同様内

層用，外層用チップが別の工程を通って運ばれて全く三

層構造である。内層チップの厚さば0.4mm,外層チッ

プの厚さは0.2mm程度である。ノボパンもベーアも

原木の皮剥を行なっていたがノポパンは簡単な皮剥器を

使っていたが，ここではDrumScraperで大食的に行

なっていた。なおMetalDetectorで金属の入った原

木を取り出していた。

次にゲツチンケンのノポパンエ場であるが，会社名ば

SiidosthO1z,G､m.b.H・Metz&Co.創業は1951年

である。年産30,000トンプラント，資材は詞菌材はト

ウヒ，中核材はマツ，ブナである。中核材の割合ばマツ

80％，ブナ20％である。盗材の入季先は広諜調は別と

して針葉樹はスエーデン，孝一ランド，フィンランド，

デンマークから輸入している。ここの工場はスイス人と

ドイツ人との性格の糊違を反映してその経営は粗放と見

受けられたが雄大という感じではクリングナウエ場とは

比較にならない。

以上大雑把に述ぺてはゑたがスイス，西独の削汚板工

業の最近の傾向は，前述したように実験室を備えて鶴戒

はもちろんのこと鋳曽剤についてもさらに製品の晶質向

上について不断の研究をしていることである。目まぐる

し↓､進歩改良がなされて今日のプロセスはもう明日のも

のでないかも知れない。ノボパンほ各国の会社がノボパ

ン・ブアーミリイを結成して毎年1回総会を開いて研究

発表，情報交換，葱騨を図っている。マアールニイ研究
所の技術者が私に「木材工業」に掲載されているいくつ

かの研究雍麦を送ってもらい度いと依頼したが，この一

卿をもってしても想像がつくというものだろう。

またベーアエ場では広葉樹オンリーで謝乍していた。

ひるがえって我が国の実蒲はどうであろうか，最後に特

許権の問題にふれるが，私がチューリッヒ滞在中ノボパ

ンとペーアとの間では盛んに特許について論争していた

ようであったが，最近の慌識によれば目下第2審で係争

中である。今後の問題としておこう。

〔筆者・奈良県林務部長）

“

アメリカのことども
〃
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浅 川澄彦

学校をでてからずつと研究室のなかでくらしてきた私

に，他国の林業視察記などかけるものではありませんの

で，文字どおり私の承たアメリカの印象をつづらせてい

ただくつもりです。ただおことわりしておきたいのは，

私の印象は，一隼以上くらしたカリフォルニヤの生種棄

境につよく影響されていることです。広大なアメリカの

自然が，所によってさまざまなことはもうすまでもあり

ませんが，割合変化にとぼしいといわれる生活様式に

も，いろいろなちがいがあるようにおもわれました。

国らしくない国

アメリカをざっと承たうえでの感じは，まことに奇妙

な国だということであった。私が平生〃国〃という言葉

で漠然とかんがえていた獅含らしきものからは大分ちが

っている国だということである。州政府の独自性がつよ

く，いろいろな法律が州によってちがっている。おどろ

いたのは，乗用車でカリフォルニヤにはいるときは検査

をうけなければならないことであった。アメリカ人がい

ろいろな人種のまざりものであることはしっていたけれ

ども，彼等の社会にくらして承･てつくづくその複雑なこ

ー
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とにおどろいた。数多い人種が，アメリカインディアン

をのぞけばすべてどこからかのわたりものなのだ。それ

も．まったくつい鏡近やってきたにすぎないのである。

とすると鍔等はそれぞれちがった自身の祖国を意識にの

こしているのではないだろうか。雪謹にこんな推量の真

疑のほどをたしかめることはむずかしいけれど，二世に

なると，もう彼等はアメリカ人になりきっていあようで

ある。一世の人たちは，もうとつくの昔に市爵権をとっ

ているのに，今でも昔の母国語をつかっている例がおお

いそうである。私朧ある鬮系でフィンランド人の教会に

ときどきいったが，ここでは一世のためにフィンランド

語の説鐵があり，実際彼等ほ平生フィン‘ランド語しかは
なさなかった。こういうことのために，英語をはなせる

人の中にも時たまつよいナマリをもった人がいる。宗教

もまたおなじで千差万別の言葉どおり，おなじキリスト

教にも300にちかい宗派があるといわれる。またおなじ

宗派のなかでも，出身国によってちがう教会をもってい

る例がある。キリストを処刑したという昔々の罪一一こ

れさえつくりごとだという説があるけれど－のために

2000年にわたって圧迫されつづけて.きたユダヤ人は，ま

た一種かわった存在であるようだ。誰もしるニグロのお

わせれてきた雁論，一滴のドレイの血がまじっていても

南部の人は癖等を答激しないといわれている。飛行場の

ようなところでさえ，〃白人用"，〃有色人用〃とレス1､、

ﾙー ﾑのつかいわけがあるのを桑たとをほいささかおど
ろいたが，〃アメリカにデモクラシーなどない〃とアメ

リカ人自身がいうところを象ると，アメリカこそデモク

ラシーの見本だとかんがえちがいをしていた人間のほう

がどうかしていることになりそうだ。平生のしたしい友

人，夫婦でさえ，もし一人がヤンキーで一人がサザナー

(southerner)であれば，ニグ戸についての考え方につ

いてば絶対にあいいれないのだそうである。しかも〃自

由〃を樗轄して，一旦ことあればこの不可解な大集団
が，一つの愛国心のまわりによせあつめられる，不思議

な国てある。

乗用車とフリー・ウエイ

はじめてサンフランシスコについたとき，私はあたり

の道のよさと，フリー・ウェイに完全に度胆をぬかれた

ことを今でもはっきりおぼえている。まことに科学小説

を地でいくような気持であった。富の程度もちがう，土

地の広さもちがう，また車の氾濫がそうさせたことも事

実であろう。しかし交通の緩諏と準にたいするはっき

りした心構えがあれば，われわれの道路ももうすこしよ

くはならないだろうか。それにしてもアメリカの乗用車

の酒監ほおそるべきものがある。日本にいたころ，アメ

リカでは日本の自転車とおなじくらい車が普及している

－山田：欧州象てある記

ときいていたが，まったく日本の自転車以上である。繁

華街はともかくとして，普通の町角ではうごきまわって

いる車のほうが，あるいている人の数よりおおいのでは

ないだろうか。もちろんこういう状況は中小都市と大都

市とでば大分ちがう。戸スアンゼルスにいったとき，な

にか東京とにたような感じをうけたものである。ラッシ

ュ・アワーに死もの狂いでバスにのりこんでくる人をゑ

たときば，大者肺はどこでも･おなじだなとつくづくおも

ったことである。しかしこうして這鋤にバスをつかって

いる人たちも，下町で車をとめる場所にこまるからそう

しているだけのことで，アメリカ生活にとって乗用車が

いまや必需品になっていることはたしかである。アメリ

カはこういう重の氾濫と，そしてまた多分あれだけの大

きな国をうまく統制していくための必喪上からも，道路

の諺窒がうながされたのであろう。主要幹線は国道US

ハイウェイ，たとえばUS40は戈坪洋岸サンフランシ

スコから大西洋岸ア1､ランテイツク市に通じている。国

道の下ほ州ハイウェイ，いずれも道路番号がところどこ

ろにしめきれているから，適塔図を一枚もっていれぼ気

軽に章で往来できるわけである。路面のよさ,方向標示
のよさほ日本では想像もつかないくらいであるが，これ

らのハイウェイも識首する蚕鍾量を消化しきれず，ハイ

ウェイの拡張，フリー・ウェイの新設があちこちでおこ

なわれている。フリー・ウェイといえば，文字どおり自

由にばしれる道路で，立体菱差によって方向をかえさせ

るが，うっかり方向標示を承おとしてちがう週塔にはい

ってしまうととんでもないところにでてしまい，30分

や1時間ほたち童ち損をしてしまうのが欠点といえばい

えるかもしれない。もっともすごく大きい字でかいてあ

るので，よほどシンマイか，女の子にきをとられていな

いかぎり象おとすことはないかもしれないが，アメリカ

での車の運伝はすごく楽だといわれるけれども，一たび

瀞『市にはいれば東京とにたりよったりである。ことに

歩行者絶対優先が徹底しているカリフォルニヤのような
州では，神経をつかうことほほなほだしい･

浪費でなりたつ国

渉鐙といえば無駄につかうということになり適切な表

現ではないが，浪識といいたいほどつかわれているもの

はガソリン，水，紙である。ことにガソリンはあきらか

に浪費である。ハイウェイをいきかうかなりの車が，た

った一人の移動のためにつかわれている。ぱかげている

けれども，今のアメリカではそれがきわめて便利な方法

であり，また存外髪上りの方法なのである｡水はたしかに

有効につかわれているというべきかもしれない。水洗便

所の誓及・潅水施設の完備で，つかわれる水の量は大変
なものであるが，それによって偉注環寛が向上され，ま
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た市街の緑化がおこなわれるのであるから，要するに文

字どおり湯水のごとくつかうというだけのことである。

紙についてもはたして澄識といえるかどうか疑問である

が，われわれの習慨からいえば浪費のうちにはいりそう

である。アメリカのおもしろい光景の一つは，ガソリン

スタンドのおおいことであるが，ここは車にガソリンを

つめ，われわれのガソリンをぬくところである。このガ

ソリンスタンドのレスト・ルームをはじめとして，レス

トラン，デパート，さらにほ大学，研究所のレスト・ル

ームにいたるまでどこも完全に整備されている。いくら

アメリカ人が公共のエチケットを心得ているといって

も，こういう場所にそなえつけられていればいきおいた

っぷりつかうのが人情であろう。食事のときの紙ナプキ

ンはむろんのこと，コーヒー一杯のんでもナプキン。わ

れわれの経済生活の現伏をかんがえると，こうし､うやり

方をとりいれることはゼイダクかもしれないが，パルプ

製紙会社の景気持直しの一方法になるかもしれない。

林学教育と研究機関

1953年アメリカ林野庁のまとめた林学をもった大学

のリストには，36の公私立檸があげられているが，

博士過程をもった大学は10指にわずかにあまるだけで

エールやデユークのように大学院しかないところもある

し，林学教育が十分すぎるということはなさそうであ

る。それでいてレインジャー（担当区主任にあたる）は

ほとんど大学卒だといわれるし，苗畑衾狂にも学匡f舌がい

るところを承ると，この国では林業技術者の総数がよほ

どすぐないのだろうとおもわれる。これは研究機関を承

てもあきらかで，ことに印象的なことは純然たる研究補

助者がほとんどいないことであった。独立研究員がおた

がいにくんで，それぞれいくつかのテーマの主査となな

っている。しかしこういうやり方をとると，当然時期的

に研究補蹴渚を必要とするだろうが，ご承知のようにア

メリカでは，大学と試験場がたいていおなじ構内のおな

じピルにあるので，学生がこの研究補助業務の恰好な給

源になる。発生のほうから承るとこれは自活の恰好な道

になり，あわせて実務になれるよい機会でもあるという

わけである。これは学部の発生ほもちろん，大学院の学

生にまできわめて一殿的である。大学自身いろいろな奨

学金や跡手制度によって大学院の学生が勉学をつづけ

ることができるようにしている。もちろん私も，学生中

林野庁のお世話ではたらく機会をえることができたが，

日本ではこの潅獲のパートタイム勤務では，家族はおろ

か自分の生活も維持できないことをかんがえると，大変

うらや麦しくおもわれた。ちな承に，大学院の学生の9

割以上は諾婚している，しかしこういう社会蕊寛のもと
で，彼等は認迩的に自立する努力をしている。筏等は子

供のときからプラグマティズムに徹した方針でそだてら

れてきている。どちらがいいと一がいにばいえないけれ

ども，学生といえば社会の特権階汲であるかのようにか

んがえているあまい考え方は，もう一度かんがえなおす

銅凹がありそうである。

林業のぞきみ

カリフオルニヤも私のいたちかくは，広漠たる丘陵の

草地にカシがまばらにゑられるようなところで，いなが

らにして林業の実蕊にしたしあるような好運にばめぐま

れなかった。そこで，林業というのはすこしおこがまし

くおもわれるが，私がかい叢象た藷也の一端をごくてみ

じかにかいて象たい･

苗畑：カリフォルニヤにはこれまで国立の苗畑が2つあ

ったが，1958年の春にあらたにプレーザーウイルの

ちかくにできた。私が桑たのはシヤスタ山苗畑である

が，総蔵費､18ヘク女一ル，育苗できる冨職13ヘク

タール，年間生産苗数300万本，およそ山形県の君木

苗畑とくらべられるものである。まきつけからくさと

り，根きり，ほりとり，うえかえ，選苗と，すべての

行程が全面的または部分的に嬢械化されている。潅水

は，小さい孔を直線伏にあけた鉄管を設備しておき，

この孔のあいた面を一定時間ごとに廻転させておこな

っている。苗畑の婦人労務者は日本とちがって中年の

人ばかり，皆あついゴム等塞をしてまきつけ床のまび

きをしていた。このほか州林務部の苗畑もゑたが，規

模はいずれも国立のものよりちいさかった。一方南部

を旅行したときジョージアでみ、た謝澗は，1958年に

あらたにつくられたもので，およそ45ヘクタールの

面資から年間1億本のスラツシマツとテーダマツの苗

木を生産する目標だということであった。彼等は，こ

れは世界一の苗畑であるといっていたが，真疑のほど

はわからない。ジョージャはいわゆる南部の一州，苗

畑労務はほとんどニグロによってまかなわれていた。

種子調製プラント：おなじジョージアで，州林務部のも

っている種子調製プラントをゑた。これはアメリカで

も有数のものだとのことで，煉瓦づくりのキルンと精
選工程の別棟をもっていた。トレーラー･I､ラックで

はこばれてきた球果はベルトでキルンの屋上にあげら

れ，ここからキルンのなかにつくられた小室におとさ

れる。巨大なガスパーナーからおくりこ室れる熱気

は，小室のなかにわけていれられた1500ブッシェル

（およそ300石）の球果を72時間でかわしあげる。

このなかでひらきかけた球果はベルトで月聴におくり

こまれ，ここでたれぬき，はねとりをふくめた識雲が

鶴戒的におこなわれる。こうして］シーズンに75,000

ポンドのタネがここで調製されるのだそうである。
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育種場：すでに諸霊が報告されているように，南部諸

州では4種のマツをつかって育種の研究と事業化が平

行して活溌におこなわれている。私はテキサスとジョ

ージアしか詮ることができなかったけれども，研究員

の説明や出版物によって，罐な協力のもとに育種事

業が展開されていることが雛察できた。この協力の母

体，南部林木育種協議会は，一年おきに会議をひらい

て講演集もだしている。テキサス一テキサス艇工組

織にぞくしている林務部には，林木育種研究室とその

附属育癖湯がおかれている。ここでのおもな育穂の目

標は耐乾性品種の育成であるが，そのほか材質の週云

性についても研究がすすめられている。耐乾性擬良個

体の緬園数haはすでに1952年に設定されている。

ジョージア－ここでも獅鍾園は州の林務部が実行し

南東部林業試験場の育種部門研究員が計画や技術上の

問題に参画している。私の承たアローヘッドのj薙園

‘は完全に事業的なもので，総面讃130haという広大

な溌凹にスラツシマツとテー友マツのツギキ苗がひろ

がっているところはまことに承ごとであった。

種子検査所：ウアンクーウア一でぶたカナダ農務省のも

のをふくめて，こんどの滞米中に7つの種子険査所を

おとずれた。ワシントンのちかくペルツヴイルには農

務省直属の一大研究センターがあるが，アメリカの国

立種子検査所ばこの一角におかれている。ここも立派

な設備をもっているが，むしろそれぞれの州立検査所

の統合に力をいれ，研究的な面をあつかっている。州

の種子検査所は，普通草本種子とともに林木種子もと

りあつかっている。私のおとずれたなかではオレゴン

種子検査所がもっとも充実しているようにおもわれ

た。カナダのプリティツシ．．戸ンビアをふくめて，

才晒岸地域林木種子研究協議会というあつまりがある

が，オレゴン種子検査所はその中核になっているよう

である。茄譲の上でアメリカ随一とおもわれたのはカ

リフォルニヤであるが，むしろ事務的なふんいきであ

った。ジョージアのメーコンにアメリカでただ一つの

林木種子検査室がある。これはジヨージア材溺部の敷

地にあるが南東部林試にぞくしており，光を調節でき

る差潟室によって遜頓的なう鶴言試験方法をとってい

る。全体として，アメリカでも林木種子にたいするあ

たらしい知識にもとずいた検査方法はまだ確立されて

いな↓､が，そのための努力が着実につ蓑れている。

このほかまだかきたいことはおおいが，あまりくわし

いことはこのたびの趣旨ではないとおもわれるので，

いずれほかの機会にゆずりたい。

英語

カリフォルニア大学にもたくさんの国からいろいろな

浅川：アメリカのことども

人種が勉強にきており，したがって世界中の言葉がそれ

ぞれのグループのなかでつかわれていた。こういう機会

にぬぐまれると，つくづくわれわれの母国語が言葉の世

界の叢まつ子であることをおもいしらされる。といった

ところで，灘は言語学のことをしっているわけではない

ので，こういう義親がただしいかどうかしらないが，と

にかく日本語があまりに健異な言葉であることに･らがい

はなさそうである。美しいニュアンスをもった文学的な

言葉であり，われわれば平生その言葉をたのしんでいる

が，記憶力のにぶった年になって英語をやらなければな

らない段になると，よくもこうちがう言葉のできたもの

だとうらめしくなった。しかしとにかくい室の世界情

勢では，必要なとき根手を-f分理解でき，自分を100"<

ーセント蒙観できる尭活を身につけておいたほうが得で

ある。もちろんわれわれは，中学時代からむしろ諏浩な

英誇散育をうけてきており，舞語になれるための時間以

上に時間をつかわれてきたようにおもうが，問題は，そ

れだけの時間をかけながら，われわれの外国語はおおく

の場合言葉としてつかいものにならな』,､という点にあ

る｡とくに私は語学の才にとぼしいが,一宇有余の間に
は数おおくの苦い思い出をもたされたものである。つい

てからしばらくの間アメリカ尭需の講習をうけさせられ

たが，文法や作文では断然他を圧する日本人が，会話で

はラテン語系民族の足元にもいかないということに，先

生が首をかしげたものである。英語教育も，認がばじめ

て英語をならった20年前とは大分ちがっていることで

あろうが，舞語を蕊需として理解できるような方法でお

しえてもらいたいものである。

味気ない国

日本をでる前に，アメリカでは酒をのむのも事務的だ

ときかされたことがあるが，たしかにこれは事実のよう

であった。もつとも，これは彼等力糖緒を解しない人た

ちであるというよりも，彼等にとっては，こうせざるを

えない切実な事情があるからとかんがえてやった方がい

いかもしれない。実際ほとんどすべての人が車をうごか

しているが，アルコールがばいっていてもし事故をおこ

そうものなら絶対にマケで，わるくするとジェール行き

だとあっては，そう気楽によい心持挺なれないのが這理

である。大体童にのっていなくても，カリフォルニアで

は，のんでごきげんになってどなってなどあるこうもの

なら，たちまちポリス・カーがきて儒痩してくれるとい

う寸法である。まったく文明開化の国は味気ないものだ

と，私のような平生あまりアルコールをたしなめない男

がつくづくおもったのですから，もし世につたえられる

ことがほんとだとすると，この蒋霊の読昔のほとんどの

方点は，でかけられる前によほどの覚悟がいることまち

がいあり雲せん。

〔箪者・林業試験場造林部）
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ある日のKewGardens
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松川恭佐

Londonという地名は，ヨー戸ツパを代表する都市の

ような，どつちりした感じをうける。それは大プリテン

連合王国の首府という，内外の政治・経済の地位的貫碓

にもよるのであろう。また内容的には，古いものが，そ

のまま生きているおもおもしさによって，都市瀧造の骨

格が，がっちりできているからだともいえよう。

ベルギーの首都ブラッセルから，ドウヴア海峡を渡っ

てゆく直線空路を選ぶならば，1時間10分で戸ンドン

の空港につく。このとき，空から眺めたロンドン市街

と，羽田の上空から見おろした東京市街とをくらべて見

ると，その感じの相違は，きわめて明瞭である。同じ位

の巨大人口を擁する両大都市であるから，大量感をうけ

ることにおいて，かわりはないが，後者が雑然たる軽い

大きさという語で表現されるならば，前者は整然と重く

落ついた大都という感じをうける。

これは，建築物の色調や構造，あるいは道路の整備な

どからうける感じもあろうが，ロンドンでは，これに加

えて，ところどころにある緑地が，かなり大きな場面を

占めていて，それが灰色の構造物と，落付いた配合を見

せているのにもよるのであろう。

すなわち人盈が，昔から規則正しく仕事をしたり居住

したりする，くすぶった建築物の密集の場と，人間が自

由に解放されるゆかり深い緑の場との組承あわせが，色

彩調のうえにも，また都市生活の内容においても，具合

よく調和されているところに，気品に富んだ美的感覚を

漂わしているのであろう。

これらの緑の場は，一つの港町であったロンドンが，

大英帝国の国威の伸展に伴って，首府として輝かしく拡

張するとき，その附近にあった寺領，王領，貴族領の邸

園などが，逐次都市や国の施設に吸収され，社会の進歩

iこつれて公園という形をとったもののようである。古い

ものを尊重し，かつ，活かしてゆく，進化の跡を見るこ

とは，奥ゆかしい。

ロンドン市内にはこういう大きい公園で,100ha内

外のものが数個所あり，それ以下の公園・広場を加える

と相当の数にのぼるから，空から見ても目につくのは

あたりまえである。ロンドン郊外のものは，さらに大き

なものが少くないのであって，ここに述べようとする

KewGardensもその一つである。

こういう歴史や社会的要素をもつ巨大都市の美しさ

ほ，昔から多くの詩文に，絵画に取材され，ますます世

界から，重視されるようになって来たことはいうまでも

ない。われわれの旅行でも，あしたはロンドンにゆくの

だとなると，前夜は誰いうとなく，スーツケースの底か

ら着替えの服を引ばり出して，プレスさせるのだから面
白い。

ロンドン名物の,Smog(Smoke&fog)にくすぶ

った建物の間の，石だた象を，こつんこつん歩るいてい

るときなど，街角を一つまがったとたんに，目のさめる

ような緑色の大きな芝生がぱっと展開することが，とき

どきある。第2次大戦では，ドイツ軍のロンドン空襲

が，昼夜をわかたず反誕された。その残繧が処灸に残っ

てはいるが，今ほおおむね，こういう公園の広場で，小

供を遊ばせたり，犬を連れて散歩したりする婦人たちや

I､ラックで迩助識支に興ずる青年たちの姿を見るように

なった。ときには山高帽を頂いて，黙々と散歩する紳士

も見うける。戦争の霊夢は100年も前のことのようであ

る。こういう緑地の平和風景に出会わすと，しばしたた

ずまずにはいられない。

以上はまえがきとして,KewGardensの生い立ちに

関係の深い戸ンドンについて触れて承たわけだが，つま

らぬことを書きすぎたかも知れない。

戸ンドン郊外の，豪藷な名園の一つにあげられている

KewGardensを訪れて，ゆっくりその風光に接したい

という望象は，かねてからの私の釦なる願いだった。

1958年9月末，戸ンドンに着いた日の午後，忍は日本

大使館で山本菊二郎さんに会ってこの話をした。山本さ

んは早速詳しい図面を書いて，いろいろ親切な指示を与

えてくれるのであった。

その翌朝，私は一人で，ホテルのすぐ前のPadding-

tOnの地下鉄駅の薄暗い階段を鱈りた。そして西行電車

に乗った。電車はどこでも人影まばらで，東京のように

立つということは童づない｡教えられた通り，2回の乗

換えも無事にすませ，最後にRichmond行きにのり，

テムズ河のほとりを過ぎると，間もなくKewGardens

という小さな駅につく。ロンドンの地下鉄は，郊外に出

ると地上に出てしまうのである。~F車して駅前を少しゆ

くとKewGaTdensの横側の鉄門力§すく・目の前に見え

る。何ペン･スかを支払って園内の人となる。

秋晴れの日光がさんさんと大芝生に照り，青空は周囲

の木脅の梢から，かなたの大温室のガラスの円形屋銀に

まで拡がっている。ロンドンの秋はとりわけ良い天気が

少いそうだが，幸に前日につづいてこの日も快晴であ

る。秋に侭，ひと月に2日ぐらいしかない晴天だという

のに，それを2日ともj幟で恵まれたわれわれは，何と

－50－
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いう幸運者であろう。

KewGardensほ王室植物園という，英国人好みの，

Royalという．語を入れた看板が掲げてある。それが示

しているように，創始は17世紀の頃で,Kew宮殿の

内苑として設けられたものである。

その後1841年になって国立に移り，海外植物輸入の

先鞭をつけて，一大植物園となり，学術上の重要性を加

えるとともに，一般民衆化されたものである。面穣は

約120haの平坦地で，栽培されている植物種類ば，

25,000以上の数に上ると言われ，そのほかに，それ以

上の植物標本が所蔵されているということである。とに

かくここの学術的価値は，広く世界各国から，年数をか

けて多数集めているという一事でも，高く評価されてよ

いものらしい．日本の植物も，若干行っているそうだが

1日位でば，とても詮議など，できるものではない｡竹

類の植えられている群潅地のなかに，数種の日本産を見

出したにすぎないほど，広大な場をもっている。

学術上の問題は別として，多くの人がこの庭園を愛

し，楽し承，つどうのは，一体どこに魅力を感ずるから

であろうか。私は素人なりにこんな風に考えて見た。そ

れは，前にもちょっと触れたように，ここの創始が宮殿

の庭園仕立によったものであるため，欧州風の人工が濃

密に加わり，巧承に自然的景観を，人工で美しくつくり

上げているところに特質があるのではなかろうか。

たとえば，ここに造られた大きな芝生地のごときであ

る。塵一つ留めない，短かく刈られた，明快美をもつ大

緑地は,KewGardansの風景基盤であ愚ようだ。その

うえに，いろいろの施設や植物が，配置されているの

は，一般の欧州庭園とかわりはないが，多くを知らない

私ほ，ここの特に行届いた管理と上記の人工による自然

配溌の妙には，想像以上の美しさを覚えた。

栽培植物は植物園らしく，おおむね，種類別に，群状

に寄せて植えられてあるが，それが少しも不自然さを感

じないように，立派な景観を保っているのに，つくづく

感じ入った。

一松川：ある日のKewGardenS

忍はこの芝生の一隅のベンチに腰をおろして，池の面

をながめた。溝泳する沢山の水鳥の姿力緬白い。また芝

生にあがって，陽にあたって休んでいる水鳥の静けさを

眺めるのも，たとえようがない楽し象だ。バンやカモも

ベンチの脇菫でこそこそと寄ってくる。樹の枝から飛ん

でくる茶色の小鳥もともによって来る。餌をもらいに来

るのだろう。

人の気配がするので，ふり返って見たら。十数歩先の

芝生で，中年の婦人が何か拾っては，そっとハンドバッ

グに入れながら，静かに歩るいているのだった。私ほ再

び池の面をながめながら，夢の国にでも誘われたよう

に，うつらうつらとなった。鳥も，木立も，人も，水も

すべて快く，静かなよい日である。ひと休承して，立上

るとさつきの婦人は，私の行く先きの前方に立ってい

る。私は，失礼だが何を集めておられるのかと尋ねて見

た。婦人は総咲しながら，ハンドバッグを開けて中を見
せてくれた。小供達が喜夢ので，拾いに来ているのだと

いう。中には美しい，さまざまの色の，鳥類の羽毛が入
っていた。

その池をまわると，広葉樹の一群があり：マロニエな

どは早くも黄葉をはじめている。さらにまた芝生を越
えて向うに進むと針葉樹の罫轄が見られる。Pim's

Ponderosaとか,PiceaOrientalisなどが，それぞれ

群生している。

昼時を過ぎたので，オーストラリア・ハウスのかたわ

らにある，喫茶店の前庭のテーブルに席をかりて，軽あ
いランチをとろうとしたとき私は意外の訪問者におどろ

かされた。テーブルの上に真先にやって来たのは，密蜂

だった。10匹ばかりかたまって，ジャムやマーマレー

ドの甘味を夢中で吸っている。次にどこからともなく訪
れてきたのは，くちばしの黄色い黒っぽい小鳥だった。

そのつぎはタシギぐらいの大きさで，グレイの衣裳をつ
けた烏だった。そして皿の端にのって，かちかち中のも
のを，つつきほじめた。追いはらうのも可愛そうだし，
ほっておいては，食辮ができそうもない。

、
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海外見聞記

ここに寄贈したのだそうだ。周囲との調和は必ずしも結

構であるとはいえないが，これを半世紀も儒学して来た

尭力は，全く敬服に価する。その門前に立っている大

木,CedrusLibaxii(Mts.ofS"ia)は見事に茂って

いた。

長さ223ftもある，ダグラス・フアーの丸太や，

WeepingBeechの大木，その他珍らしい植物も沢山

見た。

WoodMuseumで沢山の植物の標本類を，また，

Duch-Houseではアンデルセンの記念物の数灸を見せ

てもらったが，いかにも時間が足りない。

そろそろ門限の時間になった。小温室のそばを通っ

て，正門の方に帰り道をいそいだとき，眼を奪われたの

ば豪華な花盟であった。それは，紅色・海老茶色・桃色

が一面に植えこまれたベコニアの中に，真白の蕊をもつ

草の塊りを配した，きわめて大胆なデザインであった。

その箸りきったような色彩に誘われて，最後の一枚を撮

影しようとしたと･き，ファインダーに入ったのは，その

うしろにある大銀杏だった。帰りながらその樹の鉛板の

標識を見たら，次のように刻字されてあった。

Maidenhair-tree

GinkyoBilova

PLT、1782China

宮殿時代に移し植えられたものだなと，もう一度頂辺

まで見上げて来た。

帰りほKew-Roadから，二‘蟻登りの赤バスにのって

ホテルにもどった。

（筆者・日本林業技術懐会理事長）

一再牢…… ，酷w厩＝鑑一両一一，－w噸…

別のテーブルの小供連れの若い夫婦の方を見ると，同

じように2～3羽来ている。中の1羽は肩にのつかつて

いる。3人は追いもせずに，笑いながら鳥と一新に食事

を進行している。成るほど一所に食べる気になれば，そ

れでよいのだ。泌はこれにならって，森の訪問者たちと

共に食寒を賑かにすますことができた。

「鳥の巣探しをしてはいけ震せん」「野草の花臓栽培

植物と同価値をもつ，亨築の源だから，引き抜かないで

下さい」という制札紙が，ところどころの樹幹に貼って

ある。どこの国にもいたずらつ子がいると見える。動植

物にも，人間の愛循は通うものだ。美しい世界だ。

KewGardensの奥の方に高い朱塗りのPagodaが

ある。その近くまでゆくと珍らしくも，日本式の建物が

一つある。煙い屋根を葺いた，いかめしい造りの門が小

高い岡の，木立の中にあるのだ。近づいて見ると，勅使

門という札が立っている。それに添えてある説明書きに

よると,1910年日封霞覧会のときに出品したものを，

一

圭

福井県足羽郡足羽村生部細野丈助

薪炭林の生産性向上と林転転換

滋賀県伊香郡木の本町山路茂成

避家の経営規模拡大に役立った林業経営
広島県神石郡神石相渡秋山真一

薪炭林の生産性向上と林種転換

愛媛県大洲市柳沢田新山吉太郎

樹種改良と特産品の生産

宮崎県東臼杵郡西郷村森田久美

午後，助言者の間で研究会が行われ，発表を中心とし

た問題の堀り下げが深く行われたが，諸氏の発言のなか

にはきくべきものが多分にあった。

林野庁人事

12月5日付

命農林省大臣官房総務課

（東京営林局総務部長）恩田芳彦

12月10日付

命東京営林局総務部長
（愛知用水公団）宕田松太郎

声

撮近の話鯉 ｒ
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第2回農林漁業研究集会が開かれた 今

冬来るをおもいおこさせる新殻感謝祭の東京の催した儲
は，鍵林漁業研究集会をも加えて，盛大におこなわれに侭
た。林業の関係では，篤林家名の参集をねがって，薪炭 洞
林の生産性の向上と林種転換を掲げて行われた。 11

発表者とその発表内容とこれらに対する助言者はつぎ 命
の通りであった。

私の林転転換造林について1:
北海道上磯郡木古内村佐藤光三 倫

林種転換がもたらす我が家の準
一52－
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編 集室から会務報告

○正午ごろから降り始めた雪が，午後には7，8センチ

も積り，すっかり銀世界となった東京の元旦であった。

それこそほんとうの初雪。何となく清をしい。’年間の

雑多な仕事がしわよせされて，何となく追われる思いで

送った年末に比べて，年の瀬を越して来た新年はやほり

どことなく心新たまる思いである。

○1959年一日林協が新発足してから満10年を経過し，

漸く基盤も固まってきたのであるから，これからの5年

～'0年は，何としても本会の飛躍の時期でなければなら

ない。，年の計臓元旦にありというがシ’0年の計はこの

，年にありとして，本会が今後に発展するための方針は

今年こそ確立されるであろうことを誓って，会員各位に

贈る新年の祝詞としたい。 （松原）

◇定款の変更認可

昭和33年6月11日本会第12回通常総会において

議決になった定款の一部変更の件ほ昭和33年12月

8日付農林省指令33林野第10,213号で艇林大臣よ

り認可があった。
◇編集委員会

12月12日午後6時から7時まで本会において開催

した。

出席者杉下，猪瀬，松原の各委員及び本会から松

原，八木沢

◇第7回常務理事会

12月15日午後3時から5時半まで，本会において

開催，測量指導部要員採用試験の方法その他会務につ

いて協議した。

出席者池田，大久保，南，高橋,孕石，各常務理事

及び松川理事長，松原専務理事，計7名。

？
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航空写真判読技術者必携.／既成図面の局部修正には是非これの御試用を

小班界林相界，一筆界地類界等の訂正あるいは

挿入に最適

○樹冠直
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本
書
は
林
野
庁
林
産
課
の
朧
修
に
係
る
も
の
で
戦
後
激

増
せ
る
我
国
木
材
需
給
の
面
に
一
大
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め

る
輪
移
入
材
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
現
況
よ
り
説

き
始
め
、
戦
前
の
沿
革
に
迄
遡
及
し
一
転
し
て
今
後
の

見
通
し
を
明
快
に
摘
挟
し
た
林
材
界
必
読
の
好
著
で
あ

る
。
執
筆
者
は
何
れ
も
林
野
庁
林
産
課
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
、
そ
の
内
容
は
三
章
に
分
れ
、
第
一
章
は
総
説
と

し
て
木
材
貿
易
の
沿
革
を
説
き
、
次
に
そ
の
現
況
更
に

今
後
の
木
材
貿
易
に
つ
い
て
正
確
な
統
計
と
悉
し
い
資

料
と
を
掲
赦
し
て
あ
る
。

第
二
章
は
本
論
と
も
云
ふ
べ
き
木
材
輸
入
を
と
り
あ
げ

第
一
節
ソ
連
材
、
第
二
節
南
洋
材
、
第
二
節
米
材
に
分

類
し
て
夫
々
輸
入
問
題
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

就
中
各
節
の
末
に
あ
る
木
材
輸
入
に
つ
い
て
の
座
談
会

記
録
は
木
材
界
の
第
一
線
に
あ
る
官
民
の
エ
キ
ス
パ
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の
集
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だ
け
に
活
溌
な
然
も
指
導
的
論
議
の
中
に
多

く
の
示
唆
を
含
み
、
啓
蒙
さ
れ
る
点
が
頗
る
多
い
。

第
三
章
は
木
材
輸
出
で
之
も
総
括
的
な
問
題
よ
り
沿
革

現
況
並
に
将
来
の
見
通
し
を
説
い
て
い
る
。
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新刊・重版好評発売中11，．‐－－㎡‐一

簑婆灘驫歪琴制輸蝋
森林資源をいかにして災害から守り，荒廃山地を森林
に復元して治山・治水の実りをあげるか？本書は治山
海岸砂防・気象災害の3編に分けて，この問題に具体
的な解答を与えたものです。理論だけに走らず，実務
的な応用面の問題，とくに技術に力を入れて具体的に
詳述しており，治山・造林・林業経営の実務に関係あ

る技術者や同方面に進薫れる学生の必読書としておす
すめします。

〔ポケット判クロース装聡8頁2“円〒16〕

好評，忽ち重版!！

||林業関係における計量単位は，いよいよ34年1
i月からメートル法’本で実施されることになり
iました。従って立木材積表もメートル法に改訂
Iする必要に迫られましたが，一般の情勢は当分：
の間両方の単位系を両立させなければならない：
要素が多く，今ただちにメートル法だけのものI
に急変し得ない状況です。本譜は上記の事情を；
考慮し，一応従来の材演表をそのままメートルi
法に換算し，両方を一緒に収録したものです｡1

1．針葉樹，広葉樹の全般を含み，ある幹材
。★の石と立方メートルが一見して分る。

特2．立方メートルと石又はその逆の詳細な換算表になる。
3・個々の胸高直径に対応する円周をつけて
あるから，円周から直ちに胸高直径と材
積が分る。
4．巻末には，両方の単位系に使える水平距

色雛算出表,三角函数表,円面積表,直径
表などをつけてある。

☆5．最上の用紙，鮮明な活字，溌帯に至便な
ポケット判。

丸太製材材積表韓駒]判鞘：
木材技術研究会編好評20版発売中
本書は，凡ゆる用材の1本（1枚）当りの石数を新農
林規格によって計算した表で，後半に収録した諸表と
相まって，木材関係の材稜計算が完肇にできます。

星

氏

－

素材石数早見表韓駒ﾄ判阜'器
木材技術研究会編好評6版発売中
改正農林規格による素材の各材種（径及び長）の1～
100本に対する石数を-一見して分るようにしたもの。
径3寸～3尺，長6尺～35尺までを改正規格どおりに
区分してあります。‘

森北出版
東京・神田・小川町3の10
振替口座東京34757番
電（29）2616．4510．3068

■
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日
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〆
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ー庫解

謬
飼

60

』 ダ口

高千穗ガソリンさく岩機・

ドリル・ブレーカーいずれも

綴
組替自在

改装所要時間

僅かに数分間“

(特許第470104号）

▲

＆

全重量僅かに35kg
上向運転可能（作動範囲360.）
操作簡単・操従容易
分解・点検容易
完壁なアフターサービス

本体は1ケ月無償交換・部品は6ケ
無償交換
指導は3日～7日間無償

坊

患

製造並総販売元

高千穂交易株式会社
愚

大阪市北区権田町47噺阪神ピル）建般椴麟部遍鯖代表（34)8861（36)2491－4
束荻支店東京菰赤按調池町15（東洋ピル）電話(48）2358°3207.8607
出眼所札揺・稲岡・名古屋
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一 刀ラト弓ルフ■0．■●
1

ねずみがきらわず飲み喰いし、極く少量で必ずすぐ死ぬ

ので、安い費用で、ねずみを根こそぎに退治できます．

土壌の酸度や湿気で分解しませんのでわが国の風土に適
』制

した殺そ剤です．

注意書をよくご覧の上田畑、山林には毒えさで、食種倉

庫には水溶液で御使用下さい．

１
２

凡

|お近くの三共農蕊取扱｜
|所でお買求め下さいI

霊鑿織裁害辻
東京・大阪・福岡・仙台・名古屋・札幌

ｰ 五
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④
山
崎
慶
一
箸
（
二
八
○
頁
）
最
新
刊

新年特大号グリーン・エージ・シリーズ 月 刊I

世
界
林
業
経
済
地
理

世
界
各
国
の
森
林
事
情
、
木
材
工
業
の
過
去
と
現
状
を
、
圃
連
の
最
新
資
料
で
克

明
に
分
析
誰
に
も
よ
ろ
こ
ば
れ
、
ま
っ
た
く
類
書
の
な
い
重
宝
な
本
書
は
皆
様
の

判
共
必
携
の
図
書
で
す
。

《
、
一
丁

①
解
説
者
百
名
（
二
三
○
頁
）
各
人
一
冊
は
必
要

Ｂ
Ｏ
冊
溺

林
業
新
語
五
○
○
（
辞
典
）

各
￥

②
安
倍
慎
著
（
三
八
五
頁
）
百
万
人
の
人
の
た
め
の
本

百
万
人
の
木
材
化
学

③
池
鯛
真
次
郎
箸
（
二
三
派
頁
』
鳥
と
森
林
を
愛
す
る
人
の
た
め
の
本

森
林
と
野
鳥
の
生
態

発売中

卿ツエージ
I

B5132頁

新
春
．
ヒ
マ
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・
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会
円
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。
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。
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議会蕊撫纈演鑑識総粥尚森林資源総合対策協
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マッカラー社・日本総代理店

蕊新宮商：瓜
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丁刃

小揮市稲穂町東七丁目十一番地
7Ii(2)5111番（代表）

東京都中央区日本橋通一丁目六番地(北海ピル）
近（28）2136番（代表）

栂
華グ進呈カタロ、

KN式ポケットトランシット

･･･ボトラルR･･･
優秀な設計による高精度，超小型

林野庁御指定並に御買上げの栄

括目すべき幾多の特長

望遠鏡は内焦式で極めて明るく，スタヂヤ加常

数は0，倍常数は100

十字線及スタヂヤ線は焦点鏡に彫刻

水平及高低目盛の読取は10′

微動装置は完備

脚頭への]艮付は容易，整準は簡単且正確

三脚はジユラパイプ製，標尺ほポールへ取付け

本器1kg,三脚1.1kg,全装4kg

④
。
⑨
。
○
１

（
興
林
こ
だ
ま
數
懸
第
二
Ｃ
号
）
定
佃
六
十
偶

２
３
４
５
６
７

明光産業株式会社
東京都文京区小石川町1の1林友会館

（型録進呈）

写真のような硬質塩化ビニール製ケースを

完成しましたところ好評を得ましたので

今後はこのケースを御採用願います。

一一一
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